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学 術 交 流 の 年

吾々にとって咋年は国際遺伝学会議の準備 と実施とに追われた年であったが,

今年はその後始末に何かと忙がしい隼であった.特に昨咋 Jj会議で展示した概

ある.

今年は隔離混室と鼠の餌育室が新築される.そU)_f-_ロックフェラー財川から

｢栽培稲の起原に関する研究｣に対 して5が E-:12ノノ5千ドルの援助をうけるよ

うになったので,水田温室が 1陳出来る.今まで渥圭の不足をかこっていたの

ロ ックフ r-ラー財団の援助は ｢動物における放射線の遺伝学的影/勘 に対 し

ても今後 3カ年問与えられることになった.動物関係の研究者は勿論,人類,

集団遺伝の人々をも動員してこの研究に当らなければならない.

グラン トを得て米国,比良 台湾等に3カ月鈍行 し,稲に関する調査を行 った.

大島部長 (心得)は10月10日羽田を.Ll-1発 してコール ド･スプ !)ソグ ･ノ､-バー

のカーネギー研究所に,吉田副部長は10ノ129日ボス トンの小兄癌研究所に留学

した.何れも1カ年の予定である.コロンボ ･プランで津井部長は 2カ年の予

定でセイロン (ベラデニア)に赴 き,稲の品種改良の指導に当っている.

10月から稲調査のため第一次調査地 (岡,成瀬,飢冊)がタイ,印度,セイ



2 学術交流 の年

ロン,台湾等に旅行し多数の野生種と栽培種とを得た.アジア各地の稲研究者

がこの研究に共鳴し,その協力が得られるので今後の発展が期待出来る.

外国からの客員研究者は3名を数えた.米国のクロー博士 (ウィスコソVン

大学)は木村資生教官と共同研究のため夏季の3カ月,エLyプ トのワリッド助

教授は約40日酒井研究室を中心に研究所の施設と研究を見学 した,松村研究室

に留学中の印度のラジャン氏は9月に仕事を終えて帰国した.

旅行の途中当研究所に立寄った外国の学者は22名を数え,この中4名にはバ

イオロLyカル ･V ソポLyユームでそれぞれ有益な講浜をしていただいた.国内

からの主な来訪者は 342名であった.一般の見学者は甚だ多 く4,945名に達し

ている.バスで来る団体が多い.

本年の夏には第 1回遺伝学夏季講座を開いた.講習生は43都道府県72名で皆

熱心な人達ばかりであった. 3日間朝から夜まで圧縮して遺伝学の ｢いろは｣

から最近の傾向に至るまでの講義と直ちに役立つような実習をやった.すんで

から多 くの人からお礼の言葉をいただいたので講師各位の努力は報いられたも

のと思 う.

今年は大 きな仕事を開始したり,外国との交流のさかんな年であった.内外

の研究者が交流することはよい刺戟となりまた知識を広 くすることに役立つの

で来訪する研究者の宿舎を作 りたい.

(木 原 均)
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ⅠⅠⅠ. 研 究 課 題

(*ほ本年新らた紅研究を開始 したものを示す)

課 題 J研 究 室 【担 当 者

1. 生物における集団遺伝学的研究

集団遺伝学の理論的研究

vgクLyヨクバ工による集団遺伝学的研究

植物育種法の理論的研究

生物集団における異個体問の東争に関する研究

陸稲に混入する赤米に対する集団遺伝学的研究

*Vヨクiyヨクバエの殺虫剤抵抗性に関する研究

*Vヨウiyヨクバエの量的形質の遺伝に関する研究

2. 有用穏物の遺伝ならびl=細胞学的研究

コムギにおける核置換の研究

パンコムギの起原

コムギおよび近縁種の細胞遺伝学研究

雑種不稔性遺伝子の分析

甜菜の三倍体による育種

果樹の倍数性と不稔現象に関する研究

高等植物の核学的研究

アサガオの日長および反応の生理遺伝学的研究

植物の左右性

種子なしザクロの育種学的研究

3. 軍の遺伝学的研究

毒の発生ならびに生理遺伝学的研究

家蚕のEおよびU遺伝子群に関する研究

家垂の遺伝子分析およびリンケ-iyの研究

家垂における遺伝子座の特異性謂 蒜晶質鮎 )

蚕の食性に関する突然変異の研究

4. 痔の細胞学的研究

癌の細胞学的ならびに遺伝学的研究

ノ､ツカネズ ミの遺伝子分析

形質第 2

生理第 1

応周第 2

ク

/,

生理第 1

応用第 1

生理第2
ク

ク

応周第3

変異第 2

応用第 2

細胞第 2

生理第 2

生化第 1

ク

形質第 1

形質第 1
生化第 1

形質第 1

細胞第 1

ク

接 警莫警

･畔 ,-E･.

俣 莞誓套諾

い里 一三.:

儲 警套諾

吉田俊秀

土川 清



研 究 課 題

突然変異誘起物質と細胞分裂抑圧物質研究に関
する細胞遺伝学的研究

斗組織培養法による細胞遺伝学的研究

5. 人為突然変異に関する研究

放射線の測定法

放射線と表面現象との関係

放射線の生物作用に関する研究

放射線の質と突然変異との関係

ムギ類の放射線遺伝学的研究

タバコにおける放射線突然変異

*各種植物の放射線感受性

家蚕の放射線遺伝学的研究

*γ線少量照射の蚕に及ぼす遺伝的影響

*VヲウLyヲクバエの物質代謝に対する放射線の影響に関
する研究

嘱乳動物における放射線突然変異率の研究

放射線の遺伝および育種への利周 (科研総合研究)

6. 遺伝形巽の生化学的研究

昆虫および微生物を材料とする遺伝生化学的研究

臓器および細胞特異性蛋白に関する遺伝生化学

務田胞分裂物質

抗体産生性の遺伝

コロVントクリ苦味成分の遺伝生化学とその味覚試験

三色スミレ花色の遺伝生化学的研究

ナスの諸品種におけるアントチアン色素の遺伝

アコヤ貝の性ホルモン

*形質発現に関する遺伝生化学的研究

書ロイコアントチアエソの研究

細胞第2

細胞第 1

変異碍3
生化第 1

変異第 3

●変異第 1

変異第 2
変異第3

変異第 2

ク

ク

形質第 1

ク

生化第 1

生化第 2

ク

〟

生理第 2
応用第 2
生化第 2

生化第 2

応用第2
生化第 2

生化第 2

生理第 1

生化第2

5

竹中 雪

片 .li-

牒 嘉

近藤宗平

儲 嘉茎

儒穿雲高

憎悪要撃

ク

藤井太朗

工∴.I.I..::-

閤 汚妄

小川恕人
J/

遠藤 徹

小川恕人

倖島豪要

遠藤 徹



研 究 課 題

7. 動物育a

家畜家禽の育種と遺伝に関する基礎的研究

実験動物による家畜育種法の比較研究

8. 性の分化に関する研究

植物における性の決定および分化

昆虫の性染色体

9. 人類の遺伝に関する研究

+人類の遺伝生化学的僧体差
10.t手取撒鏡による細胞遺伝学的研究

細胞の微細構造に関する研究

ウイルスならびにその退伝

ll.*環境制御下における生理遺伝学的研究(科研機関研究)

12.遺伝子の発現機構に関する研究 (科研総合研究)

13.ロックフェラー財団からの研究費による協同研究

(1)栽培稲の起原に関する研究

a 採 集

b 形態生理

C 集団遺伝

d 遺 伝 子

e 細胞遺伝

(2)動物における放射線の遺伝的影響に関する研究

a 生 化 学

b 突然変異(昆虫)

C 突然変異(嘱乳動物)

d 集団遺伝

e 細胞遺伝

14.有用生物の系統保存

(1)有用植物

a 麦類とその近縁種

b 花井その他

(2)ソヨウLyヨクバエ

(3)ネズ ミ

(4)カイコ

応用第1
/,

細胞第 2

細胞第 1

生化第 2

生化第3

ク

生三醍第 2

生理第 2

〟

変異第 2

応用第 2

応昂第3

細胞第 2

生理第 2

生化第 1

形質第 1

変異第 1

生理第 1

細胞第 1

生理第 2
変異第 2

細胞第 2
応用第 2

生理第 1

細胞第 1

形質第 1
生化第 1

偶買諾
ク

竹中 要

吉田俊秀

小川恕入

〟

関 6碧

閤 9箸

木原 均

〟

松村清二

酒井寛一

岡 彦-

竹中 要

木原 均

辻田光雄

田島弥太郎

菅原 努

大島長造

吉田俊秀

儲 活竺

僅 豊和栗

倖 島豪要

控 胃俊露

∴ト十 :十 二



ⅠⅤ,研 究 室 の 概 況

A. 形 質 遺 伝 部

形質遺伝部では生物におけるいろいろな遺伝形質の分析およびその遺伝様式 を明かにす

ることを目的として研究を行っている.

この部の構成はいろいろの制約上から従来の3研究室が2研究室に圧縮を受けたが, 罪

1研究室では遺伝形質の実験的分析を, 第 2研究室では生物集団における遺伝様式の数理

的分析を行っている.

第 1研究室 (田島)においてほもっぱら我国独白の研究材料である蚕を 材料として遺伝

子分析を進め, 一方において染色体地図の完成に努力すると共に他方においては垂の遺伝

子座構成の特異性を明かにしようとつとめている. このため文部省科学研究費の補助を受

けて ｢家蚕における遺伝子座の特異性に関する研究｣ 班を組織し国内の多数家蚕遺伝学者

の協力を得て研究を行っている.

また生物の発生過程において遺伝子がどういうしくみで その作用をあらわして行くかは

遺伝学の大きな課題であるが, これをとくため多面発現をなす蚕の遺伝子を材料として,

更にそれが幾つかの小遺伝子に細分できないかについても研究を進めた.

最近放射線が生物の遺伝質におよぼす影響の問題が重要視されているが, 轟は一時に多

数の個体を観察することが可能であり, また数堤的形質に対する取扱いの上にも好都合な

点をもっているので, 蚕を材料としてγ線少量照射の遺伝的影響の研究に着手した.この

研究を進めるための基礎捺料として本年度は蚕の生殖師胞が性別, 発達時期別にⅩ線に対

する感受性および突然変異反応がどう変化するか, また単位線量当りの突然変異率ほどの

位かなどについての研究を進め後記のような結果を得た. 一方蚕のいろいろの転座系統や

食性に関する人為突然変異系統などを材料に人為突然変異を育種上に応用する場合の基礎

的な問題についても研究を行った.

井2研究室 (木村)では生物集団を対象とした集団遺伝学の 理論的根拠をなす数理の研

究を行っているが, 昨年に引続いて確率過程の問題について研究を進め突然変異遺伝子の

固定確率,Random Driftと自然淘汰との問の相互作用などについて新らしい結果を得一

部を Ann.Math･Stat.に発表した.

その他遺伝子安定性に関する研究を行い特に部分他殖集団におけ る超優性遺伝子の行動

を明かにし,また人類集巨別こおける遺伝的変異の 保有機構についての種々な仮設について

比較検討を加えた.

なお第 2研究室には6月30日米国 Wisconsin大学教授 J.CROW 博士が来訪され,9

月10日まで滞在して木村と協同で集団遺伝学に関する著書の執筆にあたったが, 同博士の

帰国後も木村は引続いてその完成に努力している.



研 究 室 e)概 況

B. 細 胞 遺 伝 都

本部の研究課題は,大きく分けて動物系と植物系となる. 第 1研究室は動物系で,ネズ

ミを材料として, 癌に関する一連の細胞遺伝学的研究を主要課題とし,ほかに昆虫類の細

胞遺伝学特に性染色体の問題を究明している. 第2研究室は植物系で,性の決定と分化,

細胞の異常分裂誘起ならびにその抑制,および高等植物の核分類学を行っている. 他にタ

バコ属と秤属との細胞遺伝学をそれぞれ専売公社の 委託およびロックフェラー財団の寄附

による研究の一部として分担している.

第1研究室(青田) 1) 吉田肉腫における種族鮒胞の 突然変異とその性格 (吉田):杏

田肉腫細胞を累代移植している うち核学的変異細胞を生じ,移植20代目頃から全細胞が完

全に変異細胞におき変った.

2) 吉田肉腫における突然変異細胞の組織浸潤性 (吉田):種々の組織に上記の新しい突

然変異細胞が如何なる割合に増殖 しているかを観察し, それらを腹水鷹揚化せしめると,

移植 2代目頃から, いずれの場合にも新核型細胞が庄到的に増加することを見た.

3) 吉田肉腫の核学的2系統の免疫学的比較 (吉田 ･浜田):免疫学的に研究した結果,

3,200倍稀釈までは両者とも凝集反応を示したが,6,400倍以上になると両系統間に僅かの

差を生 じた.

4) MYマウス肉腫における移植性と染色体数の変化 (吉田 ･浜田):研究者の 1人吉

田が1952年に移植性腫場として樹立した細胞が, 今まで移植不可能であったマウスに移植

が可能となり,それと共に染色体数の倍加が起っていることを知った.

5) 人類の染色体調査 (吉田):種々の年令および程々の組織を用いて人類の正常細胞

の染色体数を調べたところ46個のものが 58% の多きに適した.

6) 染色体のほぐれとひろがりに及ぼす陰イオンの影響 (吉田 ･田端):種々の塩類を

周いて研究した結果,C1,F,Br等のノ､ロダン化合物が染色体のはぐれとひろがりに対し

好結果を及ぼすことが分った.

7) 8-azaguanineおよびその誘導体の吉田肉腫に及ぼす影響 (吉田 ･蛭海):上記の課

題の研究において 8-azaguanineを授与したところ,6時間後分裂中期の染色体が著しく

円形に短縮することを知ったので,その誘導体を用いて一連の研究を行った.

8) 人類悪性陣場の核学的研究 (田端):胃癌,上顎癌,顎下部転移腰癖,舌癌および

組織培養を行った HeLa細胞等でその染色体を研究した. 30-40,40-50,50-60,

80-90の染色体数をもつものが,腰癌の種類によってほぼ決っていることを知った.目下

病例を増 して研究続行中である.

9) 吉田肉腫における正常系および新亜系の混合移植の研究 (藤田 ･軽部):吉田肉腫

より分系した大きなJ字形染色体をもつ新亜系と, 従来の系統とを混合して移植試験を行

った･市販維系ラットの累代移植では両系細胞の増減が目立たなかったが, 純系ラットの

累代移植では,新亜系の数が減ることが分った.

10) Alopeciaperiodicaの組織学的研究 (藤田):マウスの 1突 然 変 異 桂 Alopec･ia
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periodicaの病理組織の研究を行い,毛髄質細胞の消失,毛皮質細胞の異常, 毛根数の著

しい減少,その他の異常を見出した.

集2研究室 (竹中) 1) 性の決定と分化に関する研究 (竹中):種々の雌雄異株植物を

掃い, 倍数体および異数体を作り,性表現状態を,性染色体と常染色体との比について研

究を継続している. また放射線処理植物の子孫における染色体異常と性表現との関係につ

いても研究している. 雌雄異株植物と,それに近い雌雄同株または両全花植物との間の交

配にはまだ成功しない.

2) 細胞の異常分裂誘起ならびに抑制に関する研究 (竹中 ･天野):1957年度において

は天野の故障のため,殆んど進捗しなかった.竹中が僅かに2-3の試みを行ったにすぎ

ない.

3) イネ科植物の核学的分類 (館岡): 昨年度に引続いて,イネ科各群の染色体構成の

調査を行い, かつ各群の分規学的考察をおこなった.殊にタツノヒダ属 (Diarrhena),コ

クヤザサ属 (Brachyelytrum),Ehrharla,Aslreblaについて若干の新知見を得た.

4) アワゴケ科,†クダイグサ科植物の核学的研究 (下山):アワゴケ科および tクダイ

グサ科植物には分類系統学上不明の点が多いので, それらの核学的研究を行っている.ア

ワゴケ科で2種, トクダイグサ科で20種の染色体数, 核型,減数分裂の研究を行った.

5) タデ科植物の細胞学的研究 (土井田):タデ科植物には花粉数が少なくて,数の一

定しているものがある.これを利周して,核 (染色体)と細胞質との相関関係の研究を行

った.また肱発生の研究も進めた.

6) 菊属高倍数体の起原に関する研究 (永海):本邦産野生菊中舌状花を着けないもの

の核型,交雑,形態,分布について研究し,その系統を究めんとしている.

7) タバコ属植物の細胞遺伝学的研究 (竹中):多数のタバコ属植物の種間交雑,倍数

体ならびに半数体の作出, および減数分裂の研究を行っている.主目的はタバコに野生種

の病害抵抗性を導入することおよびタバコ属植物の系統を究めることである.

8) 稲属植物の細胞遺伝学的研究 (竹中): この研究には台中農学院の胡兆革,本研究

室の土井田および下山が関係している. 胡兆華は先年につづいて半数体の二次接合につい

て,また栽培稲の核型について研究を進めた.土井田は旺発生について研究進行中である.

下山は核型について研究をはじめた.

C.生 理 遺 伝 部

本年度機構改革にともない2研究室となり大島長造部長が 5月に昨年退職せられた約井

草氏の後任として大阪大学より着任した. 解 1研究室は動物部門で大島長造部長,平俊文

研究員の外に森田敏照,堀川正究特別研究生が研究に協力した.第2研究室は植物部門で

木原均所長が室長を兼務し,阪本寧男研究員がいる.

集1研究室 (大島) 大島は,VヨウLyヨクバエの集団遺伝学的研究,テントクムVの濁

鞘の色斑に関する生化学的研究,およびVヨウLy｡クバ工の 物質代謝に関する遺伝生化学

的研究, さらにVヨウiyヨクバエの殺虫剤抵抗性に関する研究など,Vヨクiyヨクバ工を
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中心として極めて広範囲な分野にわたった数多くの研究業績を発表して来た. 着任後は主

として, Vヨクiyヨクバエの殺虫剤抵抗性に関する研究と限色素形成に関する研究を続行

している.

本年10月からほ米国ニューヨーク州, コールド･スプリング･ノ､-バーの生物学研究所

に留学し,殺虫剤抵抗性の研究をさらに大きな規模で進めている.

平は名和と協力して, ソヨウiyヨクバ工の眼色突然変輿種を用いて眼色素形成過程の退

伝子作用の生理 ･生化学泊研究を行い, プチリiyン代謝が眼色素形成と極めて密揮な関係

にあることを明かにし, 限色突然変異種はこの代謝を段階的に支配する遺伝子を持ってい

ることを解明した.

森田はVヨクLyヨクバ工の服色素形成に開通する物'iq代謝について 研究を進め,脹色突

然変異種がプリン代謝においても異なった過程を示すことを明かにしつつある. 堀川は,

ソヨウiyヨクバ工の恨原基の組織培養法を掃いて, 眼原基の分化と眼色素形成の発生生理

退伝学的研究を行っている. それによると.分化と色素形成が極めて密接な関係にあって,

限色突然変異程間に見られるこれらの関係が,遺伝子作用機構の観点から極めて重要であ

ることを指摘している.

第2研究室(木原) は木原が阪本,町中, 大垣らの協力の下に 1)コムギとその近縁種

による核置換の研究と 2)パンコムギの起原の研究を進め,また 3)植物の左右性の研究

を行ってきた.更に本年度には 4)アサガオの放射線;こよる突然変異の研究を開始した.

また阪本は日長性の生Tll.遺伝学的研究および日本産カモiyグサの研究を続行している.

1) コムギとその近縁種による核置換の研究 (木原):Aegilopscaudataと Triticum

v2Llgareおよび T.dicoccum と TITimopheeviを各々用いて核置換と核復元を続行して

いる (後述),

2) パンコムギの起原の研究 (木原): 1955年カヲコラム ･ヒンズークシ探検により採

集された Aegilopssquarrosaについて詳紬な研究を行い形態および生理的形質について

調査し(後述),特に鎮痛抵抗性の系統がみつかり栽培二粒系コムギと交雑して合成パンコ

ムギをつくって研究を進めている.

3) 植物の左右性の研究 (木原 ･LluENFELD):Medicagoの英の左右性の遺伝につい

て継続して研究を行った.

4) 日本産カモiyグサの研究 (阪本): 日本産 5種,ネパール産 2種を用いて生態遺伝

学的研究を行っている (後述).

D.生 化 学 遺 伝 部

この部は3つの研究室に分れ, 第 1研究室では動物を材料とし,第2研究室では植物を

材料とし,肇3研究室では微生物を材料として研究するのを建前としている.

弟1研究室(名和) この研究室では次の研究を行った.

1) Complexlociに関する研究 (辻田):カイコのEcomplexlociとUcomplexloci

についてこれまで研究してきたが, 本年も引続きこれに関する実験を行った.飯野はSal-
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monella蘭の抗元相変換に与るH座位と緊密に連関する3つの Ah2遺伝単位についてV

スIrランス配列の研究により (辻田*), これらが 1つの作局単位 (functionalunit)を

構成することを証明した.

2) プチリン代謝に関する研究 (名和 ･矧コ･平):ショウLyヨウバエの赤色眼色素発

現,家蚕の黄色致死と真皮細胞の外皮硬化,また核酸成分であるプリン代謝などの問題を,

プチリン代謝系を交配する遺伝子作用との関連において生化学的に研究している. またプ

チリン酸化の機構について, 水素伝達のための因子,基質間の相互関係,酵素およびその

働く場などの複合系の立場から遺伝子の発現機構を研究している.

3) チロシナーゼの遺伝生化学的研究 (坂口):カイコのチロソナーゼ活性の弱い系統

を材料として遺伝子のテロVナ-ゼ酵素支配の機序について研究している.

4) ミトコンドリアに関する研究 (辻田):家蚕幼虫のマルビギー管腺細胞のミトコン

ドリアの形態,行動とその作用については紺に (1937, '47)に報告したが,超薄切片によ

って腺細胞におけるその形態,特異的行動, それと分泌物との関係について観察した.

5) 放射線の生物に及ぼす影響実験 (坂口･辻田):X線とγ線がカイコの致死率と突然

変異率に及ぼす影響の比較実験を行った.

6) 放射線生化学に関する研究 (名和):放射線の生物に対する影響について,特に核

酸ならびにその成分に及ぼす作用を生化学的に追究している.

第 2研究室(小川) 主に次の課題について研究を行った.

1) 動物の発生初期における分化について (小川):家箕島,イモリを材料に発生初期にお

ける分化の問題を, 特に臓器組織特異性賀白を中心に免疫化学的手技を用いて研究してい

る.本年は,家鶏について発生初期における筋蛋白分化の時期を決定, 更に,心筋と骨格

筋の分化過程上の相違を明かにした.

2) 細胞分裂物質 (小川):動物の師胞分裂物質について分化の 問題と密接な関連を保

ちながら,発生初期,再生臓器組織ならびに癌細胞を対象に総合的に仕事をしている.

本年は,新しい動物紬胞の分裂促進性化学物質 (合成.?.]) 2種 (Kinetin,Na-Glucu-

ronate)を見出した.一方天然の如胞分裂物質については, 再坐肝,幼生組織および癌組

織について相互の異同を対比しつつ調査した,

3) コロVソナタリ苦味成分の化学とその味覚試験 :木原(生理), 古里 (I,'LI周)と当研

究室との共同課題の 1部で, コロンントクiJ'苦味成分の化学的研究ととtの味覚調査が繭

年に引き続き本年も継続実施された.

4) 三色スミレの遺伝 (遠藤):Flにおける7つの花色の優劣性関係調査に引き続き.

半数の組合せの F2における花色の分離と1部色素系の遺伝的行動を調べた. F2では連続

変異を示すもdがみられ, 花色の遺伝もまたポリiy-ニックな面をもつことがわかった.

5) 咲き分けソバキのロイコアンTチアン (遠藤):攻入花をもつ品種中,易変遺伝子

により赤色花に変る個体が発見され, かつその花弁は相当崖のロイコアントチアンを有す

ることを確かめた. このロイコアントチアンが果してアントチアン色素の前駆体か否かを

科学 26(10) :515-521
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研究している.

本年度はアントチアンおよびロイコ体を含む全カテキン量と, 銅酵素活性の比較を行っ

た.

6) アコヤ貝の性ホルモン (小川他2名):静岡県水産試験場と協力してアコヤ貝の性

ホルモン,特に排卵精ホルモンの研究を行っている.

第3研究室(辻田) この研究室では次の研究を行った.

1) Pseudomonassolanacearumの溶原菌の遺伝学的研究 (辻田):この菌では,菌の

接合による遺伝子組換については知られていない. しかし溶原菌株より放出されるテンペ

レー ト･ウイルスによる溶原変換 (lysogenicconversion) または遺伝子導入 (transdu･

ction)に関連した現象が見られるので,これについて研究した.

2) Salmonellaの抗原相変異に関する研究 (飯野):Salmonella菌でも接合による遺

伝子組換は起らない. そこでこの菌の遺伝子分析には上述の遺伝子導入によらねばならな

い. LBT'JL年の研究に引続いて遺伝子導入の方法を周いて抗原相の変異に関して研究した.

E.応 用 遺 伝 部

応用遺伝部の研究の目標は有庸動植物の 育種にたずさわっている人達に役立つ基礎的知

識を提供することである.その内容は従来第 1(動物) と第2 (植物)研究室に分れてい

たが,本年から研究所の機構改革に伴い, 3研究室,すなわち第 1 (動物育種),第2 (育

種理論)および第3 (植物育種)研究室がおかれた.

第1研究室 (山田)では,山田, 河原が兼の経済形質の遺伝育種お よび選抜法につい

て,従来田中義麿博士の研究された材料を受継ぎ, 集団遺伝学的立場から研究を進めてい

る.現在飼育中の弟は成薄約600羽である. なお育種理論研究のためVヨクty≡クバ工を

用いて量的形質■の遺伝の研究を行っている.

集2研究室 (酒井)は酒井が中心になって自殖性作物の育種法の理論,遺伝子型間の競争

などを取扱い,育種理論の確立を目標に活動を続け, また競争の研究の-発展としてVヲ

クiyヨクバ工を用い移住能力の遺伝的変異を研究して来た. 本年 9月酒井はコロンボ計画

専門家としてセイロンに約 2年の予定で赴任したが, イネ育種の研究はセイロンにおいて

その熱帯環境の下で継続され本研究所に残された 計画は残留研究員によって引継がれてい

る.なお酒井の不在中は細胞遺伝竹中要部長が部長を代理し,部内管理の実務は岡副部長

が引継いでいる.

第3研究室 (岡)は岡 (従来は生理遺伝部所属)がイネの遺伝と育種,特に遠縁品種間

雑種の遺伝学的研究をとり上げて来た. 別に記述されるように,本年からロックフェラー

財団研究費により栽培稲の起原の研究が開始され, 岡副部長と成瀬隆研究員 (稲研究委員

会研究員)は,細胞逓伝部館岡研究員とともに,稲の研究および採集のためインドその他

アLyア諸国に出張した.

なお応用遺伝部には圃場が所属し, 宮沢が圃場の管預とともに園芸作物の育種学的研究

を続けている. 従来酒井の下に主としてオオムギの集団内異型を研究して来た後藤寛治研
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究員は本年12月北海道農業試験場十勝支場に転任した.

応周遺伝部に属する特別研究生は井山番也 (東大大学院学生),高橋成人 (東北大学 農

研助手),池田浩子 (伊豆逓信病院臨床検査科技術員),伊藤寿孝 (後藤将卵場社員)の4

名で,それぞれ作物の集団遺伝学的研究, イネその他の集団遺伝学的研究,医学における

統計的処理の研究,動物青棒の集団遺伝学的研究の課題の下に活動を続け, 研究の発展に

多くの貢献をしている.

F.変 異 遺 伝 部

本年度,3研究室に分れ,予算的にも一部は科学技術庁から原子力予算の配分をうける

こととなった.第 1研究室は動物部門で菅原努副部長,杉浦嘉彦研究員のはか,楠本哲明,

尾上正明,山本五部,堀川正克特別研究生がいる.第2研究室は植物部門で松村清二部長,

藤井大開研究員,根津光也 (稲研究委員会研究員),また第3研究室はアイソトープ実験室

で近藤宗平研究員がいる.そのはか,外国留学生 S.S.RAJAN(コロンボ計画,8カ月)

および静岡県原子力留学生太田孝 (農試,3カ月),原田雄四郎 (水産試, 1カ月),川島

昭二 (藤枝農高,6カ月),横田暢- (沼津工高,6カ月)が測定器,アイソr-プの原理,

取扱い法,測定法などにつきそれぞれ研修を行った.

γ線照射実験室は冬期の暖房が完成し,X線発生装置は東芝のKXCr17型 に替 って同

KXC-18型深部治婦装置 (200kvp,25mA) が設置され, 高線量の照射が可能となった.

また原子力予算によるネズミ飼育室 (放射線研究周)の建築も完成に近い.

第 1研究室(菅原) 1) γ線長期照射によるマウスの突然変異誘発の研究 (菅原 ･土川)

はCBA系に照射してNH系と交配し,繁殖成績と省性突然変異の誘発を調べたが,線遠

が過大であったので検討を加えた. また新しく HALDANEの方法を併周した.2) CMC

による放射線生物作周の模型実験 (杉浦)は粘度によってCMCの放射線による分解を種

々の条件の下で調べた. 3) 放射線感受性を中心としたマウス系統間の比較(菅原 ･尾上)

では,X線致死効果からみた系統間の差を明かにするとともに,麻酔薬に対する感受性,

血液像などとの関連性について検討. 4) 放射線防護剤の生化学的ならびに遺伝学的研究

(菅原 ･橋本 ･山本 ･堀川) では,各種防護剤の効果を致死作周,核酸代謝,優性致死遺

伝子などからマウスとVヨクiyヨクバ工を掃い検討. 5) 各軽ビタミンと放射線 感 受 性

(菅原 ･橋本) では,マウスを掃い各種ビタミンの欠乏と過剰授与のX線致死作用に対す

る影響を調べている. 6) 組織培養法による放射線作用の研究 (菅原 ･堀川)はVヨクiy

ヨクバエの各種原基を合成培地に培養する方法に照射を加えて, その致死作用の分析を行

い,一方β線による部分照射法を試みつつある.7) その他三重県立大学と協力してX線

回折法による筋蛋白質構造についての研究, 各種 X線撮影法の研究を行っている(菅原)･

弟2研究室(松村) 1) 各種植物の放射線感受性 (藤井)については種子の発芽,芽生の

伸長などを調べ, とくに近縁関係や,倍数性について考慮した.またイネとコムギについ

ては太田, 川島紅より種々の条件下における感受性の差が調べられた.?J) 一粒コムギに

おける放射線遺伝学的研究 (松村 ･藤井)では基礎研究が継続され, Ⅹ線,γ線のみなら
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ず中性子やβ線が周いられた (総合研究 ｢放射線の遺伝および育種への利昂｣ の分担 課

題).一万32p,131Ⅰに対する浸水種子2)吸収状態が明かとなり, 葉緑素突然変異の生理生

化学的研究は ｢遺伝子発現機構の研究｣ (総合研究)の分担研究として行われた.3) X線

とγ線による染色体異常の比較 (松村 ･根津) はソラマメの浸水種子に照射し,染色体異

常を観察して線質との関係を研究し, 4) 自家不和合性に及ぼす放射線の影響 (RAJAN)

は Raphanusと Brassicaを材料とし, 各時期の藷に照射して,ときには結荊するよう

な結果をえた. 5) 放射線突然変異の誘発とその利用 (松村 ･藤井)では,タバコ黄色種

の3有用系統で成果を収め, 専売公社の協力をえて応周研究に移った.ビールオオムギで

も有周突然変異の誘発が計画され (総合研究 ｢オオムギの遺伝 ･育種の基礎研究｣の分担

課題),芽条変異の誘発のためには,サツマイモ,ブドウ,カキ,チューリップ,イチゴの

はかクス (専売公社委託)などが用いられた.6) 甜菜の三倍性育種 (松村 ･根津)では

三倍性種子の実周生産や新四倍性系統育成のため細胞学的研究が行われた. その他,コム

ギおよびその近縁種の細胞遺伝学的研究は松村,根津,阪本により継続された.

第 3研究室(近藤) γ線照射室内の線遣分布を測定し一般利用者の便利をはかり,一万,

60Co線源の実効キュリー数を測定し,31キュリー (昭和32年11月現在)という値をえた.

また γ線スペクトロメーターによる後方散乱の実験を行った. ガラス線設計の特性, と

くに色あせと温度との関係を精密に調べて簡単な実験式を発見し, ガラス線逼計の糖度を

2%まで向上させることができた.また, 静岡県水産試験場と協力して,アコヤ貝のX線

および γ線照射により, 真珠層形成を促進することに成功した. 本年度購入したアイソ

トープは60Co,14C,32p,13JI,35S,45Ca,65Zn,9°sr,137Cs,fissionproductsなどである･

G. ロックフェラー財団か らの研究費による協同研究

1) 栽培稲の起原に関する研究

その作物としての重要性に拘らず,稲の遺伝学的研究は TクモロコV,コムギ,トマ トな

どの有周植物のそれに比較して明らかに遅れており,多くの未知の問題を含んでいる.柿

遺伝学の発展に関する年来の希望にもとづき, 木原所長を中心として所内有志は組織的に

研究を進める計画を立て,昭和32年 1月27日ロックフェラー財団の R.F.CHANDLER 氏

が来所した機会に, 同財団より稲研究のための補助金を受けることを申請した.その研究

は ｢栽培稲の起厘に関する研究｣と名付けられ, 詳細な計画が財団に提出された.幸いこ

の計画に対して補助金 125,000ドル (そのうち温室建築費 35,000 ドル,研究費 90,000

ドルは年額 20,000ドルを越さないように 5カ年間に使用)の支出が4月3日に開かれた

ロックフェラー財団評議員会を通過し, 本年 5月1日から1962年4月末まで,この仕事が

継続されることになった.

本研究は下記の組織をもつ委員会によって運営される.

国立遺伝学研究所,稲研究委員会

委員長 所長 木 原 均

委 員 細胞遺伝部長 竹 中 要
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委員 応用遺伝部長 酒 井 寛 一

ク 変異遺伝部長 松 村 清 二

ク 応周遺伝部副部長 岡 慶 一

ク 庶務部長 乙 藤 寛 一

幹事 会計課長 宮 沢 正 夫

ク 庶務課長 杉 生 純 義

研究の分担,研究参加者および主な研究項目は次の如くである.

1.採集および系統保存 :木原均 (主任),古里和夫,宮沢明

2.形態生理 :松村清二 (主任),藤井太朗,阪本寧男,根津光也,木原均,竹中要,

館岡亜緒,クリエソフェル †

(a) 稲属各種の形態比較

(b) 栽培稲および稲属各種の日長反応

(o) 温度その他の環境に対する感受性と抵抗性

(d) 病虫害に対する抵抗性

3.集団遺伝 :酒井寛一 (主任),井山番也,木村資生

伽 各種形質の野生稲集団間および集団内変異

(b)野生稲の交配様式

(o) 導入交雑 (Introgressivehybridization)

(d)種内および種問の競争

4. 遺伝子 :岡彦- (主任),成瀬隆瀬,高橋成人

(a) 稲属各種における遺伝子の分布

(b) 遺伝子分析および連鎖分析

(o) 種間および種内の隔離機構の遺伝学的基礎

5. 細胞遺伝 :竹中要 (主任),館岡亜緒,土井田幸郎港,下山昭八,木原均,阪本寧男

㈲ 稲属各種の核型分析

(叫 仁染色体,二次拝倉等に関する減数分裂の研究

(o) ゲノム分析

(d) ハプロイド稲の細胞学的研究

(e) トリゾミックの育成とその染色体の行動

上記の各研究単位は本研究費によって,1- 2名の研究員を採用できる. 昭和32年末ま

でには3名 (上表に*で示す)が採用され, その他は人選中である.なお事務員として,

河辺千鶴子,股野順子が傭周された.

また本研究の協力者として, 国立遺伝学研究所以外の研究扱関に所属する専門家に研究

を依頼することになった. すでに決定された協力者は東京教育大学教授平塚直秀 (稲守生

菌の研究),京都大学教授今村駿一郎 (稲の日長性の研究),国立科学博物館員大井次三郎

(稲属植物の分類),京都大学教授山下孝介 (稲のゲノム分析)‥ 財団法人木原生物学研

究所員土屋工 (稲の トリゾミックの研究),岐阜大学教授平吉功 (採集),大阪市立大学数
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授三木茂 (稲属植物の採集と分類)の7氏である.

採集旅行については,次のような計画が立てられている.

1) インド東南部およびセイロン方面 (後記のように本年度岡,館岡,成瀬が派遣さ

れた.)

2) タイ国方面 (昭和33年秋,岡,井山)

3) インドネシア方面 (昭和33- 4年冬,平吉井,古里)

4) ビルマ方面 (昭和34年木原,阪本)

5) インド北部 (昭和34年山下半,川喜田*)

6) アフ9カ方面 (未定)(井は上記の研究協力者)

本研究の材料となる野生稲や栽培稲品種の大部分は日本の気候では 日照時間と温度の関

係で屋外では栽培できない. したがって材料栽培のため温室 1棟,自動短日囲場 5区を設

計,建築中であり,来春4月には竣工の予定である.しかし多数の個体を扱う試験にはこ

れらの設備はなお不充分である. この観点からセイロンおよび台湾の2カ国に海外研究室

がおかれた.

セイロンの研究室は酒井委員がコロンボ計画専門家としてセイロンに昭和32年9月より

2カ年間滞在する便宜を利周したもので同国ベラデニアの植物園におかれ,成瀬隆研究員

もインド旅行 (後記)の帰途セイロンに滞在している. セイロンでは主として栽培稲およ

び野生稲の集団遺伝学的研究が次のように計画が開始されている.

1) セイロンの国内における野生相集田の調査

2) 栽培稲地方在来種と野生稲集団内の遺伝的変異

3) 統計遺伝学的方法による野生稲の他殖率の調査

4) 熱帯における栽培稲の不稔性の研究

台湾の研究室は同委員が過去台湾省立農学院 (台中)に勤務し,現在も教授の名儀を持

っている便宜紅より同学院において日本と連絡を保ちながら,主に圃場実験を行うもので

ある.昭和32年9月農学院当局との間に研究協力に関する協定が結ばれた. 同委員がその

運営の着任をもつが常時台湾に駐在しない関係上, 同学院講師胡兆華,鮒 に研究

分担のはかそれぞれ庶務,会計を依頼した. 研究の補助紅曹清八 (技術員)および王淑美

(事務員)の2名を採用,本年度には下記項目の研究が開始された.

1) 稲属各種の系統の栽培,繁殖および交配

2) ノ､プロイド稲および稲属各種の細胞学的観察

3) 野生稲の集団間および集団内変異の比較

4) 野生稀における遺伝子の分布と雑種不稔性の調査

上記研究項目のうち細胞遺伝学的観察は竹中委員の指導のもとに胡兆撃講師が担当して

おり,すでに栽培稲についてはハプロイドを周い,核型の詳細を明らかにした.

なお昭和32年10月始から岡,館臥 成瀬の3名がインドとその隣接諸国に稲調査隊第 1

班として派遣され,野生および栽培稲の観察と研究材料の採集を行った.採集の結果は後

に言己すごとくである.
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その他米国農務省農業研究所 (Beltsville),仏領ギネ-稲研究所 (Kankan)などから種

々の野生稲および栽培稲の分譲を受け,研究材料はかなり整って来た. 本年は主として研

究の準備のために脅されたが,来年度からは本格的な研究活動が始まると期待される.

稲研究の材料

○稲調査隊第 1班の採集 :

Oryzasaliva(地方在来種等)301系統,0.perennis(または 0.Salivasponlanea)

53集団と 114系統,0.ridleyil系統,0.0jWcinalis3系統,0.granulata 3系統,

0.coarctata l系統.

0インドCentralRiceResearchlnstituteより:

0.saliva(4系統),0.auslraliensis,0.breviligulata,0.0fficinalis(5系統),

0.eichingeri,0.minula,0.aua(2系統),0.latifolia(2系統),0.malabarensis,

0.granulala,0.tlraChyantha,0.glaberrima(5系統),0.perennis(7系統).

0米国農務省農業研究所より:

0.perennisCubensis,0.0fficinalis.0.minuta,0.lalifolia(2系統),0.brevi-

1igulata,0.eichingeri,0.glaberrima(5系統),0.sp.(?).

0仏領ギネ-より:

0.glaberrima(100系統),0.barthii,0.breviligulata,0,brachyantha.

2) 動物における放射綾の遺伝的影響についての研究

放射線の遺伝的影響についてはすでに多数の学者により研究が行われてきたが, なお未

解決の問題が多数残されている.殊に小量の放射線に長期間にわたりさらされた場合の突

然変異の起り方についての吾人の知識は甚だ貧弱と言わざるを得ない. このように本質的

な困難性を含む問題については, 世界の学者が相協力して各種の材料について研究を行い,

それぞれの結果を検討して解決して行くことが必要であると思われる.

よって当所では動物関係研究者を動員しネズミ,バ ッタ, カイコ,Vヨクiyヨクバ工な

どを材料として, それぞれの特徴を生かしながら研究を進め放射線の遺伝的影響の本質を

解明することに寄与したいと考えた. この計画に対して米国ロックフェラー財団から3年

間に 52,000ドル の研究費が寄附されることになったので, この研究の企画および実施を

図り,且つ寄附金の受け入れ,運用および経理を行うために国立遺伝学研究所動物遺伝研

究委員会を組織し昭和32年12月1日よりその活動を開始した.委員会の構成, 研究分担お

よび研究費の使用内訳は下言己の通りである.

研究組織

委員長 木 原 均

委員 辻田光雄,田島弥太郎 (研究連絡),大島長造,吉田俊秀,菅原努, 乙藤寛一-

(庶務,会計)

幹事 宮沢正夫,杉生純義

研究分担および組織

イ)総括 木 原 均
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ロ)細胞学 主任 吉田俊秀,蛭海啓行,

1) 動物染色体の放射線による切断および再結合の機構

2) 放射線による恵性腰湯の誘発ならびに抑制

ノ､)生化学 主任 辻田光雄,名和三郎,坂口文書,小川恕人

1) 生体に対する放射線の影響の生化学的研究

i) 細胞呼吸に関しての電子伝達機構における昆虫と哨乳動物の問のちがい

ii) ミトコンドリアの "oxidationphosphorylation" に連関した種々の代謝系

に及ぼす影響

iii) 細柑包間および細胞内構造物の透過性の変化

iv) 核酸代謝に関する諸要素

2) 肱子発達における場の特異性におよぼす放射線の影響

ニ)突然変異(り 主任 田島弥太郎

1) 蚕を材料とした突然変異生成機構の研究

2) 蚕に対する少線量長期照射の遺伝的影響

ホ) 突然変異(Ⅱ) 主任 菅原 努

1) 長期照射によるネズ ミの突然変異率

2) 遺伝物質に及ぼす放射線の影響の生体外における物理化学的研究

-) 集団遺伝学 主任 大島長造

VヨクLyヨクバエの計品的形質におよはす放射線の影響

研究費

設備備品費 15,600ドル

消粍品曹 19,480 ク

研究助手給与 14,920 ク

その他 2,000 ク

計 52,000 ク
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Ⅴ. 研 究 業 績

目 次

1. 蚕の第 3褐卵の遺伝 (田島弥太郎)

2. 多面発現をなす遺伝子の研究,L

EEl,EKpおよび ENc遺伝子をⅩ線によって分解する試み

(田島弥太郎･稲垣栄一)

3. 蚕の生殖細胞のⅩ腺に対する感受性および突然変異反応の変化

(田島弥太郎 ･鬼丸喜美治)

4. 蛋,ソヨウ汐ヨワバエおよびハツカネズミにおけるX線誘発劣性可視突然変異

準の比較 (田島弥太郎)

5. 番の食性に関する突然変異の研究,Ⅷ.

食性異常姦出現率の淘汰ならびに正常系との交雑実験

(田島弥太郎 ･町田 勇)
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101･非平衡界面層の準熱力学,I.平面の場合 (近藤宗平ト ･116

A. 形 質 遺 伝 部

第 1研 究 室

1. 事の第3褐卵の遺伝 (田島弥太郎)

現在実周に供されている支那種の中に時どき分離してくる汲褐色卵は幼虫の皮膚に淡い

油毒性を伴い,蛾の複眼色は黒である. この褐色卵と他系統とのかけ合せ F⊥ではいちじ

るしい母親遺伝の特徴が見られるが,かけ合せる相手の系統によってFlのうむF2卵や戻し

交雑の卵では全く分離が見られない場合とそれがかなり明瞭に 認められる場合とある.そ

のためこめ淡褐色卵の遺伝様式はある時は第 1褐卵 (bl)の如く,ある時は第2褐卵(b2) の

ようでかなり複雑なものと思われた.

blおよびb2ほ第6染色体上に座位することが知られているので, EKp遺伝子と淡褐色卵

遺伝子との関連を調べて見たが両者は明かに独立の行動を示した.

一方この淡褐色卵は第10染色体の多数の卵色遺伝子群との問に特殊の関係を示し,wl雌

との交雑ではwlの白卵性を着色させて特有の母性遺伝現象を消失さ港,反対に wOL雄との

交雑では殆ど自卵に終始する.よってこの連関群に属するfl遺伝子との連関を調べたとこ

ろこれと完全な相反を示した.従ってこの遺伝子が第10染色体に座位することは明かであ

る.この遺伝子を第3褐卵(b3)と名づける.

第10染色体にはすでにw l,W2,W3,の3座位が知られ,また wolはW3蕗億との問に0･2%
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の組換を起すことが知られている.このうちbaとwl,W2,W3とは明かに対立関係が認められ

ないが,wOlとの間には上記の特殊の関係が認められるので, 恐らくこれと複対立あるい

は偽対立の関係にあるのではないかと思われる.

b3系統とW8との組合せでは色素原物質の費液膜細胞透過が妨げられるが,む3系統自体で

はそのような現象が認められない.F2で卵色の分離が認められたり認められなかったりす

ることにはおそらくこのような機構が関係するのであろう.

2.多面発現をなす遺伝子の研究,I.EEL,EKpおよびENc遺伝子をⅩ線によって分解

する試み (田島弥太郎 ･稲垣栄一)

多面発現をなす遺伝子の中にはかなり関連性がうすいと思 われるいくつかの形質を支配

しているものがある.このような遺伝子は適当な方法によれば それぞれの形質を支配する

いくつかの小単位遺伝子に分け得られるものかどうか, またそれから新 しい組合せを作っ

た場合の形質発現はどう変化して行くかを知りたいと考えこの研究を開始した.

材料としてほ蚕の幼虫の半月紋および肢の発現する関節を規定する特性をもったEElお

よびENcなどを選び,これらの雄桶にⅩ線を照射 した後正常雌にかけ合せ,Flについて斑

紋と肢の例外型を調査した.

いずれを材料にした場合にも半月紋と過剰肢についての 例外型がかなり多数独立的にあ

らわれてきた.これらについての遺伝子分析はまだ完了していないが,生じた例外型は表型

的には次のようなものであった.

表 L EEL,EKpおよびENeにX線を照射した場合に生じた変異型

交 奈位

+/+?×EEL/十(照射)8

+/+苧XEKp/EKp(照射)8
+/+?×ENc/+ (照射)8

生 じ た 例 外 要望

E,ECG,ED,EKp,EN,ENc, および新型 2

ECa,END, ホ モ 塑EKpおよび腹政異常の新型

EKp

得られた変異型の関係をまとめて見ると次のような関係がある.

EEl▲/ ＼
EKp～ HNc

複雑なものから単純型への変化が大部分であるが,その反対の場合も見られたので,今後

更に実験をくり返亘はいずれの場合も可逆的な関係が得られるかも知れない.

また例外型の担現率が異常に高い点から見てE複対立遺伝子群を構成している各遺伝子

は単純なものでなくいくつかの,少なくも2個以上の 小遺伝子によって構成された複合体

であると考えた方が妥当かも知れないが,結論はまださし控えたい.

3.蚕の生殖細胞のⅩ線に対する感受性および突然変異友応の変化

(田島弥太郎 ･鬼丸喜美治)

蚕の生殖細胞は親の発育時期に応じて一定の発達経過をたどり, しかも同一生殖巣内の

大部分の郎胞が殆ど同時的に発達して行くので,この特徴を利用して 生殖細胞の発達時期
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別のⅩ線感受性や突然変異反応の変化する状態を詳しく此較することができる.垂の生殖

細胞は雌雄によって発達の様子が異るので略記すると,雄では4齢まで精原頴田胞, 5齢2

- 5日日が精母細胞,5齢末期が精子細胞で,化嫡する頃には殆ど体内で精子が完成する.

これに対 し雌では4齢から5齢初期頃まで卵原細胞で, 5齢中期以後卵母細胞が発育をは

-じめ,長い発育の期間を経て化蛾の頃までに分裂Bl'JL期を終り, 産卵直後引き続いて2回の

成熟分裂が行われる.

'研究の方法は正常系統の雌或は雄に3齢以後化蛾前日まで種々の 時期に種々の線豊でX

線を照射し羽化後これに卵色遺伝子に閑し二重劣性のpe,reを配して産卵数,不受精卵お

よび初期死卵歩合,突然変異率などを調べた. 線遠の測定はユニバーサル線景計で毎回稽

算を読み取る方法で特に正確を期した.結果のあらましは次の通りである.

1.森下卵数 雌照射の場合 1000rまでは照射時期による著しい相違は認められないが,

2000rを越すと産下卵数が明かに減少する傾向が見られる.しかし蛸中期以後になると300Or

IV2IY4 YI Y4Y6 Y8 PE PM PL

StAge80fnAlepArezltTlrrAAIAted

Fig.1･ Averagenumberofeggslaidperfemale

matedwithX-rayedmales

xlO一丁

IY21▼4 YI V4 Y6 V8 7T4 PE PM

St■S.58QTparent81rrAdi&ted

Fig･2･ChangeinmutabilitywithdevelopmeT't

ofSilkwormgerm-cells

PL

でも殆ど影響が見られない.

雄の場合には照射時期によっ

てFig.1のように著しい相違

が見られる. 3齢と4齢とで

は前者の方がⅩ線に対する抵

抗性が一層強い.

2.不受精卵および早期死卵

歩合 雌照射の場合 1,000r

程度では照射時期による著し

い差は認められない.これに

対し雄照射の場合には照射時

期によって著しい差が見られ,

5齢初期において特に感受性

が高い.この時期には500rで

も著しい影響が認められる.

これに次いでは4齢の感受性

が高く,3齢期の生殖細胞は

かなり抵抗性が強い.

3.特定遺伝子座における芳

性可視突然変異率 peおよび

re両座位を標識として1r,1

座位当りの劣性可視突然変異

率を性別,照射時期別に求め

Fig.2の結果を得た.

雄では5齢 6日を]昆怠とし
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てそれより前後に向い次第に突然変異率が低くなっている.これに対し雌では嫡中期まで

低く,嫡後期に変異率の急敦な上昇が見られる. 突然変異率の最高を示す時期は雄では精

子細胞期,雌では卵母細胞両期の終り頃に相当する.

4.位性致死突然変異 照射時期による優性致死突然変異率の変化は雌においても雄にお

いても劣性可視突然変異の場合と-致した.すなわち雌の場合は蛸後期に,雄の場合は5

齢 6日目に照射した場合に出現率が最高を示した.

以上の実験結果を生殖細胞の発達時期と対比させた解釈については 第10[61国際遺伝学会

議で報告する.

4. 等,ショウジョウバェおよびハツカネズミにおけるⅩ線誘発劣性可視突然変異率の比

較 (田島弥太郎)

蚕の卵の色を支配する遺伝子peおよびγeを標識として+Peお よび+re座位にX線を照射

し,この両座位における 1r当りの劣性可視突然変異率を求めて, これを従来報告されて

いるDrosophilameranogasterやノ､ツカネズミのそれと比較したところ,責ではいちじる

しく高率の突然変異率を示すことが知られた.
1r当り突然変異率

精原細胞 成熟精子

カ イ コ 4.2×10-7 4.5×10ー7

キイロショウジョウバエ 1･5×10L弓(ALEXANDER'54) 5.98×10-ら(ALEXANDER'54)

ノ､ツカネズミ 2.5×10▼7 (RussELL'51)

蚕はノ､ツカネズミよりも数倍高い突然変異率を示し, ショウiyヨクバ工に比較すれば成

熟精子において7倍,精原細胞期では約28倍にも達していた. もっとも蚕については末だ

突然変異体について後代のテス トを行っていないので, この数字を全部突然変異休と見な

してよいかどうかには疑問がある.

しかし同じ昆虫類に属する責とソヨウLy≡クバ工でこのように著しい差が見 られること

は,前者は受精後間もなく発現する卵期の形質について,後者は成虫に達した後にあらわ

れる形質について突然変異率を調べたことが大きく原因しているものと思われる. 前者で

は突然変異を起した生殖細胞によって受精された拝合体の大部分が 観察の眼にとらえられ

るのに対し,後者では腔の発育貯化, 幼虫,蛸,羽化などの長い経過をたどる間に多数の

突然変異個体が死亡してしまい, 比較的軽度の障害のものが生残るためであろう.

5･ 軍の食性t=関する突然変異の研究,VIII.食性異常事出現率の涌沫laちびに正常系と

の交雑実験 (田島弥太郎 ･町田 勇)

Ⅹ線で誘発された食性異常壷の系統について, その後異常蚕出現率を高める方向に淘汰

を練返し10代目に至ったが,出現率はFig.1のように著るしい向上を示し10代目で 50.5%に

適した.一方この系統の貯化歩合は F6において68.8%に達した後は殆ど変化を示さない.

食性異常性の遺伝機構を明らかにするためF9の異常蚕を 正常系にかけ合せた Flでは貯

化歩合は正常となり異常蚕出現率は28･9%で異常系 Fl｡の50.5%の半分よりほ僅かに高い

値を示した.次にこのFlの食性異常蚕を相互交配してF2を作ったところ致死遺伝子の作

周が再びあらわれて将化歩合は67.8% となり,また異常香の出現率は30.3%で親のFlの場
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合より幾分高かった.ここでF2の

異常垂を再び正常系統とかけ合せ

たが,異常責の出現率は Fe異常

垂×正常系統 で は9.6%お よび

9.3%,正常系統×F2異常責では

5.0,4.9および5.9%であった.

perecnfn三号.oITd-uP;;…erence'■ このような結果は食性異常が致

死遺伝子を伴う優性主遺伝子の作

F2 Fぅ F4 Fぅ P6 F7 て8 F9 210周に原因するものであり,この形

go･'lT▲rこtions 質の発現には何対かの相加的作用

をもつ変更遺伝子群が関与してい

Fig.1.Effectofselectionforhigherincidence るという繭報の考え方で充分説明

of‥Non-preference''individuals L得られる.なお主遺伝子の作用

発現を修飾する上に細胞ffFfも少なからざる関係を持っているように思われる･
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6. 突然変異遺伝子の固定確率 (本村資生)

集団中に出現した個々の突然変異遺伝子が窮極において集団中に問走する確率について

は既に FISHER,HALDANE および WRIGHT による研究があるが,いずれも一般的な解

を得ることには成功していない.讐者は偏微分方程式の方法を団いて, 任意の優劣関係を

有する場合について固定確率を計算することに成功したからこれについて報告する.Nを

集団の有効な大いさとし,突然変異遺伝子(A')はホモの状態でSだけ-テロの状態でshだ

け標準個体AAより白然淘汰に対して有利であるとすれば,A′が窮極において集団中に固

定する確率uほ次の式によって与えられる.

1/(2Ⅳ)

u-.re-2cDx"-x,-2dcxX/ JeL2cDx(:-∬)-2dC芸0 ()
ここに 6-Ns,D-2h-1とする･ 特にホモの状態でわずかだけ有利な(S〉0)しかも完全

劣性!,C.近い遺伝子 (0くh≪1)に対してほ

u-e-2"she/'1-2h'LJ警票/恒(- 軒砺 )‡

を得る.ここに
.1-

･(x)-(1/J丁重Je-32/d2x0
とする. 1例としてN-103,Sと10~1の場合をとると,若し突然変異遺伝子 が 完 全劣性

(h-0)であれば,u究o.8〉く1012,-テロの状態でわずかに表現効果がありh-0.01であれ
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は u330.9×10-2,h=0.1であれば u芳r1.3×10~2とな る. 詳細は Ann.Math. Stat.

(Vol.28)に発表してある.

7. 有限集団における油法の効果 (木村草生)

自然淘汰と遺伝子頻度の機会的変動との 閲の相互作民については昨年対立遺伝子間に完

全な優劣関係が存する場合についての結果を報告 したが,今回は対立遺伝子間に任意の優

劣関係が存する場合について新しい結果を得たから報'Fl:I;･する. 集団の繁殖個体数をNとし,

対立遺伝子AおよびA′の集団中における頻度をそれぞれxおよび1-xとする.3種の遺伝子型

AA,AA′およびA′A'の適 応 度をマルサス係数で測ってそれぞれS,shお よ び 0とすれば,

第t世代にAの頻度がxないしx+dxとなる確率密度 (p(I,i)は次の偏微分方程式を潰す.

普 -憲半砦 (p仁志 lb･X(llX)lh+( 1-/7h)x〕¢1
遺伝子頻度の分布曲線が一定の率で降下する定常状態においては, 降下率は最小固有値

入｡と一致する.固有歯数を Gegenbauer多項式の級数に展開することによって ?JN入Oを

Nsのべき級数として表わすと

2N^ ｡==1十Kl(Ns)+K2(Ns)2十K3(Ns)3+ .･･

を得る.ここに

K1- -iD･ K=-読 +言 争

K 3-百五 テD-品 D3,K4--両 二7--云 詣 TD21謡 蒜 D4
1

等であり, D-2h-1とする,DはAおよびA′の問の優劣関係を表わし, もし優'J,h関係が

なければr- 0,完全であれはAが優性かA′が優性かに従ってr- 1または11となる.

8. 部分他殖集団における接合体頻度について (木村資生)

南等植物の集団においては任意交配の形で行われる他家授精以外に一 定 の率 (入)で自家

授精の行われることがめずらしくない.従って与えられた他殖率人と遺伝子頻度に対して平

衡状態における接合体頻度を求めることは育種学的にも重要な問題であろう.

(1)1遺伝子座の場合 任意個の複対立遺伝子 Al,A2,A3-･･･Anがそれぞれxl,x2,-
/＼

xnの頻度で存在し,突然変異も淘汰もなければ,平衡におけるホモ個体AiAtの頻度(Pit)紘

p-1号=2人X?J2+px1
2人十〝

-テロ個体AiAJの頻度(2Pり)は

2瓦-芸 賢 (iキク)

で与えられる.但しIlニト人とする.平衡からのずれは毎代(Il十2人)/2の率で減少する.

(2)2遺伝子座の場合 節 1の座にはn個の複対立遺伝子Al,A2,-･-An,第 2の座には

m個の複対立遺伝子Bl,B2,---B肌があり,Atの頻度を別,Bkの頻度をykとする･両座の問

の組換率をrとすれば,平衡におけるA7AtBkBkなるホモ個体の頻度は
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AiAIBkBlおよび AIAjBkBk(k≠l,i≠j)なる singleheterozygoteの頻度はそれぞれ

2Ptikl-4人冒;ŷk.yi)((22̂̂T禁 ニ;pi (k+i)

2P̂tj--離 禁 豊 主 (i+i)

またdoubleheterozygoteAiAJBkBlの頻度は

4P̂t,kl- 禁 讐 莞 (i覇 ･峠 l)

となることが証明される.但 しp-2γ(1-㍗)とする. 従って両遺伝子座が興った染色休止に

あっても遺伝子組合せの頻度は互に独立ではなくなる. 例えは各々の座に2佃の対立遺伝

子が等 しい頻度で存在する場合には

o(i"(kk,≡輿 -1. 等 諾PliPkk

となり,この比は入-2ノ訂3;ご0.464で最大値1.07をとる.

9. 部分他稚集団における趨価性遺伝子の保有について (木村資生)

集団の他殖率を入,自殖率をFL(-1一入)とし対立遺伝子 AlおよびA2の頻度をxlおよびx2

(ニトxl)とする.-テロ個体AIA2を規準としたときホモ個体AIAlはslだけまたA2A2ほ82

だけ適応度が低いものとすると,自然淘汰のみの作用によってAlおよびA2が平衡多型的紅

葉田中に保有されるためには次の様な条件が満されねばならない.(a)もLsl,S2〉1/2であれ

はどのような白殖率FLに対 しても平衡多型が成立する. (a)S1-82-1!12であればIl〈1でな

ければならない. (C)sl,82の内の少くとも1つがl/2より小さければ,仮にsl≧S2として,

J▲く
2S2(I-S2)

sl+8212sIS2

が成立 しなければならない.

以上の条件が蒲される場合には平衡における3遺伝子型 AIAl,AIA2,A2A2の頻度 P.1,_′＼〈
2P12,P･22はAlおよびA2の平衡頻度xlおよび172を周いて次のように表わされる.

pll-(1-i)̂x12十fx̂1
2P12-(lj)2x̂lX̂,
/＼

声22-(1-i)̂x2e+テx̂2

ここにxlおよびg2ほ平衡におけるA⊥およびAe,D頻度で
/＼

x̂1-1%iJ(忘-去),義-1-xT;

によっ⊂与えられる.但 し is-S.S2/(S.卜Sご) とする.敢 淘汰の働かない場合における内交

係数

f-IL/(2人十p)

とほ異なり

7-忘 〈L2(トisト (ト:Zis) Il一 席 )

であ る.但し
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D-4(1-is)2十(1-2is)2p2-4(l上is)(1-'･is)p･_is-蕊
＼./

とする.例えは入-FL-0.5, sl- S2-0.5であれば条件(a)が沸され.f=(51ノ行)/如ご0.?J2

となるが,これは f-3/1六50.33とは異なっている.

10.童的形宜の分布と適応度との間の関係 (木村資生)

種々な壷的形質について集団平均に近い個体が適応度が最も高く,分布の両極端のものは

ど適応度が低いことは多くの例について報告されている事実である. これを鋭明するため,

与えられた量的形質に関与する遺伝子座においてほ, 各種の遺伝子組合せがそれぞれ量的

形質に対する寄与と適応度に対するそれとを独立に持つと仮定して計算を行った. 今,任

意個の複対立遺伝子 Al,A2,-･･.An,を持つ寝を考え,AiAjの頻度をPり,崖的形質に

対する効果を yij,適応度に対するそれを atJとする.量的形質の測定値をYとし,Yが平

均hy,標準偏若orの正規分布に従うとすれば,

6(Y)-a-･(誓 )王day+誓 整 p12(a,y)

を得る.ここにa-ほ適応度の集団平均,6(Y)は測定値Yの個体の平均適応度,また和は関

与する匪すべてに亘るものでJayおよびFLIO.(a,y)は例えばAl,A2,--を持つ座については

o･ay-Eaり(yり-5)pij,
り

vi2(a,y)-I(a),,- i)(y8,-5)2Pもj
り

によって与えられる.但しa-Epl,aL,とする.
り

若しIL12〈0であれ癌 (Y)には極大があり,極大に対応するYの値を Yu紳 mu7nとすれば

a(Y)一一a(Yoptm u nt)
L戸 響 ｢ =1J/21''22-0

を得る.ここに0-g2/o･2は量的形質に関するいわゆる heritabilityで,0ほ

=_呈FtiiZLauyj
tT･.11=

によって与えられる. 例えば各々の座において突然変異遺伝子は淘汰と突然変異とJの問の

釣合によって低頻度に保たれておれば

O-hl

但し突然変異遺伝子は-テロの状態で僅かに 表現効果があり適応度を正常個体よりhだけ

低下せしめるとする.hの上の横棒は遺伝子分散を加重とする総ての座に亘る平均を表わ

す.
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B.細 胞 遺 伝 部

第 1研 究 室

ll. 青田肉腫における種族細胞の突然変異とその性格 (青田俊秀)

東京伝染病研究所より入手した吉田肉腫細胞を, 当研究所で累代移植している時に核学

的変異細胞が生じ それらの細胞が移植の経過と共に増加し, 移植20代目頃から全細胞が

完全に変異細胞のみにおき変ってしまった. この贋癖の移植率および被移植ラッtの系統

の範囲 (Hostrange)は変異細胞数の増加と共に増大した.旧吉田肉腫細胞の染色体構成

は15個の棒状染色体,8個のJ形染色体,17個のⅤ字形染色体 (内2個は巨大なⅤ形),令

計40個の染色体からなっていたが,新たに生じた変異細胞は15佃の棒状染色体,7個のJ

形染色体 (内1個は巨大なJ字形),および18個のⅤ形染色体 (内2個巨大なⅤ形),合計40

個の染色体からなっていた.核型分析の結果,新亜系細胞にみられる巨大なJ字形染色体

は2個の大小の.7字形染色体の軽軽によって生じたものではないかと′推察された. 上記の

移植実験および観察の結果から, 戎種の染色体転座は腰癌細胞の増殖性をより増大せしめ

るのではなかろうかと考えられた.

12. 吉田肉腫における突然変異細胞の組織浸潤性 (青田俊秀)

吉日肉腫の移植継続中に新核型細胞が生じ, それが移植の経過と共に増加したことは油

報の通りである.腹水腫痴細胞中に新核型細胞が79.9%含まれている移植9代 目の ラッ

トにおいて,鷹揚宿を構成している腫癌細胞,肺臓,肺臓,肝臓に浸潤している腫癌細胞

の核学的性格を検討した調査の結果,腰湯衛の95%,肺臓に浸潤した腰湯細胞の33%,肺

臓におけるそれの 2.6%, 肝臓におけるそれの90%が新核型紬胞からなっていた.担腰湯

動物における各器官を個々のラッFの腹腔内に移植し,各器官へ浸潤していた腰痛紬胞を

腹水腺癌化せしめると移植 2代目頃から, いずれの場合においても新核型細胞が庄倒的に

増加した.上の実験結果より, 同じ系統の腰湯細胞といえども染色体構成がj号なると,組

織の親和性に著しい差異のあることが判明した.

13, 吉田肉腫の核学的2系統の免疫学的比較 (青田俊秀 ･浜田忠雄*)

核学杓に差異のある肉腫の2系統即ち2V系 (従来の吉田肉腫系統)および2VIJ系 (新

亜系) の間に免疫学的に差異が証明されるかどうかを確めるため次の実験を行った.成熟

家兎に吉田肉腰の2系統の腹水を別々に注射し, それぞれの系統に対する免疫血清を得,

この血清と吉田肉腫細胞との凝集反応を行わしめた. 結果は表Ⅰに示すごとく2V系およ

び2VIJ系の両免疫血清は2V系吉田肉腫細胞を両者共10,000倍稀釈程度まで凝集し, 両

者の問には凝集価に顕著な差異を認めることができなかった. そこでさらに凝集反応の成

績をたしかめるために倍数稀釈の方法でもって検討した (表Ⅱ).

この場合には3,200倍稀釈血清までほ両系統とも明かな凝集反応を示したが,6,400倍稀

釈血清においては2V系吉田肉腫免疫血清では+,2VIJ系免授血清では士, 12,800倍

*特別研究生.九大医学部
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表Ⅰ.2V系吉田肉腫細胞に対する凝集反応の結果 31

血清稀釈倍数巨o巨02LIO3日041105巨06日07日oSIIO9l対照
2V系免疫血清
2VIJ系免挺血清

表皿.2V系吉田肉庁窪摘円胞に対する凝集反応の結果(倍数稀釈による)
血清稀釈倍数l50IlOOl?JOOE400180011600L32001640011?J8001対照

2V系免疫血桁
2VIJ系免寝血清

においてほ前者は土,後者は-となり,両系統の問に僅かな差異を認めることができた.

14. ntYマウス肉腫における移植性と染色体数の変化 (吉田俊秀 ･浜田忠雄)

材料に使用したMYマウス肉腫は著者の1人吉田が1952年に移植性陣痛として樹立し,

現在まで100代余の移植を継続している紡錘形紬胞肉腫の1種である. この系統の移植性

については吉田 (1952),吉田 ･石原 (1954,1955)の研究がある.一般にとの膿癌はD系

およびS系に高率に移植されたが, 米国から輸入した系統には全然移植が不能であり, 交

配実験の結果,2個のH遺伝子数の存在が推定された. なおこの腰療細胞の大部分が40個

の染色体を合むということが吉田 (1952,1954)によって報告されている.

本年度に至り移植9代目から再び輸入系統マウスへの移槍実験を試みたところ,従来完

全に移植不能であった全ての系統に高率に移植が可能となった (表 工).

これに腫癌細胞の染色体数を調査した結果, 殆んど全ての細胞が四倍性(80)に変化して

いた.即ち染色休数の倍加が移植性を増大せしめたのではないかと推察された.

表L MYマウス肉腫の移植性の変化

孟ズ ミ針 D IDl.31sIs4fc5ildba醸 ｡tcS7L回 C58回 Al t3i D7師

二二 一

(10.)l(7:)Z(:)i(1:)‡(:)

(liz;L冒詰 ;F(8i,9㍍ f…;去;I:;去,6fI

括瓢内の数字は移植に用いたマウスの頭数

15. AIY肉鹿移植マウスにおける準白血病性友応 (浜田忠堆 ･青田俊秀)

MY肉腫は移植後4- 5日目の被移植マウスの肝牌でも低率ではあるが既に移植できる

といわれるので, 陣場細胞が血中に入るのではないかと疑い血液像を調べた結果,肉曙の
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17.染色体のほぐれとひろがりT=及ぼす陰イオンの影響 (吉田俊秀 ･田端敏秀*)

染色体のはぐれとひろがりに対する各種塩化物の影響については以輔に報告した (吉田

小川1955).即ち陰イオン(Cl~)を一定にし,陽 イオンを変えることにより染色体に及ぼ

す効果に著しい差異のあること,その効果は動物の種類や材料の種類によって差異のある

こと等が報告された.今回は吉田肉腫細胞を用い,陽イオンを一定にし,陰イオンを変え

ることによって染色体のはぐれやひろが りにどんな影響を及ぼすかという問題について検

討した.まずNaの各種類溶液 (Na2HPO4,Na2SO3,Na2CO3,NaH2CO3,NaF,Na2SO4,

NaHCO3,Na2S三03)について検討したが,これらの中では,NaFが染色体のはぐれとひ

ろがりに特にすほらしい効果を与えた.次にKの塩類溶液(KBr,K3Fe(CN).3,K2Cr207,

KMnO4)およびCa境類溶液 tCa(OH)2,Ca(CH3CO2)2‡について調べたところ,これら

のうちではKBrが染色体のはぐれとひろがりにすぼらしい効果を与えた.

上の研究結果を総合して考えてみると,C】,F,Br等のノ､ロダン化合物が染色体のほぐ

れとひろがりに対し好結果を及ぼすということが明かになった.

18. 8-8zagtLanineおよびその誘導体の吉田肉姓に及ぼす影挙 (苫田俊秀･蛭海啓行*り

8-azaguanine の吉田肉腫に及ぼす紬胞学的影響を調査したところ, 授与後 6時間後に

分裂中期の染色体が著しく円形に短縮したものが分裂師胞の約 70%の高頻度でEL',現し腫場

細胞の分裂増殖を阻止することが知られたので (次貢の図 1),これを基準に,その誘導体

7種を用い化学構造と細胞学的影響との関連を研究した.

投与法は200mg/kg貴に吉田肉腫腹水0.5ccを注射器車にて混合し,直ちにW系ラ ツIの

腹腔に注入,6時間,24時間,72時間および 120時間後に, アセ トオルセイン染色,押し

つぶし法による標本を作り調査した.その結果は次頁の図2,3に示した通りである. こ

の結果から 8-azaguanineおよびその誘導体は分裂中期細胞の紡錘糸に影響を及ぼし分裂

増殖を阻止するものと考えられる.

化学構造とその影響との関連は,その化学構造が tria2:Olopyrimidineよりなり,しか

もその pyrimidine核の-7位に (-OH)を有するもの (1),(2)が最も影響力が強い.ま

たこの(-OH)が(-0)になった(5)と,tria2:Ol核のみの(7)および imidazolopyrimi dine

で(-OH)を有するもの(3)ではその効果が(1),(2)に比し半減し,imi dazolopyrimidine

でしかも-6位が(-0)である (6)は対照区 (8)に比し全く影響力が見られない.

以上の事実から吉田肉腫分裂中期細胞の染色体を円形短縮させ分裂を阻LEするのには,

triazol核そのものと pyrimidine核の(-OH)が大きく関与するものと思われる.

19.人類悪性腫癌の核学的研究(田端敏秀央)

動物癌殊に吉田肉腫腹水化師胞に関する核学的研究 は牧野(1951,1952)吉田 (倭)(19

55)LEOAN(1956)等の幾多の研究がある.筆者は吉田 (倭)博士の指導のもとに人癌細胞

と特別究研生,県:It_和歌山医科大学 紬 特別研究生
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図 1.吉rT]肉腫腔揚紬胞の染色体
117:油煙療鮒抱の穿き色体

2 8-a2;aguanine投5･後 6時間口の円形短縮した染色体

図2.(左)中期分裂細胞の出塀頻度

図3.(右)中期分裂細胞で円形短縮染色休をもつ糾胞の出現頻度

J.1,5H3C｡NN& NNJ2H,0 Na20,srI._(.,llNNk敷 A.･3Hニ0 ㌔ ,NN& N",Hc･. 4 ｡,｡繭

5壷 :I,HN 6Ht;如H 7 "=NHI.(TLNT;HN e 00 NYR-
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について,所謂 やおしつぶし法やを応用し,その核学的観察をした.主なる手続は吉田肉腫

腹水化細胞と同様に行ったが,ただ筋処理涯として Gey′sblancedSaltSolutionを適度

に調製し,低調溶液とした所,好結果を得た.観察材料は手術別出直后の腰痛組織,例え

ば胃癌,上顎癌,顎下部転移腰痛,舌癌ならびに組織培養を行ったHeLa細胞などである.

全例について核分裂中期の像の核型分析を行った.染色体数は胃癌においてほ60-70およ

び100-110の2領域にピークを示し, とりわけ後者が多かった.転移腫癌は30-40,舌癌

は40-50,HeLa寮田胞は80-90の染色体構成を有する細胞が多かった.この事実からして

も人類悪性産癌細胞の染色体構成は30-40本のhypodiploidから100-110本の hypertetr-

aploidに至るまで相当大きな幅を有して,それぞれ何等かの核学的特異性を示しているよ

うに思われた. しかし未だ症例が少なく決定的な結論をくだすことは不可能であり,更に

症例を増して研究を続けつつある.

20.吉田肉腫における正常系および新亜系の混合移植の研究 (藤田住金摘*･軽部伯子**)

染色体構成中に 1佃の特に大きなJ字形染色体をもつ吉田肉腫の新亜系を樹立したこと

は既に昨年度年報に報告されている (吉田.7,1957)が, この新亜系と従来の正常系との

問に生存力その他の差があるか否か,両者を等量ずつ混合して市販雑系ラッTに累代移植

を行ってその結果をみた (表Ⅰ)

表工.正常系および薪亜系の混合移植における新核型細胞の出現頻度および宿主の生存

日数

移植 く正常系++新正系 f 正 常 系 [ 新 亜 型

+ 100よ()薪核型細胞%を引いたものが正常核型%

次に,宿主の個体差により新核型細胞の出環頻度に差を生ずるか否かを検討するために,

10世代日よりこれを Wister系,WisterKingA 系,および Shiihashi系ラットに分け

て累代移植を行って,各系統における10位代目の染色体構成を観察したところ表汀の如き

結果を得た.即ち純系ラッTに継続して累代移殖した場合,新核型細胞は著しく減少した.

* 研 修 生 ** 学芸別研究生
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表Tt.純系ラット継続移植後10世代目における薪核型細胞の出現頻度

移植ラットe)系統 1 新核型細胞数 l正常核型細胞数 l 新核型細胞%

21.Alopec払periodicaの組織学的研究 (藤田佐金硝)

国立遺伝学研究所において土川(5,1955)により発見されたマウスの突然変異種Alopecia

periodicaの病理組織の検索を行いっつある.

成熟した Alopeciaの脱毛状態においてみられる毛の変化は毛根部に見られ毛髄質の細

胞の消失である.即ち野生種では毛の中心をなす 毛髄質は立方細胞が一列に規則正しく配列

し個々の細胞の境界は極めて明瞭であるが,Alopeciaでは毛髄質細胞が消失して観察さ

れないのが特異的である.また毛皮質においても正常では色素精粗を含んだ南平な細胞が

見られるが,Alopeciaでは著明にヒアリン化をおこし赤く染る.毛小皮には変化が認めら

れない.そして毛は表皮をぬけて表面に発毛することはない.毛球ではノ､yクスV-層な

らびに-ソレ～層のヒアリン化が著しい. 毛乳頭その他の変化は認められない.また毛根

の数は野生種に比較して著しく少ない.

発毛現象はコ-チゾン,下垂体前葉ホルモンを授与するも何等の効果を見るに到らない.

現在,毛における発生的な変化,ならびに内分泌器官の検索を続行中である.

第 2研 究 室

22.イネ科植物の核分類学的研究,V.(錦岡亜緒)

染色体の特徴と,他の種々の形質の研究から,若干のイネ科植物の系統分類学的位置に

ついて研究した.主要なものは次の通りである.

1.コウヤザサ鹿(Brachyelytrum)本属は日本産の 1種 (コクヤザサ B.japonicum)

と北米産の 1種(B.erectum)からなるが,従来ウシノケグサ族 (Festuceae)またはそれに

近縁のスズメノチャヒキ族 (Bromeae)に含める意見と,ノ､ネガヤ族 (Stipeae)に近いと

する見解の二通りの意見があった.コクヤザサの体躯胞染色体を調査したところ,2n-22

で小型であり,明らかにノ､ネガヤ族との近縁を裏づけている.また 葉の表皮胞細の特徴に

おいても,この見解が支持される.しかし,小穂の特徴において, コクヤゲサ属はノ､ネガ

ヤ族と明らかに差異をもつので,この属は大井(1941)によって提案された如 く独立の族コ

クヤザサ族 (Brachyelytreae)としてハネガヤ族の近くに位置づけるのがよいと思われる･

2.Astrebla本属はオース トラリヤに分布し4種からなる.従来,ヒゲソバ族(Chlorideae)

に含める意見と,クVノケグサ族に入れる意見の2つがあった.AIPeCtinaceaと A lap-

paceaの染色体を観察したところ,ともに2n-40で,イネ科植物にb-10が多くみられる

ことからして,本属の基本数も10と推定される.また染色体はすべて小型であった. 基本
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数からしても,染色体の大きさからしても,ヒダVバ 族の染色体の状態と同様であり,反

対にウシノケグサ族の状態とは明らかに異なっている.更に, 葉の解剖学的特徴において

ち,Panicoidtype-Chloridoidsubtype(PRAT 1936)に属することが判明し,この点か

らも本属はと'/Vバ族に入れるべきものと考えられる.

3.タツ/ヒゲ属 (Diarrhena)本属は北米産の 1種類と東亜産の僅数種からなるが,し

ばしはクンノケグサ族に入れられてきた.しかし,クツノヒダ(D.3'aponica)とヒロノ､ノ

ヌマガヤ (D.fauriei)の染色体を観察したところ, と もに2n-38で小型～中型の染昏

体からなり,クVノケグサ族のb- 7で大型～中型のものと異なっている. 本属の分類学

的位置の決定は非常にむずかしい問題であるが, 染色体の特徴を附加して考察すると,ク

Vノケグサ族よりむ しろヌマガヤ族 (Molinieae),タキキビ族 (Phaenospermeae)などに

近いのではないかと思われる.

4.Ehrharta 本属は多くの学者 (GARDNER1952,STEBBINS1956.など)によってイ

ネ族(Oryzeae)に含められている･イネ族の葉の解剖学的特徴として,表皮の珪酸細胞の形

が横に長軸をもった亜鈴型であること,葉肉細胞が細胞膜突起をもっこと, 維管束のまわ

りに葉緑体を全然含まない outerbundlesheathがみられ ること, しばしは空隊が ou-

terbandlesheath の両側にみられること. などがあげられ る. ところ が,●Ehrharta

calycinaの葉の解剖学的特徴を調査したところ,これらの特徴が全然みられないことが判

明した.つまり,珪酸細胞の形は縦に長軸をもった亜鈴型であり,維 管 束 のまわりには

outerhandlesheathも空隙もみられず,葉肉師胞は細胞膜突起をもたない.この事実は

Ehrhartaをイネ族に含めることが正しくないことを示している.一方,Ehrhartaはクサ

ヨン族 (Phalarideae)にもしばしは入れられるが,これも正しい見解ではない.筆者の意

見として,本属は Microlaenaおよび Tetrarrhenaとともに,独立の族 Ehrharteaeと

して取扱あるべきものである.この族に遠く類縁づけられるものとして,ヌマガヤ族, チ

サクサ族 (Centotheceae)などが考えられるが,近い類縁関係をもつものはみられないよう

である.

23.アワゴケ且植物の細胞学的研究 (下山昭^*)

アワゴケ属植物は水中または湿地に生じる小草本で,広く世界中に分布する.

本属はアワゴケ科が含む只 1属で,約30種が知られている.日本にはアワゴケ CallitnL

eke3'aponicaとミズノ､コべC.vernaの2種を塵する.

アワゴケ科の分類系における位置はまだ不明確で,Haloragidaceaeや Labialaeに含

められたり, また Euphorbiaceaeや Cenlrospermaeに関係づけられている.

筆者は1956年から日本産アワゴケ属植物の細胞学的研究を行ってきているが, この植物

群が形態的,生態的変異の著しいことを実見し,本研究の主目的である基本染色体数の問

題,減数分裂における染色体の対合と行動様式 および系統分類学上の問題と併せて本植物

群の変異性についての研究を行った.

* 研 修 生
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本属植物の染色体に関する研究はJORGENSEN(1923),SoKOLOVSKAJA(1932),LOvE

andLOvE(1942),ScHOTSMAN(1954=)によって行われ,基本数 3と5が見出されている.

本報告は,日本産 2種の細胞学的研究の結果である.

1. アワゴケ Callitriche3'aponicaENGELEM 本種は日本固有種である.材料は三島

(静岡県),小田原(神奈川県),東京,下仁田(群馬県)の四地方から採集したものを用いた.

本種の根端細胞の染色体数は10個で,8個は中部着糸点. 2個は次端部着糸点をもつ.

核型はK (2n)- 10-2Am十6Bm+2Cstで示される.花粉母細胞の減数分裂における染色

体の行動は規則正しく, 5組の二価染色体を形成する.本種の稔性は高い.

2. ミズハコベ CallitrichevernaL,本種は広く北半球一帯に分布する.材料は三島

市近郊の谷田,川原ケ谷,沢地,青木および隣接の清木村の水田中から得た.

本怪の染色体数に就てほJORGENSEN(1923),SOKLOVSLAJA(1932),SCHOTSMAN(1954)

が,各々デンマーク産,ロVア産,オランダ産の植物で2n-20を算定している.筆者も根

端細胞で20個を認めた.染色体は総て次堀部着糸点をもち,谷田で採集した個体には2個

のSAT一染色体をもった核板が観察された.付随体は非常に小さく, その相同染色体の

短腕に着 く.核型はK (2n)-20-ヰst+14Bst+2CstとK(2n)-20-2tAISt+2A2St+14Bst十

2Cstで示される.花粉母細胞の減数分裂における染色体の対合は規則正 しく, 10組の二価~

染色体が観察された.しかしながら清水村で採集した個体には少 なからぬ染色体 の異常

(sticky)が認められた.本種にはWaterfbrm とLandfbrm という二つの生態型があり,

Landrorm の植物には apogamyの現象が見られることは興味のあることである.

24,トウダイグサ鳳の細胞学的研究,1Ⅰ. (下山昭^*)

トクタイグサ属の種問の類縁,系統関係は非常に複雑で, 今日まだ多くの未知の問題が

ある.この尾は最初A.L deJUssEU(1789)によって分類整理され,その後,分類,系統学,

形態学,解剖学等多方面から研究が行われたが, 今 日なお検討を要する問題が山積して

いる.

本研究は細胞学的形質と従来この属の基準として用いられてきた形態学的諸形質 (Cyath

ium,子房の構造等)とに基いて,本属の種間の類縁,系統関係について考究することを目

的とする.

前年度に引続いて本属植物の細胞学的調査を行い, 衷 工に示したヨーロッパ塵20種の染

色体数を決定した.また種間の交雑を行い,目下研究中である.

表 工. ヨーロッパ産 tクダイグサ属20桂の染色体数

種 名 n 2n l 産 地

Euphorbiadulcis
a.tlivonae

E.pubescens

*研 修 生

Hungary

Austria

Hungary



E.verrucosa

ELgregerSenii

E.polychroma

E.geniculala

a.plathyphyllos

a.extgua

E.virgata

E.helerophylla

a.Segetalis

E.lagascae

E.pilosa

E.amygdaloides
a.dendroides

E.Lath2/Tis

a.myrwinites

E.Helioscopia
E.esula

債

14

14

14

16

28

28

28

56

56

56

16

16

18

18

18

20

20

42

6

栄

:

仁

=

仁

=

3

-

-

完

=

一

究研

Germany

Sweden

Hungary

Germany

Hungary

Germany

France

England

Germany

Germany

Germany

England

Germany

Austria

Austria

Belgium

Belgium,Germany

Belgium

Germany
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25.菊属高倍数体の起債に関する研究 (東海歓三*)

本邦産野生菊中で,舌花をつけないものは表工のごとくである. これらについて,主に

核型分析,形質比較,分布調査,交配実験を行い,高倍数体 (特にイソギク) の起原を明

らかならしめようとしている.

核型分析 リュウノウギク, アワコガネギク,ノ､マギク,Vユンギク,ホソバノセイタ

カギク (以上2n-18)およびVマカンギク(2n-36)については,下斗米 ･竹本(1936)の研

究がある.下記植物のうち,イワインチンについて,永海(1957)は核型研究の一部を発表

した.他のものの核型についても目下研究中である.

形質比較 花序,頚花,筒状花,総萄片,花期,茎状, 葉型などの比較検討を試みてい

る.イワインテ ンと†ガクVイワインチンは,染色体数ばかりでなく.形質上にも多くの

相違点があることを知った.筆者は,後者を節者の変種とするよりも, むしろ新種とすべ

きであるとの見解に達した.一方キノクニVオギクとイソギクの類似性が著しく犬である

ことも,注目に価する事実と思われる.後者の種形成に対し,前者のゲノムの参加, とい

ったことも推測される.なお海岸性野生菊の茎葉の多型性が高山性のもののそれに比し,

とくに著しいことは興味がある.

分布調査 現在のところ,各植物の entireworlddistributiorl(STEBBINS,1950)杏,

つきとめることに主力を注いでいる･分布の中心と周辺,分布区域の隔離と交叉,popula-

* 特別研究生.横浜国立大学教授
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tionnumber(WRIGHT,1931)の大小などを野生菊の生育地について調査研究中である.

交配葉酸 これまで種間交配実験は筆者は海岸性のものを多く用いた. 高山性のものは,

花期が他のものより早く,高山以外で開花,結実しなかった. しかし永海 ･黒野(1957)紘,

従来とは異なる栄養条件にて培養したところ,平地で開花させることができた. これによ

って,今後の種間交雑に,高山性のものを導入することができるであろう.

表 Ⅰ.

C.生 理 遺 伝 部

第 1研 究 室

26.キイE)ショウジョウバエの DDT 抵抗性の集団遺伝学的研究 (大島長遭)

筆者は大阪大学理学部在織中から研究を継続していて, 一部の研究結果は防虫科学瀬に

発表した.またその概要は近く JournalofHeredity (U.S.A.) に発表する予定である.

キイロVヨクtyヨクバ工の日本の野生集団 (彦根一滋賀県,冠島一日本海) および実験室

で長年飼育して来た Canton-S のノ､工の DDT 抵抗性を, 帯IT,第Tu染色体にそれぞれ

劣性突然変異遺伝子をもった Markerstrainを用いて分析した.その結果,強い抵抗性を

示した彦根系統の両染色体には優性の抵抗性遺伝子のあることが明らかになったが,さら

にこれらの両染色体の抵抗性遺伝子を別々にもつ実験集団を作り DDTのない餌で約 2年

間連続飼育し集団の抵抗性の変化を調べた.このような実験条件 では,優性抵抗性遺伝子

の頻度は次第に減少する傾向を示した.一方同様な実験集団を DDT を含む餌で連続飼育

すると,優性遺伝子は集団中に保有されることもわか った.

27.キイE]ショウジョウバエの集団の I)DT および DieldriTLせ抗性の研究

(大島長遭)

筆者は本年10月から, 米国ニューヨーク州,コール ド･スプリング ･ノ､-バーの生物学

研究所に留学し,抵抗性に関する研究を続けている.同所の B.WALLACEは数年前に,ア

メリカ,スペイン,南米チリ-,イスラエル, アフリカなどの各地から野生集団を集めて

保存している.筆者はこれらの集団を周いてそれぞれの DDT および Diel血in に対する

抵抗性を調べた.抵抗性の試験には,ゼネバの WHO糊 で作られた DDT (4%,2,00'),

* 防虫科学,19:93-100(1945);Jap.Contri.totheStudyofInsecticide-ResistanceProblem (Publi-
shedfortheWorldHealthOrgani五ation)1.40145(1957).
*-BWorldHealthOrgani2;ationの略.
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Dieldrin(0.8%,0.4%)のテス ト ペーパーを招いて一定時間成虫を接触させ,その後

の致死率を調べて強弱を判定した.

その結果, DDT および Dieldrinに対する抵抗性遺伝子について野生集 団 は非常 に

heterogeneousであることが明らかになった.これは殺虫剤抵抗性が preadaptationの一

つの性質があることの証拠である.特に日本からの彦根系統のノ､工は他のいずれの系統よ

りも DDT,Diel血inに対して抵抗性が強いことおよびバーミェ-タ島,サンチャゴ (チ

リー),ケープタウン (アフリカ)のそれぞれの系統も DDT には抵抗性を示したが,サン

チャゴの系統は他の2系統に較ぺて Dieldrinに対しては抵抗性を示さなかった.

28.ショウジョウバェの限色素形成における遺伝子作用嶺横の研究

(平 俊文 ･名和三郎)

Vヨヴiyヨウバエの眼色色素は,大別して次の2種類に分けることが出来る. すなわ

ち,褐色系色素と赤色系色素である. このことはこれまでによく知られている事 実 で あ

る.褐色系色素の形成には トyプ トフ7ン代謝が密接な関係にあることが明らかにされて

いる.しかし,赤色系色素の形成については殆ど知られていなかった.筆者らは,赤色系

色素を有する眼色突然変異種が, 非常に多くのプチリLyン化合物を含有していることから,

赤色系色素の形成にはプチリLyソ代謝が極めて密接に関係していることを指摘 した.その

級,VヨクLyヨクバ工におけるプチリiyンの研究が進められ, 多くの誘導体が相次いで発

見された.最近スイスの VISCONTINIらほ,赤色眼色素を分離し, これの加水分解物が

プチリiyン誘導体であることを実証した.

筆者らは,多くの眼色突然変異種およびそれらを組合せて作 った二重劣性突然変異種を

用いて, 赤色系眼色素形成過程の分析とプチリLyン化合物生成過程の比較分析を行 った.

これらの結果は,1954年以来学会に報告して来た.それらの結果のうち主なものをまとめ

ると表 Ⅰ～Ⅶ二に示す如くである.

表工. 代表的な二重劣性突然変異種の表現型

遺伝子型 表現型 】 遺伝子型 表現型 l 遺伝子型

* sedの遺伝子記号は Hnr3 と変更された (LEWISE.B.,1957)
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未Ⅱ.赤色および黄色色素とイソキサン トプテリンの相対量

Or･2 v cn st clv;clcacn;caseacn;seasev;se

赤 色 色 零 150 186 150 151 26 25 19 20 19 2 1 士 土

黄 色 色 素 士 ± 士 士 57 52 27 24 44 46 8 5 83

イ ソキ サ ン トプ チ 1)ン書 51 57 48 49 43 41 40 39 1 3ヰ* 14柵 44 45

身 体部に含有されているもの. ** 休部に多丑の責色色素を含有している.

表Ⅱ. 赤色および黄色色素とプチジiyンの含有量の此較4B

系 統 10r-2 v cn cα en;cacl v;clsev;seseden;seary bw w

赤 色 色 素

費 色 色 素
イソキサン
トプテリン
AHP宙水

黄 色 色 素
イソキサン
トプテリン
AMP

+
≠

士

+

+

≠

土

+

士

耕

土

朴

±

仲

士

件

+

≠士
≠

+
≠

土
≠

+
+
±

十

十

十
士

+

柵

士

土

十

耕

土

士

+

耕

土

土

+

+

士

-

一

一

7

J

一
1t 一 一

冊

+
+

仙

+
+

士

酔

十

士

柵

+

士

柵

十

土

淋

+

土

軸

+

士
j

=

+

土

柵

+

±

仲

+

土

淋

+

土 一 一
***

一 (土)(土)

Hi: - -

*二次元ぺ-ノミ-クロマ tグラフによる.** 2･アミノ･4･ハイドロキVプテリジンの略.*** bw と W は蝿期

の後期から新成虫までの時期にのみ認められる.

これらの諸結果を総合すると, 図 1に示す眼色素発現に関する遺伝子作用の相互関係図

が得られる. この主な点を指摘するならは,

1) 赤色眼色素をもつ系統はプチリiyンの含有量が極めて多い. すなわち-,'プチリtyン代

謝と赤色限色素形成は極めて密接な関係にある.

2) 黄色限色素は赤色系眼色素であり, しかもその朝駆体である.

3) 黄色眼色素をもつ系統の sed,clまたは seは褐色色素と異なるエビ茶色素を同時にも

･･ r, ∴ ●∴ ∴ 二::,･'.i::≡:.･: ､̀.:'ll'::≡

されるから se特有の黄色色素 (赤色

系)のみの眼色になるはずであるが実

際はエビ茶色を里することから推定さ

れる.すなわちγの遺伝子により抑制

されないエビ茶色素がある.そしてこ

の色素形成と黄色色素形成との間に何

hq.R坤､l らかの関係があると考えられる.しか

しメタノール塩酸法によるこの色素抽

出は成功しなか った.このことから,

図て1.眼色発現に関する遺伝子作周の相互関係 V;seのエビ茶色眼色は黄色色素と蛋白
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などとの結合状態の存在様式と考えられないこともない.

4) bw 系統は赤色系色素形成を完全に抑制する機構を遺伝子の働きとしてもら,逆に V,

cn,stなど赤色色素のみを形成する系統は褐色色素形成を完全に抑制する遺伝子作用を

もっている.Ju)はいずれの色素形成をも完全抑制する遺伝子作用を有している.

5) 限色に関する限り, あらゆる限色突然変異種は,赤色系色素と褐色系色素の形成能の

抑制要因を種々な程度の組合せとしてもっていて,Wの無色から野生型の両色兼備の問

に段階的に配列されるようである.

29.ショウジョウバエの眼色突然変異鍾同に見られる Dopa酸化酵蓋

(平 俊文 ･名和三郎)

ソヨウiyヨクバ工のテロVナーゼ活性化については, BoDINE,HoROWITZ,大西など

の報告がある.また大西は体色突然変異榛の ebonyの酵素活性について 報告している.

筆者らは,黄色限色素をもつSeやsed瀕の蝿の磨砕液が水中に放置しても黒色化現象を殆

ど伴なあないことを見出し,これらの桂のDopa酸化酵素活性を調べた. その結果磨砕後

1時間水中放置のse磨砕液中には,野生型のそれに較べ約 1/4以下の酵素活性しか存在し

てないことがわか った.また磨砕後 4時間から8時間水中放置のものでもseにおけるこの

酵素活性は l/3以下の低いものであった. このことは,黄色限色素形成と何らかの関係が

あるようであり, この種の酵素の活性化を抑制する機構の存在によ.るものと考えられる.

30.放射線照射T=より誘発されるショウジョウバェのメラニン性腫傷の発現機構

(平 俊文 ･森田敏照)

VヨクLyヨクバ工の幼虫に放射線を照射すると, 3令末期の幼虫組織にメラニン性腫疫

が誘発される.このような現象は銀塩の漆食によっても可能のようである. しかし放射線

による方が高い頻度を示す. この腰湯の発現は ミュータントによって異なる頻度を示す

(表Ⅰ).同一系統でも照射線量を増すと頻度も高くなる傾向を示す.しかし碩量の増加は

幼虫の死亡率も高める結果となる.

ソヨウLyヨクバ工のメラニン性腫癌はトリブ ナフ丁ン代謝と関係があるという報告があ

る･ そこでJリブtフ 7 ンを添食せしめ,発現率を検べた･同時に放射線の防禦物質とし

てVスチアミンを試みた. これらの結果は表Ilに示した.

トリプ Tフ7ソ添食のみでは腫疫は発生しないが, さらに照射すると著しく発現頻度を

高める.Vスチアミンは添食紅より著しい発育障害を示す. しかしこれ以下の濃度では余

り効果がない.確かにVスチアミン添食は腫揚発現率を低下させる.これらはさらにその

生理的作周との関係を検討しなければならない. メラニン性陣場の発生には,明らかに ト

リプ トファン代謝が関係している. その機構はまだ明らかでないが,それぞれの実験区の

個体のチロVナ-ゼ活性, プ9ソ代謝物,および遊離アミノ酸などを分析した.照射によ

りチロVナーゼ活性は促進されない. またプリン代謝の最終産物である尿酸生成量は照射

により減少する. 遊離アミノ酸はペーパークロマトグラフィーによりニンヒドリン発色で

*遺伝子記号は 肋 γ3 と変更された.
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表 Ⅰ. X線照射によるメラニン性腺癌の発現率

系 可 - (kr) l稔 個 体 数 i 桶 化 数 F塵舶 生数 l聖 霊苧率

*遺伝子記号が Hnr3 に変更された.

表Ⅱ.トリブ ナフ7ン添食による sedの腫癌発現率 (3kr照射)

実 験 条 件 座 与- 可 蛸 化 数 座 卵 生数 [鹿琴芝㌍率

検べたところ, 著しい差異は認められなか った.しかし蛸前期の照射区の遊離アミノ酸中

のフェニールアラニンが非照射区のそれに比して多く検出された. このほかヂアゾ反応陽

性物質やフェノール物質の含有量には差異を見出し得なか った. この腰痛発現機構につい

ては更に他の代謝系との関係を比較検討されねばならない. また り プ トフ丁ソ代謝系の

詳細な検討も計画している.

31.ショウジョウバエのプリン代謝 (森田敏照)

Vヨクtyヲクバ工の赤色眼色系統にはその体内に多量のイソキサントプテリンを含んで

いること, およびこれのプチリン代謝と眼色素形成は密接な関係にあることについて名和

ら,HAT)ORNら,FoRRESTらが報告している.また HADORN らは,眼色突然変異種の

一つである rosy2がイソキサントプテリンを欠くことを報告した.GLASSMAN らほこの

種が2･アミノ･4･ノ､イドロキVプチytyン (AHP)をイソキサントプテリンに酸化す

る酵素を欠くことを報告している. 名和らは,Vぎク32クバエには,この酸化酵素が広

く分布しているが,これは脱水素酵素であることなど, この酵素の性質について報告して

いる.
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筆者は,ros2/2の複対立遺伝子である rosy(ry)と野生型を用いて,プチリンやプリン

およびキサンチン酸化酵素について比較検討した. その結果は表 Ⅰおよび図 1に示した如

く,プチ9ンについては野生型ではイソキサントプテリンが多く,ryでは AHPが多い.

またプリンについては,野生型には多量の尿酸を認めるが,ryにはその紺駆体であるヒポ

キサンチンを多量に見出す.

ソヨクLY冨クバ工にあるキサンチン酸化酵素は, 実は脱水素酵素であって,メチレン青

や補酵素-I(DPN)などの受容体を必要とすることを確めた. これらの酵素は,野生型

には多いが,ryおよび ryをもつ二重劣性突然変異穫 (V;ry,cn;ry,se;ry)では全く

欠いていることがわか った. この酵素は名和らの報告しているプチリン脱水素酵素と恐ら

く同一物であろうと考えられる.

これらの結果を図示するならば, 次のような代謝系の抑制機構をもつのが ryであとる

考えられる.

-イソキサントプテリン

-ry----

ヒポキサンチン｢---+キサンチン一一三 →尿酸

表 Ⅰ.VヨクL7ヨクバエのミュ-タントに見られるプチリンとプリン

Oregon-R J ry

図 1.ヒポキナyチソ,尿酸,イソキナソープタリン,AHP のべ-パ- ･クロマ

tグラム.

1. ヒポキナソチソ 2. AHP 3. 尿酸 4.イソキナ ソ トブチ リソ
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第 2研 究 室

32.コムギとその近無稽による核置換の研究 (木原 均)

今回は Triticumdicoccum (n-14)と T.Timopheevi(n=14)の2種を用 い て行

っている核置換および核複元の研究について報告する.今までに次の如き連続雑交を行い

第 4代までを調査した.

置換連続庚交雑 複元連続戻交雑

T.TimopheevixT.dicocL･um (Fユ) T,TimopheevixT･dicoccum (Fl)

FI X T.dicoccum-SBI FI X T.Timopheevi-RBl

SBI X T.dicoccum-SB2 RBl

7
SB3 ×T.dicocnum-SB4 RB3

×

×

T.Timopheevi-RBe

T･Timopheevi-RB4

SB4および RB4の稔性は共に 40% 以上を示して差がないことが明かとな った.また B3,

B4,世代植物の自家受粉によってえられた植物には正常な個体と共に葉が淡緑色の個 体と

葉に淡色の縞をもつ個体を分離する. 淡緑色のものは圃場では枯死するが,精をもつもの

は生育は劣るがよく弥徳開花して種子をうることができた.

33.カラコラム ･ヒンズークシ地域で採集された AeguOPSSquarrOSaL.の形態およ

び生理的変異について (木原 均)

採集した 176系統の Ae.squarrosaを地理的,生態的考慮の下に8地域に分けて調査し

た.

この種は多型的な種であり, ssp.squarrosaと ssp.slrangulataの2つに明らかに分

けることができた.そして ssp.squarrosaは typica,anatheraおよび meyeriの3変

種を含むが, そのすべてのものを採集し得たことが分類学的研究の結果明らかにな った.

ほとんど全域にわたり,typicaと anatheraおよびそれらの中間型のものがみられ,me-

yeriはカスピ海の西海岸にのみ見出された.また ssp.strangulataはカスピ海の東南岸,

ゴルガン地方にのみ局在して生育していた.

この種はしばしば小麦畑に見出されたが, そこで採集された系統の多くは直立した樺を

もち,種子が大粒であった.

草丈, 叢型,葉の帯自性および芽生の色などに多くの変異が見出され,また,鏡病抵抗

性,播性,開花期などの生理的形質の変異も見出されたが, これはすべてその系統の生育

環境に密接に結びついた変異を示すことが明らかとなった.例えばmeyeriとstrangulata

は鋳病抵抗性であるが,これらはカスピ海沿岸の非常に湿潤な所にのみ生育していた.

8地域の系統問の雑種および, 今までに蒐集きれ圃場で系統維持されて来た3系統 (Ae･

squarrosaNos.1-3)とこれらの地域のものとの雑種をつくりそのFlについて調査した.

Flはすべて7つの二価染色体を形成し,成熟分裂は正常であった.多くの場合稔性は正常

であったが,組合せによりやや低いものも見られた. N0.2との雑種はしばしば高い不稔

性を示したが,種内雑種の不稔性は系統間の遺伝子型の差に依存するものである.



研 究 業 績 47

以上種々の形質について調査した結果,Ae.squarrosaの多様性の中心はイランであ

ると考えられた.

各系統間の雑種後代の形態的ならびに生理的形質の分離については目下調査中であり,

また鋳病抵抗性の系統と栽培二粒系コムギを用いて合成パンコムギをつくりそれらの鋳病

抵抗性について調査を進めている.

34.日本産カモジグサ鼻の生態遺伝学的研究 (阪本率男)

Ⅰ)AgropyrontsLEkushiensevar.transiensOHWIカモジグサの 1生態型

三島附近の丘陵部の休閑田にはカモLyグサに非常によく似るが, こまかい点ではいろい

ろと異なっている系統が見出された.形態,生理ならびに生態学的調査の結果,カモiyグ

サの生態型であることを確かめた.

路傍や原野に生育する普通のカモLyグサと異なる点は次のようである. 1) しばしば丘

陵部の休閑田中に群生し, 個体問の変異は少く濃いアンtチアンと曹自性を有する系統で

ある. 2) 草丈,最上節間,止葉および穂がみじかく小穂数も少い.3) 菅は長く内,外

頴および萄頴は大きくとくに種子は大きい. 4) 出穂および開花開始期は4月下旬でカモ

tyグサに比し約25日も早く,日本産カモジグサ属の中で最も早い.

カモiyグサとは人為的には容易に雑種をつくることができ,Flの生育は良好である.

ⅠⅠ) A.Mayet)aranum HoNDAオオタチカモiyグサと A.lsukushiensevar.tran-

siensOHWIカモジグサの自然雑種

オオタチカモジグサ (2n-42)は他の Agropyronと異なり,湿潤な場所に見出される

樗であるが,1956年三島郊外を調査の結果,湿 った休閑田中に群生していることがわか っ

た.またカモiyグサ (2n-42)は路傍や原野に見出され,本州で最も普通の種である.

この両種が分布する場所を調査して12株の自然雑種を畦や路傍に 見出すことができた.

この雑種は A Mayebaranum var.intermedium HATUSIMAタリホノオオタチカモLy

と名づけられ,北九州に産することがわかっていたものである. 形態的にはカモJグサに

似ているが, 穂は完全に不稔なので下垂しない.福岡産のものと比較してほとんど差なく,

また人為的につくった雑種は自然のものと全く同一で, 完全な不稔性を示した.12株の自

然雑種のうち 10株は相互に差はみとめられなか ったが,2株は帯自性であり,そのうちの

1株はとくに賛性で穂がみじかい点などより考えて, 上述のカモLyグサの 1生態型との雑

種であると推定された.

自然雑種および人為雑種の染色体接合はほとんど21Ⅱを形成し,両種は同一のゲノムを

もつものと考えられる.雑種は完全不稔性であるが,その原因として STEBBINSらのいう

潜在的構造分化 (crypticstructllral differentiation)の存在が考えられる.これについて

は目下研究中である.
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35.破片染色体による過剰波軍について (辻田光雄)

EHEKp,/EHEKp遺伝子型の雌蛸にX線 8,000rを照射して出現した例外型の1つ官よ

る.斑紋は正常であるが, 第 4と第 5体節に小形の過剰腹肢を生ずるのが特徴であるが,

第4体節のものは現われないことがある.この表現型はE遺伝子群中のEに似 てい るの

で,仮にこれをE'と呼ぶことにした.十×E′あるいはE′×E′では,いずれもE′の出

現数が期待値よりも著しく少い.しかも貯化は悪くないので, E′×E′の交配によりホモ

がえられそうに思われるが, 表現型よりホモと-テロとを区別することは困難であるため

か,末だホモの個体を見出していない.

E′とE遺伝子群所属のECaとを交難してその間の連関の有無を調べた.E'/ECax+

と 十×E'/ECaのうち,いずれの交雑においても +,ECa,E′,E′ECaの4型が分酷す

る.従ってE′ほ第Ⅶ染色体に所属しないことが明かである.

第-精母綱胞分裂の際の染色体を見ると, 極めて小形の破片染色体が見られる.(図 1)

E'の表現型はこの破片染色体に支配されているようである.従 っ

てE'過剰腹肢蚕はⅩ線照射によりvI染色体の左端のEHEKp座位

を有する小破片ができて,この小破片が第Ⅵ染色体から離れて独立

の行動をとるようになったものと考えられる.但しEHEKpを含む

破片染色体であるならは,第 4体節に過剰 ｢い形｣斑紋が出現する

等であるのに,これが現われないのはEH座位が不完全なのか,あ

母師胞第二歳轟募 るいほあってもその特徴が表現されないのかについては明らかでは
裂に現われる破片 ない.

車 で
図1. g′系統の精

染色体
(矢印のもの)×2000 上述の如く,過剰腹肢のあるものを残してゆけば,小染色体をも

つ系統が保存できるので, この小染色体に紡錘糸が附着しているこ

とが考えられる.遺伝学雑誌に報告の予定

36･U遺伝子群所Aの N12について (辻田光雄)

Nllと同様の処理でえた 1突然変異体である.その特徴は,Nlあるいは Nllとちがっ

て ｢い形｣斑紋および星紋を欠くが,星紋のみは修飾遺伝子の影響によりかなり明瞭 に

出現するとと,尾角が退化すること,および Nllに比べ Odkとの連関距離は大きく,oak-U

問のそれに近い値を示すことなどである. なおホモの個体は卵中で致死する.最初に見出

されたものは,第 5体節に過剰腹肢をもち,ENcによく似た表現型を示したが,その後の

実験結果により,過剰腹肢の出現は Eregionにより,無半月紋および無尾角の特徴は U

座位と完全連関する Nl2 に支配されていることが判った.しかしこの Nl2原系には染色

体異常が関係しているため正常な分離をしない. このことについては,これまでも簡単に

報告したが,本年さらに実験を続けた結果,多少修正を要する点が判ったので,それを述
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ベ,次に染色体異常を除いた Nl2 について連関分析を行った.

i) Nh原系の遺伝的構成について

Nl2原系はこれを正常と交雑しても,あるいはこれ同志の交配によっても正常とNl2 と

が分離するが,後者の出現数はその期待値よりも多い.この原因の1つはホモの個体が生

存しうるからである.しかしこれらホモの個体には対を なす第 ⅩⅠⅤ染 色体の外さらに

+NL2をもつ小さな破片染色体が含まれているために生存しうるものと考えられる.

Nl2原系と oa/oaの交雑第 1代には正常蚕と Nl2 とが分離するが,このうち Nl2には

油壷性のものと非油蛮性のものとが現われた.そこで Nl2 のうちの非油蛮性の個体とoa/

oaの個体を交雑した多数の蛾区について調べたところ,次のような分離を示した.

表工.oa/Nl2 (非油蛮性)×oa/oaによる分離

染色体異常に基づくunbalanceがあるらしく,各蛾区は貯化不良であ り, かつ帰化し

たものは,上表に示す如く4型が分離する.簡年述べたことで修正を要するのは,正常垂

にも透明性幼虫だけでなく不透明性幼虫が現われ,後者は期待値より数が少 く,かつその

大部分が発育遅れ矯小蚕となることである.

分離した4型のうち非透明性の Nl2と oa/oaとを交雑する限り,常に上表の如く4型

の分離をなす.そこでこの Nl2原糸に+ Oa遺伝子をもつ染色体が過剰に含まれた ナリゾ

-ミック蚕であるとすれば異常分離の説明ができる. しかし第一精母細胞分裂中期に現わ

れる染色体の観察からほ末だその証明ができない. 恐らく過剰染色体は小形で見難いので

はないかと考えられる.odkと Di (記号は優性であるがその遺伝はむしろ劣性と見て差

支えない行動をする)などを標識として N l三原系のもつ過剰染色体の長さを知るための予

備的実験を行った結果からもこれが短いものではないかと思われる.

ii) Nf2についての連関分析

Nl2/Oa(透明性)と oa/oaとを交雑した次代は,正常と N l2とが分離し,いずれもすべ

て透明性である.従ってこの系統では染色体構成における異常が除かれたものと見倣され

る.この Nl2を用いて実験した結果によると,Nl2 ほUあるいは Diなどと完全達関す

る.odkとの問の交叉価は7.4-7.8であって,U-odk間の 8.0に近い値を示した.この

Nl2については近く遺伝学雑誌に投稿の予定./ー･＼
37.カイコの ENcNl系統とクワコとの交雑 (辻田光杜)

カイコの第vI連関群に所属するENcと第 ⅩⅠⅤ連関群に所属する Nlとが連関遺伝する
一へ ＼ 一一 ヽ

系統 (･ENcNl)がある.この ENcNl系のカイコとクワコとを交雑して, trivalantchr0-

mosomeを構成するカイコ側の2個の染色体が第 Ⅵと第ⅩIV の染色体であるか,または
∫(＼

これ以外の2個の染色体であるかを知るために実験を行った. 1957年寄飼育の ENcNl9
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は6月中にクワコと交雑し,さらに夏期飼育のENcNl平は8月クワコと交雑し,それぞれ

即浸により貯化させて飼育し,さらに一部は冷浸種として晩秋期に掃立てた. 交雑種には

常に3眠と4眠とが分離するので4齢幼虫または5齢幼虫のhodenをとり出し,圧し潰し

アセ ト･オルセイン染色法によって第一成熟分裂期の染色体を観察した. その結果は次表

の如くである. 一~~､＼
表Ⅱ.カイコ (ENcNl系統)とクワコの雑種の第-成熟分裂における染色体数

観察した 201の分裂のうち, 例外型として 28の染色体が数え られた ものが 1個あっ

た.27の染色体を数えたものは191で大多数を占める.これらのうち1個は大型で triva-

lentchromosomesであることが識別される,しかし26個の染色体の場合も9例あること

は見逃せない.この結果によると,27個の場合が著しく多く,従ってtrivalentchromos0-

mesを形成するカイコ側の染色体は第vI染色体と第XIV染色体ではないかということが一
一一~■ヽ､＼

応疑われる.しかし,元来ENeNl系統では遺伝学的には2つの染色体が端部融合しているこ

とが証明されるに拘わらず,雄側の生殖細胞の第一成熟分裂で見ると,必ずしもすべての像

で両染色体の融合が示されず,正常な28の染色体が現われるものがかなり多い(市川 '52).

クワコと交雑して もこうい うもので は普通の 27個の染色体が見られる筈である.吹
Eiii::■

に表中の26個の染色体の場合,このうちの 1個は巨大染色体であり,その形態は,ENcNl

系統に見られる巨大染色体によく似ている.若しこれが tetravalentchromosomesだとす

れば,他に trivalentcllrOmOSOmeSがある筈であるが,観察の範囲ではこの点をはっきり

させることができなかった.しかし正常のカイコとクワコと交雑した場合にも,川口('28)

の観察した第-成熟分裂の69像のうち 1個は巨大なものが図示されている.表Irに掲げた

26の染色体の場合は数が比較的少 〉̀むしろ正常轟とクワコの交雑で例外的に現われる26

個型と見られないこともない.

以上のような観察結果で,未だ結論はえられない.引続き実験するつもりでいる.

38.7テリン脱水薫き挙支系と遺伝子発現機構 (名和三郎 ･坂口文書 ･平 俊文)

家蚕ならびにVヨクiyヨクバ工に見られるisoxanthopterinは 2-amino-4-hydroxypte･

ridine(AHP)の酵素的酸化によって生成される.プ9ン代謝の最終産物である尿酸 はキ

サンチン (ヒポキサンチン)の酸化生成物であるが, この反応も同一酵素によって接触さ

れると考えられる.この場合2つの基質問に括抗的関係が見られ,プリン, プチリン代謝

間の密接な関係が示唆される.この酸化は生体内では脱水素酵素により coellZym eI(DP

N)を介して進行していることが判った.森田らによれば, Vきクiyヨクバエの眼色 ミュ

ータントryは基本的にこの酵素を欠く故 AHP と hypoxanthineの蓄積をきたす.また
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ryをもつ二重劣性 ミュータンt (V;r2F,Cn;ry,Se;ry)はいずれもryと同様の性質を示

す.この酵素は脱水素酵素であって透析した場合は水素受容体を漆加しないと全 く反応 を

進行させないが,DPN 或はメチレン育 (以下 MB)の如き受容体の存在において活性を

示す.Vヨクiyヨクバ工の生体磨砕液の場合,生体内に受容体が含まれている故,外部か

らの供給がなくても反応する.この酵素の至適 pH は 8.5～9.0であるが,受容体として

MB を周いたとき DPN を掃いたときとで pH 条件の差により活性に差異を生ずる.す

なわち低い pH 域では,DPN の場合が MI‡のときより高い活性を示すが,高いpH域

ではこの関係は逆になる.いろいろな処理による酵素標 本 について DPN と MBのとき

の活性を表工に示す.

表工.受容体および酵素処理による活性関係

酵 素 液

(ショウジョウバエ)

磨 粋 液

5,000g 上 澄

50,000g ク

100,000g ク

50oC10分処理

60oC ク

DPN LZ)ときe)活性 /MBのときの活性

pH 7.5 pH 9.0

0

6

8

5

4

0

2

9

9

8

6

6

1

0

0

0

0

0

1

9

5

4

0

4

9

6

6

とU
7

7

0

0

0

0

0

0

すなわち大きな粒子を取去ったときには,DPN を受容体 としたときの性活が低下する.

熱処理によっても同様である.DPNH oxidase,またこのサイクルにつながる他の酵素 系

との関連が示唆される.たとえは,表王において 60oC10分処 理 した上淫に つ い て,

MBを受容体としたときの活性は無処理のものの場合と大して変らない, すなわち酵素白

身は変化していないと考えてよい.しかるにDPN を受容体とした場合に60oC処理するこ

とにより活性は約半分となって現われる. これは熱処理により他の酵素系の不活性化がお

こったと考えると,生体内でDPNを介して進行するところのプチ9ン酸化反応は他の酵莱

系により大きな影響を受けると解釈される.Vヨクiyヨクバエおよび家責のミュータンI

問についても同様な関係が見られる. すなわち酵素自身は同程度存在しても反応の条件と

しての受容体の cycleに関連して, 酵素系の活性度は大きく変化する.このように DPN

の如き共通の co-en2;ym eをめぐって種々の酵素系の抵抗的作周機序は遺伝子の多面発 現

の原因の一つとなると考えられる.

家蚕のプチリン代謝に関連のあると考えられるところのミュータントについて,酵素と

受容体との関係を表に示す.

たとえはalの卵の場合,受容体の添加なしでは殆んど反応しない.これは受容体の欠乏か

またはその cycleに欠陥があると考えられる.lyはtyrosinaseの活性の低い系統であるが,

卵期においてはプチリン脱水素酵素もいちじるしく少い･しかし全変態期において酵素活性
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表 Ⅱ.

17--- qミ- _｣ '+li d/ ㍗

キ ーはMBを漆加しない場合.十 はMBの存在する場合.

**数字は蝉素活性の相対比を示す.那.幼虫皮膚および蛎の間の相互的な数量関係はない.

と受容体の関係は一定しない.またIem 幼虫皮膚のように酵素活性が高く同時に受容体能

率の良いものもある.odの幼虫皮膚は尿酸が少く,これは透過性の問題も絡んでいるとさ

れているのであるが, この酵素は正常と同程度存在しても受容体の関係で活性低く尿酸生

成量の低下を来すと考えられる.その他 pSとか Uの如く外皮の黒色メラニン形成 との

関係もうかがうことができる.

39.カイコの葉色致死の発現機構に関する研究 (辻田光姓)

黄色致死蚕に関する遺伝生化学的研究は,この数年間続けているが,本年はIemlホモの

個体はどのような処理によって,致死時期に死なずに発育させうるかについて実験した.

第 1に,len/lem乙母休では,プチリン代謝異常のため,メラニン形成過程の基質にも異常

があるのではないかとの考えで,+/leml嫡体の血液または M/30Dopa溶液 0.1cc注射

された +/leml嫡体血液を Iem/leml雌嫡体に注射して,これが次代の Iemlホモの個休

に及ぼす影響を見ようと試みた. しかし処理垂の殆んどすべてが発死して次代責の検定が

できなかった.

第2に,Dopa溶液を注射された雌蛸は,若干羽化したので,len/lem乙と交配したが,

次代の第 1眠起に到着した Iem己ホモ垂は見出しえなかった.

第 3に,プチリン代謝,メラニン代謝および外皮分化が,共通の作用物質例 えば DPN

の如き物質の欠陥により, いずれの代謝も相共に異常を呈するのではないかとの考えでメ

チvy青の 0.1% 殺菌蒸溜水溶液を Iem/leml雌嫡体内に 0.2ccずつ注射しで これ に

Ie7n/lem己雄を交配した.産下された卵の大半では,貴液膜細胞内に黒褐色の色素が形成さ

れず緑色乃至淡緑色を呈する. 緑色を里す る卵はすべて死卵となり,淡緑色を里する卵

は催育期まで達するが貯化には到らない. 催育期に逢した肱子は殆んどすべて黒色を里す

る. 貯化したものを飼育したが,第 1眠起に黄色致死垂となるものも見られなかった.な

おメチVン青の代りに DPN を用いた場合にもその効果が認められなかった.

以上の如く一,実験の範囲では,p卵内にて黄色致死となるべきホモの個体を僻化せしめる
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ことには未だ成功していない.しかし酵素とco-enzymeと遺伝子の間の微妙な関係が この

問題の鍵を握っているのではないかと考えている.

40.家事におけるチE)シナーゼの遺伝生化学的研究,特r=遺伝子の#莞支配の機序に関

連して (坂口文書)

著者は最近家蚕における血液中のチロンナ-ゼ活性の非常に弱い個体を自然突然変異体

として見出し,これを系統化し (以下これをty系統と仮称する),この遺伝行動および酵素

の特性などについて調べ,遺伝子が酵素を支配する機構の 1例について若干の手掛りを得た.

ly系統は幼虫期および嫡期を通じ,正常系統に比して血液中のチロVデーゼ活性が極め

て低い.しかし脱皮直後あるいは化嫡直後は活性が高まる. なおこの酵素活性の弱い原因

を透析による低分子物質の除去あるいは他の系統との間における酵素の混合実験などを行

なって調べた結果,それはty系統の酵素側にあり,いわゆる Inhibitorの作用に よるの

ではないことなどを明らかにした.

ty系統の遺伝について調べた結果,正常系統とのFl個体の血液中におけるチロシナー

ゼ活性は両親の活性の和の中間値を示した.次に F2 および戻し交雑による分離個体を調

べた結果,単純劣性と考えられる分離比を示した.

さらに ty系統のチロVデーゼの性質について次の点を調べた.

1) ty系統におけるテロVナ-ゼ酵素の活性化の実験.正常 (日 i24)と Iy との5齢

中期幼虫から採血した血液におのおの 30% 飽和硫安を添加し, その沈澱部分を水に再審

解し,それを透析したものを酵素液とした.この酵素液を 400C乃至 80oC までの各段階

の温度で5分間ずつ前処理を行った各区につき,Dopaを基質とし,光電比色計 (471mp)に

より,反応開始 5分後の吸光係数を求めた.この結果は図 1に示す如くである.

すなわち,正常と ty両系統の酵素

の活性化は55oC,5分間の前処理で最 E

も有効で,さらにこの条件下では ty ムO.

系統の活性は正常系統のそれとほぼ同

程度まで高められる.

このような酵素の活性化に有効なも

のは高温処理のほかOoC l′-3時間,

acetone,chlorofわrm,ethyl etber,

七thylalcoholなどであり,尿素ある

いはsodium dodecyhulfhteなどでは

著しい効果がみられなかった.いずれ

にしても以上の,%異はBoDINEI析の

バッタあるいは大西, HoROWITZ ら

のVヨクtyヨクバエにおけるプロチロ

Vデーゼの概念に属するものであり,

iy系統の血液中には正常系統に比して

IIco11t 40 45 50 55 60 65 707く

- 正常系統･･.--･ly系統

図1. 正常およびty系統の活性化と

各種温度処理との関係
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多量にプロチロVJ･-ゼを蓄積するものと考えられる.

2) チロVナ-ゼおよびプロチロVナ-ゼの硫安に対する溶解性.正常とty系統の5齢

幼虫の血液を採血し,それと同量の pH6.3の燐酸緩衝液を加え,この全液量に対し,疏

安を5-60%までの各段階の飽和度になるように添加し, その際生ずる沈澱部分を始めの

血液量と同量の蒸滑水に再溶解する.これを酵素液とし,それぞれ2分し,一方はそのま

まで,他方は55oC5分間前処理を行い,前述の方法に従って酵素活性を測定した.(図2)

この結果から正常と£γ両系統におけ

るチロVナ-ゼおよびプロチロVナ-

ゼほともに 20% 飽和硫安の分割区分

にその大部分が集り,これらの両酵素

蛋白は硫安に対する溶解性が非常に類

似していることを示す.

以上の結果を総合すると,家蚕の生

体内にチロVナ-ゼが生成される場合,

プロチロVナ-ゼ ･･+チロVナ-ゼの

段階を経るものと考えられ,ty遺伝子

はこの過程に関与し,チロVナーゼの

形成を抑圧し,プロチロVナ-ゼを生

ノ一㌧､体内に蓄積するものと思われる･また

VJ酵素の硫安に対する溶解性あるいは免

- tyrosinase･･･.････'protyrosiTase O正常系統●ty系統 疫学的検定 (正常におけるチロVナ-

図2･ 正常とIy系統の tyroslnaSeおよび protyT- ゼとtyのプロテロVナ-ゼによって生
osinase硫安に対する溶解度

産される抗体との交叉反応の結果から

両酵素蛋白が類似している) の結果から両酵素の蛋白部分は類似で,活性基の部分に遺伝

子の特異性が附与されていると考えられる.

41.超薄切片法によるカイコのマルビギー管腺細胞のミトコンドリアの研究 (辻田光雄)

家蚕幼虫のマルビギー管におけるミトコンドリアの形態, 行動および分泌物との関係な

どについてはかつて筆者 ('37,'47)がやや詳しい報告をした.

最近このマルビギー管腺細胞を超薄切片で観察している.腺細胞内縁は刷毛緑で被われ

るが,各齢の初め刷毛緑のところに梶棒状あるいは蝦料状のミトコンドリアが入り込んで

いて, その内部に構造が見られる.一見 ミトコンド9アが内縁に列んでいる状態を里する

が,実際は細胞質の突起が刷毛緑であって, この突起の中にミトコンドリアが入り込んで

いると見た方が正しいようである. 食桑と共に刷毛緑に棒状結晶物が分泌されるが,この

結晶物は刷毛縁の細胞質突起そのものから変化するように見える.

蚕児中腸皮膜における盃状細胞の gobletの周辺の繊維層構造についても同じことがい

える.すなわち光学顕微鏡では,繊維状のミトコンドリアがgobletの周辺に列んできてい

るように見えるが,超薄切片での観察によると,これも細胞質の細い突起が列び, その中
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に繊維状のミトコンドリアが入り込んでいるものの如くである.

最近 BEAMS.TAHMISIAN と DEVINE ら (1955)紘,バ ッタのマルビギー管陳細胞の

超薄切片により,刷毛緑とミトコンドリアとの関係も観察している.ニューヨークのロッ

クフェラー研究所の PALADEに会った際,この問題について話したが,彼が昆虫におけ

るこのようなミトコンドリアの行動と生理作用に興味をもっていることを知 った.

42.X線とγ綾のカイコの致死率と突然変異率に及ぼす影牢の比較

(坂口文書 ･辻田光雄)

E遺伝子群中の EH と EKpとの組換型 EH と EKpのホモの個体すなわち
EHEKp

EHEKp

の雌雄の蛸にX線およびγ線をおのおの 10kr照射し,これらの照射した蛸の羽化後のもの

に無照射の正常個体を交配して,崖下卵の致死率を調べた結果,Ⅹ線では雌で96%,雄で44

%, γ線では雌で 68%,雄で23% を示し,前者は後者より効果が大きい傾向を示した.

次碩 然変異率についてはX線照射の場合E芸叢 書の雌で 2･22%,雄で 2102%, γ線

では雌で 1.52%,雄で 1.66%を示し,Ⅹ線はγ線よりも僅かながら高い突然変異率を示

している.なおEcomplexloci(第Ⅶ染色体)とp座位 (第Ⅱ染色体)との突然変異率を γ

線照射区で比較すると, 前者では,1.88%,後者では 0.25% を示し,E遺伝子群座位が

p座位よりも突然変異率が著しく大であることが判った.

43.放射線の核酸代謝におよぽす作用 (名和三郎 ･山本五郎*)

放射線照射によるマウスの各臓器の核酸量の変化を見るに,胸腺と肺臓において特にい

DNA RNA

ー) J とi o

照射後日数

i) 4 8

照射後日数

図1. 核酸代謝におよはす放射線の作用

I-control,-･･･histamine(8mg),一･一･一8-azaguanine(4mg)一一一NaCN(0.1mg)

*特別研究生
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ちじるしい減少が見られる. 他の器官は前2着ほど変化ははげしくなく中には増大するこ

ともある､マウス dbaまたは C-57の生後 8-10月のものに 500rのX線または 60Co

のγ線照射の場合,胸腺,牌臓の核酸量は照射後2-4日にかけて対照の 10-20% にま

で減少するがその後恢復する.以後胸腺と肺臓についてこの関係をしらべた. 照射により

器官重量は相当減少するがそれ以上に核酸畳の減少はいちじるしい. 照射前に防祭物質と

して図に示すごとき物質を注射した場合についてみるに, 核酸の減少量は2-4日にわた

って対照と変らないけれどその後の恢復は対照に比し早い. 図は胸腺の DNA,RNA に-

おける例を示した.肺臓についても大体似た結果が得られる. 種々の防禦物質は照射後虹

授与しても効果が認められない. このことは,たとえば NaCN のごとき呼吸酵素系の阻

害剤が以後の恢復において防禦効果を示すということと考え合わせると, 上記防無物質の.

効果は放射線照射中に代謝系の活動を抑制していて,そのために照射による被害を大きく

しないように働くものと考えられる. 照射後には障害はいろいろな代謝系を通して各方面

に波及する故,単一な手段によっては障害限止が困難となるのであろう.

第 2 研 究 室

44.家鶏の粟生初期における筋肉空白覚分化 (小川恕人 ･河原孝忠 ･三浦=郎#)

貯卵 8日目以降でなければ,組織学的に横紋筋がみとめられぬ家鶏の艦において,貯卵

表 Ⅰ.アクチンの検出

*特別研究生 (東京農業大学,助手)
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表Ⅱ.骨格筋 ミオVソの検出

57

* 予め内臓は除去.

6日目既に休躯の運動がみられる. このような筋肉組織と認識する程まで形態的にいまだ

特徴づけられていない発生初期の細胞集団における収縮現象でも成休におけると同様の生

化学的機序によるか否かを確めるため, HERRMANN (1952)は粘桐度と溶解性から,骨

格筋アクtミオVンを証明しようと試みたが,将卵14日日以前の旺からは遂に検出できな

かった.

讐者らは,成熟白色Vグホ-ン種の骨格筋からアクチンおよびミオVンを純粋に分離し,

家兎に静注して抗血清を得, 貯卵日数を追って調製した旺抽出液との沈降反応を行うこと

により, アクチンおよび骨格筋 ミオVンの家鶏発生初期における発現時期を調べた.なお

予備試験で, アクチン抗血清は心筋から分離したアクチンとも反応することを確めてある.

成績は,表工,Ⅱ の如く,アクチンは将卵48時間目以降(小川 ･河原 :科学27:253･

1957)骨格筋 ミオVンは72時間目以降に発現する.従って,形態学的分化以前の収縮現象

も成体におけると同一扱樺によることが判った.

心筋ミオVンが極めて早期の旺盤 (St.-4)において発現するにもかか わ らず (EBERT

1953)心臓が律動収縮を開始し, 血液循環を開始するのは遥かに遅れて将卵48時間日以降,
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すなわちアクチン発現とはば期を同じくすることは,アクチン発現によって始めて心筋収

席の代謝が軌道に乗るものと推定される点で注目すべきである.

心筋ではミオVソがアクチ ンより先きに発現するが,こ骨格筋においてほ逆にアクチンに

遅れてミオVンが分化する.心筋と骨格筋との組織学的,生理学的相違とそれらの特質は

かかる分化様式を念頭において今後検討さるべきと思う.

45.動物細胞の分裂促進物質 (小川恕人 ･藤岡健二郎 ･阿部幸穎)

動物細胞の分裂を促進させる化学物質 (合成品)2種が筆者らによって見出された.

Kinetin(6-Furfhrylaminopurine)と Na-glucuronateがそれである.

Kinetinは MILLER ら (1955,1956)により植物細胞の分裂促進物質として錬白子 の

DNA から分離された.吉田肉腫を Wister系ラットに移植直後 Kinetinを腹腔内 に注

入すると (宿主体重 100g当り 0.15mg.が最適量)分裂各期の出現率は変化させること

なく,注入 4日目 (図参照)に著しい肉腫細胞の分裂促進 (対照群に対し1% 水準で有意

義)が認められる. (小川 ･阿部 ･藤岡 :Nature180:985-9861957:科学 27:414-415

1957)

Na-Glucuronateは,噂乳類幼生に授与するとその生長を助けることから従来生長因子

と呼ばれていた.Kinetinの場合と同じ条件で肉腫細胞の分裂に及ぼす影響を検し,投与

後 (宿主体重 100g.当り750mg.が最適量)24時間日 (対照群に対し5%水準で有意義)

および4日日(対照群に対して1%水準で有意義)分裂各期の出現率に変化を与えずに分裂

を促進することが確められた(図参照).(小川･藤岡･阿部 :医学と生物学4:165-172.1957)

･更に,両物質の最も効果著しい投与量における併周効果が検出された. 図の如く,分裂

J 5 10

図 1.Kinetin,Na-Glucuronate単独ならびに併用

授与の際の吉田肉腫細胞分裂頻度

促進性は注入48時間後夫々

の単独投与例に比べてやや

増強されたかにみえるが,

単独投与群に対し統計学的

有意義の差は認められなか

った.したがって併用によ

る両者の相乗効果はない.

しかし,Na-Glucuronate

単独投与時認められた注入

後24時間日の分裂促進性が

LB)IKinetinの併用によって消

退することはみ のがせ な

い.両者の作周機序につい

て現在比較検討している.

46.正常払胞と溝細胞の分裂r=関する共通性 (小川恕人)

MALMGREN (1955)紘,マクス乳腺原発癌組織中に正常細胞の分裂を促進させ る物質

のあることを見出した. 筆者はかかる散見が癌における普遍的のものか否かを検討するた
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め,Wayme-pink-eyedyellow 系ラッtに自然発生し, しかも同系統以外のラッtには

移植不能の繊維性肉腫を用い, 各種系統ラットの背部皮下組織に移植した場合の移植組織

と宿主肝組織の分裂頻度を調べた.

成績は表示の通り,移鹿 4日日の宿主肝に分裂形細胞の著しい出現がみとめられた. こ

れが,移植癌細胞の転移による所見でないことは,1)発現時期が移植癌組織自体の増殖

と関聯性がないこと,2)移植不能の系統にも認められること,3) 7日目一時消退する

日次変化,の3点から明かである.

表工. 移植癌組織と宿主肝組織における細胞分裂頻度

半WisterxWayneのF2
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図 1.幼生組織抽出液注入時の吉田肉腫細胞分裂頻度

従って,癌組織中の細胞

分裂物質が正常細胞に対し

ても有効なことは,原発組

織の如何にかかわらず普遍

的のものと思われる. (小

川 ･他 :医学と生物学,45
:110-1131957)

さて,これとは逆に正常

細胞の分裂物質も癌細胞に

有効か ?という問題は興味

深い.生后4日目 (分裂頻

度生后最高)の Wister系

ラッt組織抽出液を吉田肉腫移植直後の同系ラット腹腔中に注入し, 肉腫細胞の分裂に及

ぼす影響を調べたところ (対照に生后20日目のものをとった)図 1の如く, 注入後24時間

目と72時間目に肉腫細胞の分裂を促進させる (対照に対し5%水準で有意義) ことがわか

った.

要するに, 肉腫組織中には正骨細胞にも有効な,また分裂増殖旺盛な正常組織中には肉

腫細胞にも作用する分裂物質があるわけで, 正常細胞と癌細胞とその細胞分裂に関する物

質代謝機構に共通性のあることが推定できる.

47.肝部分切除複の再生肝組経における分裂形細胞出現率 (小川恕人)

臓器組織の生長 ･再生 ･増殖を評価するのに分裂頻度が敏感確実なものとして最近 よく

周いられる.しかし肝切除後の再生肝組織に関しては, 分裂頻度のみでは再生経過を理解

できない所見に屡々遭遇したので Wister系ラット(No.1-23-生後 2カ月 :No.21125-

生後 5-6カ月)を用いこの点を精査した.

切除量と再生経過との関係をみると,表工の如く,切除量が全肝組織の60%を越えるか

否か紅よって全く異った2つの再生経過を辿る. 60%を越える場合は,残存肝重は甚しく

増すが分裂形細胞はほとんど現われず,60%以下の場合は,組織重の増加は著しくないが

分裂頻度は高い.(小川 ･他 :医学と生物学 45:12-141957)

今,残存肝に分裂形細胞が確実に出現する範囲 (30-35%)に切除量を限定し,各肝分

業別の組織重増減と分裂頻度を観察すると,切除をうけた分業では重量が減少し,切除を

うけない分業では増加する. (表Ⅱ)しかるに分裂形細胞の出現率は両群間に甚しい差が

みとめられない.(表 1Ⅱ)

以上の所見から,細胞自体の肥大と分裂とは別個のものであること,細胞分裂現象は再

生組織中は生産された拡散因子によること,且つその産生性は表工,表Ⅱの比較からラッ

ト年令の若いもの程著しいことが判る.

したがって,肝部分切除後の残存肝における分裂頻度の評価には切除量, 切除部位など

その再生内容を充分吟味するを要する.
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表 工.切除畳と残存肝組織再生経過 との関係

61

肝重量 **肝切除後48時間日の所見

表Ⅱ.残存肝分乗毎の組織重増減 (%)

表1Ⅱ.残存肝分乗毎の分裂蓑田胞出現率
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*肝切除後48時間日の所見

48.アコヤガイ生殖腺成分の排卵捕促進効果 (小川恕人 ･原田姓四郎尊･阿井改姓*)

真珠原核挿入の際,成熟した生殖腺が存在していては作業の困難を招くのみでなく,真

珠の品質を低下せしめる. 人為的排卵精の調節は養殖操業を円滑にし,諸経費の軽減はも

とより, 良質真珠収獲率向上の点でも緊要である.それゆえ,排卵精促進,すなわち も卵

故きゃについて色々の工夫が試みられてきた.しかし, 多くは経験に頼る消極的なものに

すぎず,未だに適確な解決策がない.

筆者らは,真珠採取期 (2月)のアコヤガイ 〔乃iria(pinctada)marlensii(BUNKER)〕

生殖腺成分の抱卵精母月 (6月上旬)

足肉質部分内注入を試み,エーテル

可溶,難揮発生塩基成分が特に排卵精

効果著しいことを確かめた.本物質は

排卵精態勢の生殖腺にのみ有効で,そ

:冨 の効果は注入後 2週間目既に自然排卵

■ 精過程の2カ月分に当る促進性を示し,

qlJ かつまたその促進水準は長期にわたっ

てよく保持される. (図 1)

¢･,7･ G,･.什,19 7.7 8..a (" J 今後,抽出材料の生殖腺採取期を母

図 1.アコヤガイ生殖腺成分の排卵精促進効果 月の排卵精態勢期に選び,且つ本作用

物質の精製が進めば,合理的な 寸卵抜き寸法が確立されよう.

49.三色スミレ花色の F2 における分散.その1(遠♯ 徹)
ヽ

前報に引き続き,白,黄,赤み紫,黄み赤,濃赤, 育および濃青紫の花色を有Lかつ花

弁基部に黒斑を有する7品種間の交配より,F211組, すなわちアVアニック群内の組合

せ 1組と,アVアニックとVアニック群間の組合せ 10組において花色の分離が調査された･

個体数は計1,016である.その結果3種の色素系,カロチノイド系キサントフィル,赤色系

アントチアニソ (主成分はチアニLyン配糖体) と青色系アンナチアニン (主成分はデルフ

ィニ汐ン配糖体) 紘,いずれも量的な連続変異を示して明確な花色の分離比を得ることは

困難であった. これらの色素はおそらくポyメクックないしはポリiy-ニックな遺伝子の

支配をうけているのであろう.若干の例を示せば,

1.白(MontBlan°)×黄(Rhinegold)では,相反交配を含めて計152個体はすべていろい

*静岡県水産試験場
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ろな程度のキサントフィルを有し, しかも両親と同程度の個体を見出すことができない.

それ故,テ トラゾ-ミックな分離としても配明し難い.

2. 白×赤み紫 (RaspberryRose)では,赤み紫に近きもの42,それが斑入型となって

いるもの15.色素量の少なきもの35, ほとんど白色花に近く花弁周辺に僅かにアントチア

ニソを有するもの35が分離した.

3.日×濃赤 (Alpenglow)では, 赤み紫に近きもの56を生じたが,これは単にキサン

tフィル量が減少していて濃赤となり得ない花色である. それと花弁周辺または一部にア

ントテアニンを有し,かつ相当量のキサン7Lフィルを有するもの 16,ほとんどアントチア

エソを有せずキサントフィルのみのもの 20が分離した.

4.日×青 (LakeorThlln)では,やや色素量の減少している青色花69,その攻入型

9と白色花に近きもの3が生じた.

5.濃青紫 (Berna)×白では,濃青紫に近き個体65,中間型8,赤み紫 7が分離した,

黄色花 (Rhinegold)を一方の親とした場合でも,上記の組合せと類似した分離を示すが,

濃青紫との交配より得たF2125個体では,濃青紫のもの46,止弁が濃青紫で中下弁が中間

型のもの11,キサントフィルと相当量のアントチアニンの共存しているもの48, 淡黄色花

20が分離する.それ故青色アントチアエソとキサントフィルとの間には幾分競合的な関係

があるようiこ思われる.

50.咲分ツバ牛のE)イコアントチアニン (遠藤 撒)

生体内でのアントチアニンの直接的前駆物質として, ロイコアントチアニンほ若干の可

能性をもつ物質群である.その本休はフラバノール誘導体であって, 酸処理で容易にアン

トチアニiyンを生ずる.この物質がツバキの白色花弁に存在 す る ことは BATE-SMITH

(1953) によって報告されているが,赤色花にも存在することが発見きれた.一方ツバキ

の一品種 ｢染川｣では,本来理人の花が高い頻度で赤色花となっている. これは現入花を

生成している易変遺伝子が,時折花芽形成の初期に出現してその後の花弁組織を支配して

いるものと推定した.従ってこの二種の花弁に存在する物質的または酵素的差違は,アン

トチアニン合成に関与する遺伝子の生 化学的作用となんらかの関係をもつかも知れない.

アントチアニソ豊は赤色花は斑入花よりも約 10倍程度増加している.ロイコアントチアニ

ソほカテキンの吸収スぺクrJレとはぼ一致するから,全カテキン量として定量すると,蘇

色花は斑入花よりも約40%多い. それ故アントチアニンを生成する遺伝子は,カテキン類

もいくらか増加させるものらしい.

赤色花と攻入花の銅酵素活性を, クレゾ～ル,カテコール,パラミンおよびアスコルビ

ン酸を基質として測定すると,両者の間には有意義な差違は見られなかった.

白色花 (品種名,蓮見自)より鉛塩として抽出しイオン交換法で精製せ るカテ キ ン類_

紘, ロイコアントチアニソを多量に有している.そして赤色花弁の酵素溶液の基質となる

物質を含んでいるが, その反応溶液中には多量のロイコアントチアニンを残存してしまう

ので,ロイコアントチアニンのものは, この条件では酵素的醇化をうけないようである.

またロイコアントチアニンが赤色花弁にも蓄積される事実は, 帝駆物質としての可能性に_
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対して疑念を生ぜしめるものである.

なお, このアントチアエソはクリサンチミンに近いチアニLyン配糖体であり,ロイコア

ントチアニンは酸処理でチアニジンを生ずることがぺ-パークロマ トグラフ法で確認 され

た. (遺伝学雑誌に投稿中)

第 3研 究 室

51.PseudomonassolaTZaCearum の;容原音 (ly帥gCAicbActeri818tr8in点)の遺伝学

1的研究*(辻田光雄)

ウイルスには Tc200溶原菌 (Tc200vl)とその変異菌2系統 (Tc200V2,Tc200V3)より

放出されるウイルス vl,V2,V3を,感受性菌には,Tc200#(非溶原化 Tc200),S9,S-10,

E3,Ec79,T-13,B6および B-19などを用いた.Tc200の3系統と感受性菌との間 で

紘,数軽の毒性ウイルスに対する反応,糖分解能の特徴などでちがっている. 次に培養基

に畔,馬鈴薯 ･萄葡糖液およびその寒天培養基,燐酸アンモニア庶糖液および糖分解能の

特徴をテストするために考案された培養基を用いた.

実験の結果は次の如く要約される.

1. vl,V2あるいは V3を以て溶原化された T-C200♯,S9,SIO,E3,Ec79などの菌

は調べた範囲では,糖分解能の特徴と毒性ウイルスに対する反態において遺伝的にTc200

菌のそれと同じ型へ変換する.

2. 感受性菌 T-13が溶原化されたとき,以上と趣を異にする反応を示す.

(i) T113(V2)および T-13(va)から大形の溶菌斑を形成するウイルスの生産菌(1)と小

形溶菌斑を形成するウイルスの生産菌(ら).と両型ウイルスの生産菌(m)とが分離する.1系

およびS系はTc200プロウイルスをもっことにより遺伝的変化をうける場合と然らざる場

合とがある.S系は固定するが,l系の方は 1, Sおよびm の系統が分離する.

(ii)糖分解能において遺伝的変化をうけた T-13(V3)の菌株を培養し,それぞれより放

出されたウイルスを以て溶原化された SIOは,糖分解能に関する特徴と毒性ウイルスに対

する反応において遺伝的変化を示さない.

(iii) T-13は溶原菌株であるので,このような現象の起る原因の 1つとして,T-13の

もっていたプロウイルスと新しく入ったプロウイルスとの間の遺伝的組換が 関係している

のではないかと考えている.

3. B6菌,B19菌は vl,V2あるいは V3と共にまいても溶菌斑が形成されない.それ

にも拘らず,これらのウイルスと菌を混じておくと,溶原菌がえられる. 従ってこれらの

菌は productiveresponseを示さないものと考えられる.

4･ B6(vl),B6(V2),B6(V3)および B19(V2).B19(V3)は糖分解能に閑し,供与系統と

同一の遺伝的特徴を示すようになる. 但IJ毒性ウイルスに対する反応には遺伝的変化が見

られない.

*静大同部教授らと共同研究.
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52.Sal仇Onellaの単相化抗原変異 (飯野徹姓#)

salm9nellatyphimurlum の復相抗原系統 TMZ(i:'1,2) の培養中に得られた二相単

相変異株 SW1061(- :1,2)は高頻度 0-H変異を起す.同変異株は他の抗原型系統か

ら Hlの導入を受けた後も単相に止り 0-H変異を起すが,Hlの導入を受けると復相型

に変り,同時に O-H変異を起きなくなる.復帰突然変異によって復相型 (i:1,2)に戻

った場合にも復帰株は安定なH型となる.従って SW 1061は TM2の-相抗原支配遺伝

子 Hilの不活性化によって生じたもので,培養中に生ずる0相はH抗原を持たないが復相

抗原系統の-相に相当すると考えられる.

S.heidelberg(ど:1,2)の0型株 SW 1092は Hlと連関した Flal-遺伝子 を もつ

(LEDERBERGおよび ⅠINO,1956,Genetics41:743)･SW1061より同系統に Flalを導

入し,導入型の抗原をしらべたところ 3,2%の頻度で Hlも活性型が得られた.活性型の

頻度は復相型への復帰率より朝待される価 (<10~3%)に比し著るしく高いので, Hltの不

活性化は Hlの遺伝的変化によってではなく,Hlに密接に連関する遺伝子の被覆作用に

よって起ったと推論される.同遺伝子座を Ahl,SW1061中の対立遺伝子をAhlーで表す.

自然より分離した単相抗原系統について分析の結果,S.typhimurium の2系統,sW

629および SW547,がAhlーを持ったことが見出された.SW1061,SW629,SW547相互

の問で導入を行うと,Ahl+を供与系統とした場合の 20-60% の頻度でAhl'型が得られ

る.また,Ahl'を供与系統とした場合と異り,半流動選択培地で trail状増殖 (LEDER一一

BERG1956,Genetics,41:845)が現われない.従って3系統の Ahl'ほ非対立的だが,

Vスーヤランス型の位置効果を示す同一の機能単位中に含まれる.3系統の Ah1- は復帰

突然変異率についても互いに異る.

Ahlの作用は Hlと同様に-相に特異的だが抗原型特異性には関与しない.その生化学

的な作用段階に､っいては大別して次の四つの可能性が考えられる.(1)Hlの機能発現に適

する細胞環境をもたらす.(2)半特異的な抗原前駆体ペプチドの合成に与る.(3)Hlと共に

機能単位として Hl-抗原蛋白の合成に作用する.(4)HI-抗原蛋白より小器官 寸鞭毛寸を

形成する.

S.typhimurium,および S.paraiyphiBの-相単相変異株について同様に遺伝子導

入分析を行い,二相抗原形成過程を支配するが,抗原型特異性には関与しない遺伝子群,

Ah2が見出された.Ah2- を含む系統では H2の遺伝的活性 (1956年度年報)にかかわ

らず二相抗原の形成が停り,-相抗原の形成が進められるので,Ah2-系統と実り0-H変

異はみとめられない.4系統に見出された Ah2~は何れも H2に密接に連関し,Ahl-Hl

連関群と構造的対応性を示す.

*DepartmentofGenetics,Universityofwisconsin,U.S.A.留学中
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E.応 用 溝 伝 部

第 1研 究 室

53.産卵率のヘリ女ビリティーおよび選抜に伴うその推移について (山田行雄)

10年間にわたり行われた白色レグホーン種の1閉鎖集団の選抜試験によって得 られ た

6,132羽の記録につき,分散分析により年次毎に-リタピタティー推定を行 った結果は表工

の如くである.選抜形質は初卵日から12月末までの産卵率で, 分析に先立 って角変換を行

った.

表 工. 年次別に推定した-リタビリテ ィー推定値

年次 h2s h2Ⅰ) h2(STD)

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

4

4

4

5

5

5

1〇
5

【〇
【〇

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

6

8

1

2

6

2

7

8

8

2

4

8

3

3

5

2

1

1

1

8

4

4

0

1

0

0

0

2

1

0

5

2

8

7

2

0

5

3

7

2

0

3

3

7

5

6

0

2

6

6

5

2

3

3

1

2

1

2

2

一l

5

0

5

4

4

1

4

0

2

1

7

6

8

5

0

4

4

2

9

2

4

3

1

2

1

1

0

2

1

1

pooled .137 .239 .188

全期間にわたり,年次内でまとめた平方和から推定された債は, h2S-0.137,h2D=0.2

39であり,他の集団について報告された値とほぼ一致する.

一方,年次間の推定値は相当のふれを示し,試験期間の前半において高く,後代には相

当低い水準にあることが明かである. -ヅタピタテ ィーが推定値のまわりに正規 分布 を

するという仮定の下で,年次に対する回帰係数を求めると,それらはh28に対して-0.033

士0.017,h2Dに対してほ-0.024土0.011,h2(S+D)に対して-0.029±0.011であった.これ

らのうち,h2(S.D)に対する回帰だけが有意水準に達した.近交慶に対して補正した推定値~

についても減少の傾向は見られ,h2(S.I))に対して補正したものは有意水準に達した.従

ってこの結果から,選抜に伴 って遺伝的分散が減少したことは確実であると考えられる.

h2Dの推定値が10例中1例を除いてh2Sより高いことは,優性効果にもとづく遺伝的分

散が相当に存在することが示唆される.何故ならはh2Sおよびh2Dはそれぞれ次のごとき

分散成分から成ると考えられている.

£2S-去 tqA2+i-OAA2+去qAAA2+-･-)
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"h2D-忘 (qA2- 2-や AA2+与CAD2十‡ODD2十五 qAAA2+-･-･･40x2)
ここで,A,DおよびMは相加的遺伝子,優性効果をもつ遺伝子および母親の影響を指

し,それらの組合せは相互作周を意味する.

選抜に伴 って遺伝分散が減少した事実,h2Sの減少率がh2Ⅰ)のそれより低いことから,

遺伝分散の減少はその大部分が相加的遺伝分散の減少によるものと考えられ, その原因は

選抜強度にあろう.(PoultryS°i.37(3)印刷中)

54.期待選抜差と棄現選抜差の比較 (山的行雄)

選抜強度は通常選抜差で表わされ,選抜個体群の平均の,選抜をしない筋の無淘汰集団

の平均との差である.しかしながら実際の選抜においてほ, 期待された選抜差は,それぞ

れの選抜された個体のもつ産卵能力,受精率,貯化率および子供の生存率等によって著し

く変わる可能性がある.

実現選抜差が期待されたものからどの程度に変 化しているかを知ることは,他の形質と

の相関を知る上でも,また選抜の効果を検討する上でも重要な意味をもっている.

本研究はEl'1-記集団において分析されたもので,次の如き繁殖の各時期において, 雌雄お

表工. 繁殖各期における選抜差

実 測 値 単 位 棲準偏差単位

個体間(家系内) 家系間 個捧間(家系内) 家系間

T
ユ

1

2
3

4

′〇
一.コ

工

Ⅰ
工

工

工
Tエ

雄午 3.8330

3.8252

3.9410

4.1294

4.0507

1.056

1.0096

1.0076

1.0381

】.0877

1.0670

年嘩 工1

Ⅰ2

工 3

工4

工5
Ⅰ5/Ⅰ

3.4303 2.9625

3.6606 3.0920

3.7133 3.0710

3.6095 3.1573

3.5624 3.1286

1.036 1.056

0.3563 0.7039

0.3802 0.7347

0.3857 0.7297

0.3748 0.7502

0.3700 0.7434

2年嘩 工1

工2

Ⅰ3

Ⅰ4

工5
工5/I

4.1716 3.1418 0.4344 0.7893

4.1325 3.4291 0.4303 0.8615

4.0101 3.5794 0.4176 0.8992

3.2673 3.2119 0.3402 0.8062

3.1076 3.1607 0.3236 0.7940

0.745 1.006
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よび雌種鶏の年令別に,家系内個体選按および家系平均の問で,選抜強度を比較したもの

である･(工1)選抜鶏群を交配合に収容した時,(Ⅰ2)聯卵時,(Ⅰ3)醇化時,(工4)娘鶏を検

定合に収容した時および(工5)娘発が検定を終了して次の代における選抜の対称となる時.

(Tl)は期待選抜差で,(工5)は実現選抜であり,(工2)～(Ⅰ4)は繁殖週期中の変化である.

期待値を除いた外は,選抜個体または家系の優越度を卵数, 雛数または娘対の羽数で荷重

平均して算出されたものである.

分析の結果から表工の如きことが明かにされた.

雄に対する選抜は,雌のそれよりも強く行われ.実現値は期待値をやや上回 ったが,そ

の原因は,聯化率および次代の娘鶏の生存率が影響した.

雌の選抜においてほ, 1年芙毎の選抜において家系内および家系間選抜共に実現値が期待

値を越えたが,娘鶏の生存率が関連していた. 2年難においては,家系問選抜は期待通り

実現されたが,家系内選抜は期待値に此して実現値が遥かに低い. 娘鶏の生存率が 1年弟

の場合と逆に強く関連したことによる.

期待値に対する実現値の比は,選抜期間に集団平均が横ばい状態を呈した後においても

変化が見られなかった.(育種学雑誌8巻 4号印刷中)

55.閉鎖集団における近交鹿の漸増と,近交床が能力に及ぼす影挙 (山田行雄)

閉鎖集団においては,意識的に強度の近交を避けて機会的な交配を行ったとしても,莱

田の大きさに制限があるため多少ながら集団全体の近交係数は年々増加する. 本集団にお

いてほ,毎年の増加は約2%であった. 近交係数の増加率から計算された有効な集団の大

きさは約 7であって,実際に毎年使用された種雄の数より少い.

近交度と能力の関係は,従来一般に能力の近交係数に対する回帰の方法で計算されてい

るが,年次にまたがる場合には年次効果が分離出来ない欠点があるので, ここでは年次内

で能力の近交係数に対する回帰を計算し,年次間の回帰係数に対する均一性検定が有意な

表工.近交係数(F)が家系産卵能力(Pl)および家系の大きさ(P2)に及ぼす影響

年 次 分布の幅 bpl.F bp2.F

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

4

4

4

5

5

5

5

5

5

｢〇

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

6

0

3

8

1

3

1

0

2

,l
1

2

2

2

2

2

3

3

3

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

o

o

o

o

2

6

9

12

13

15

0.2492

0.0992

-0.0644

-0.3242**

-0.0290

0.1405

0.0328

-0.0814

0.1529

0.3321

0.0190

0.2793

0.0438

-0.0985

-0.0201

0.0007

0.0370

0.0360

-0.1886

-0.ユ809

0.0108±0.0482 -0.0124士0.0966

**P<0.01,8P<0.05
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差を示さなかったので, 一括推定した.結果は表 工の如くで,能力と近交度および家系の

大きさと近交度の間に特別認むべき関係は見出せなかった.

過去における多くの研究によれば, 強度の近交ほたとえ選抜を伴 っても一般に産卵能力

や繁殖適応度に関係する形質に対して不利な影響を与えることが知られるので, この結果

は著しくそれらの結果と対立している.

この差異がもたらされた原Eqの解明は容易でないが,次の如く考えられる.

選抜を伴わない場合には強度の近交も弱い近交も, その影響が回帰で表わされるとすれ

ば,単位係数増加当りの退行度は等しいであろうが,選抜を伴う場合, 特にホモ個体より

-テロ個体が適応度または能力において優れている場合, 強度の近交による個体の実際の

近交係数が理論値から偏る程度は, 弱い近交における場合よりはるかに少いであろう.換

言すれば,弱い近交ほ,選抜を伴う場合, ホモ性を高めるカは著しく弱められ,従 って,

かかる集団または系統では,能力の理論的近交係数に対する回帰は零 からの有意な差を示

さないであろう.(Poultrys°i.37(3)印刷中)

56.選抜試験の結果は集団遺伝学を応用した育種理論からの期待価と一致するか

(山田行雄)

理論的には,選抜による1年 当りの遺伝的進歩量は毎年の選抜差とその年の-リタビリ

テ ィーの積に等しい.本集団において選抜は家系内,家系問および後代検定にもとづいて

行われたので, 1年当りの期待進歩量は次の如 く推定される.

AGy-APph2W/n + APp~h2fa + Apo-h2fa'-.-(1)
(個体適抜から) (家系遠抜から) (後代検完から)

但し, AP-Aat49 で,AS,AD はそれぞれ雄および雌に対する選抜差を意味し,
2

h2-!n-一色二些 h2fa- 〔11だ(FnL_1汚∃h2ぉよびh2fa′-芯 で1-t

rは全姉妹間の近縁係数,tは級内相閑である.

10年間の集団平均の変化は一次回帰式で表わされるから,その回帰係数 b-0･8912は 1

年当りの実現進歩量である.これを(1)に代入してh2について解くとh2-0･08となり,10年

間における産卵率の有効-リタビリテ ィーの平均は8%となり, 分散分析から推定された

ものより低い.

選抜効果を更に詳しく検討するために, 毎年の実現選抜差と-9タピリテ ィーから集田

平均の期待値を計算し,実現値と比較した. もし選抜効果が期待通り実現されたとすれば

毎年の期待値と実現値の問のふれは標本誤差にもとづくと考えても, 両者の差の集計は零

またはそれに近くならなければならない∴実際の結果は h2Sによる場合 -21.78.h2S十D の

場合 34.82であった.しかしその大部分が 1956年における呼吸器病大発生の年の差による

から,その年を除外すると年当り11.11および-2.20の差となる.検定の結果h2Sの場合

期待値と実現値の問に差があるとはいい難いが,h2S.I)の場 合にその差は有意であ った.

h2S.I)が単に相加的作用をもつ遺伝子にもとづ く分散のみならず優性効果をもつ遺伝子に

もとづ く分散を含むことによると思われる.従 って 集団遺伝学理論はなお若干の問題を残
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すとしても,一応実際の結果をよく説明することが出来る.(PoultrySci･37(3)印刷中)

57. 選抜指数による選抜の期待効果 (山田行堆)

家鶏の 1集田における分散および共分散分析から得られた遺伝的分散および共分散成分

にもとづき,次の如き選抜指数が作成された.

工-1.40Ⅹ2-Ⅹ1+25.83Ⅹ3

ここで,Ⅹ 1,x2およびⅩ3はそれぞれ性成熟日令,冬季産卵率および成体重(kg)で,経

済的重みづけほ,それぞれ-2,5および-1を与えた.指数と集合遺伝子型の相関は0･705

であった.

この指数は,わが国の産卵親を改良する場合に適用出来るものと思われるが, 種鶏家の

改良目標や-リタビリティー等の遺伝的パラメタ-が著しく異なる場合には訂正が必要で

あることはいうまでもない.

選抜指数にもとづいて育種が行われる場合, 指数に含まれるそれぞれの形質は,指数に

おける遺伝的進歩に伴 って遺伝的進歩をとげる.その進歩の度合は回帰によって求められ

る.すなわち

BGiI-
?bjCOV(GiGj)

(TI'=

工についてのみ選抜が行われたとすると,その選抜差はZ/pqIで,従 って次代におけるあ

る形質Ⅹ1の遺伝的進前歩の期待値は

E(Gi-G-1)-Z/porlBGiI-Z/pfbjCOV(GiG')
･-(1)

♂Ⅰ

なお 字b,cov(GIGi)-qGllbiqOi･号bJrGIGjqGJ)--･･(2)J

であり,(1)においてZ/pおよび oⅠは正の値をとるから,形質 Xiがどの方向に変化するか

紘(2)によって決定される.容易に明らかな様に,oGiまたは括弧の中全体が零になれは遺

伝的進歩はない.また括弧の車全体はrGIGJのとる符号とその大きさによって, 正または

負の値をとることが出来るので, 指数による選抜が特定の形質を望ましくない方向に変化

させ得る.

表工.選抜による進歩量の比較

景抜放 - の加 連票GT進歩諾 榊 fGFb,霊

性成熟(Ⅹ1)のみによる

冬季産卵率(Ⅹ 2)のみ

体 重(Ⅹ 3)のみ

指 数 (I)

J
+

T
+

-10.25 1.10 -0.000

-1.73 4.35 0.012

-0.00 -0.09 -0.090

-9.02 4.07 0.024

(Jap.Jour.ofGenetics33(1)に発表)
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一方,指数によらずある形質 Ⅹiのみの選抜をした場合その形質と遺伝的相関がある他

形質 Ⅹiは相伴 って変化し,次の如き関係式で表わされる.

E(G,--Gj)-rGiO,jE(Gl-Gl)qGl
qG1

一方,E(Gi一己i)-Z/phi(JGiであるか ら

E(Gj-Gl)- Z/pcov(GiGj)州 .(3)
(7Ⅹi

今(1)および(3†を用いて,Z/p-1にとって両者を比較すると結果は次表 工の如 くである.

58.家鶏における交雑Flの利用性(=ついて (河原孝忠)

当所産白色 レグホーン種(W L)および横斑プリマスロック種 (BP)を掃いてそれらの雑

種 Flの利用性について予備試験を行 った. 前年度筆者らが報告した鶏の正逆交雑 Flの比

戟,家鶏における黒頭病抵抗性に対する-テロ-Vス の観察もこの試験の一部であり,同

一兼群である.ここにそれらの成績を示すと表 Iのごとくである. 前年度材料鶏の交配様

式ならびに育雛期間の生存率について述べたのでここには示さない.

表 工にみられるごとく雑種Flの成績は初産体重ではほぼ両品種の中間であるが WLに近

い値を示しており,初産日令はTlでは中間であるがT2では両品種より早熟である,産

卵成績については搾化後336日間検定,初産後120日検定および年間生存鶏についてはFlが

表 工.WL,BPおよびそれら正逆交雑 Flの諸形質における平均値

産 卵 成 績 (個)
品種又は交 初産開 初産 初産 将 化後 初 産後 年 間
雑 組 合 せ 始 数 体重 日今 336日間 120日間 生存鶏

(註)Tl:1956年5月9日婿化 T2:1956年5月29日膨化 H :単飼バタリーにて検定 K :平鋼にて
検定(産卵開始後5カ月で淘汰)
H,Kとも膨化後336日間無淘汰生存窺および産卵指数は巣死の他淘汰鶏も含まれる.従って生存鶏の成績
は無淘汰群よりも高く産卵指数は低い
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高い傾向にあるが顕著でない.しかし産卵指数では優れ ておりこの原因は生存率が高く,

産卵不良等による淘汰率が低 く産卵持続性が強いことに起因すると考えられる. 正逆交雑

Fl間の差異については3区を通じて逆交雑が正交雑Flのそれに比して幾分優る傾向がみら

れるが大差はないようである.初産体重,初産日令,生存難の産卵能力および部分記録に

よる産卵能力には顕著な差異は認められないが,産卵指数についてみると非常に優れてお

り産卵に対する-テローシスは産卵指数に著しく発揮されるようである.小羽数のため統

計学的分析は施さなか ったが,引続き反復試験実施中である.

59.家鶏におけるⅩ換感受性について (河原孝忠)

Ⅹ雄による致死作用に品種, 発育段階および性による差異が認められるや否やについて

実験を行 った.予備実験で白色 レグホーン種 (WL)初生雄雛を周いてⅩ線を照射した (1

80kvp,25mA,AI0.5,Cu0.3mm のフィルター使用)ところ,照射の直接的影響によ

る致死は照射後約20日間に起り,1000rで100%,800rで87%,700rで77%,600rで 30%,500r

で20%の致死率であったので,高致死線量である800rをWL,横斑プリマスロック種(BP)お

よびそれらの正逆交雑Flに将化後 1日および10日令に照射してその反応を調査した結果,

表t,Jl:のごとくであった.

初生雛においてはWL,BP およびそれら正逆交雑 Fl何れの間にも有意な差が認められ

なか ったが,10日令雄雛では WLとBP間に 1%水準,BPと BP?×WL8間および BP

と正逆交雑Fl間の比較において5%の水準の有意な差が認められた.このことは発育段階

表工.初生雛のⅩ線による致死率

**,*ほそれぞれ 1%および 5%水準で有意･
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表Ⅱ.10日令雄雛のX線による致死率

73

試験区 E 豊急 落 笠 試験数 一芸 遭 一環 - x2

榊 'N-はそれぞれ 1%および5%水準で有意

によって感受性に差異があることを意味するものであって, これらの間に見られる生理的~

相違に起因するものであろう.すなわち WLおよび Flの初期生長が速やかであるのに比

してBPは遅いことが原因であろうと推察している. 性についての差異は初生雛で調査し

たに過ぎないが,雌雄間にWLで 1%水準,BPおよびWL?×BPaで5%水準の有意な差

が認められた.これらの差異については今後さらに検討したい.

60.6OCoの γ線が家鶏配偶子生産能力におよぽす影響 (河原孝忠)

時化後 8日の白色 レグホ-ン種(WL),頗斑プ ijTマスロック種(BP)およびそれらの交雑

Flを用いて Jy線照射が家芙聾配偶子生産能力に対してどのように影響するかについて調査

した.致死率は照射後 20日間で 10GOrで 100%,800rで 60%,600rで 20% であって

品種または交雑 Fl問に顕著な差異は認められなか った. これらの照射生存雛を育成して

性,品種または交雑 Fl間に配偶子生産能力に差異が見られる否やについて試験した. 樵

では貯化後170日 令を経過したものでも 800r,600r何れの照射 区も対照区 の軍丸重量の

約 5分の 1であ って精子形成が見られず紳精管の発達が不良でその量は約 2分の 1ないし

3分の 1であって一層の精原細胞よりなり,何れの照射区においても照射開始時の状態ま

たはむしろ退化的な個体が多く見られた.一方雌では 170日令頃より産卵を開始する個体

があり品種,交雑 Flともに対照区との間に顕著な差異が認められなか った.

これらのことより幼令に照射した鶏の配偶子生産能力は雄に強く, 雌ではほとんど影響

が認められなか った.
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表Ⅰ.γ線照射が鶏の軍丸重量および精子形成率におよはす影響 (聯化後 170日令,周

射後 162日)

表 Ⅱ.γ線照射鵜の産卵率
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61･イネの脱粒性等二,三形質の遺伝力 (酒井寛一 ･∫.J.NILES淋)

セイロンを初め,宋南アiyア各国におけるイネ育種の主な目標の一つに非脱塩性がある.

本報告は,セイロンの DepartmentorAgricultureに保存された実験結果を使 って, 脱

粒性等二,三形質の遺伝力の推定を行 ったものである.推定の方法は,F3系統の系統内お

よび系統問の平均平方の比較から,遺伝分散を固定可能の成分と不可能の成分に 分割した

もので,環境分散は並行して植えられた純系品種から推定した.退伝分散の両成分はさらに

F2世代に換算した.その分散分析の手続きおよび遺伝分散成分の分割は次のようである.

F3系統の数をⅩ,各系統内個体数をy,純系品種の数をr,各品種内個体数を2=とする

と,表 工の分散分析ができるようになる.

本表で qe2ほ環境分散,o･2は環境分散の他に F3系統内における遺伝子分離による遺伝

分散を含み,o･S2は系統問の遺伝的差異による遺伝分散を示す.自殖性植物のF3雑種では,

q2とors2ほ次のように期待される.

q2-qe2･O-2 6-2-圭 g2十号 qh2 ds2-号Jg2÷圭 h2

ただし, 6g2 は固定可能の遺伝分散,o･h2ほ固定不可能の遺伝子効果による遺伝分散であ

る.これから F3世代における形質の遺伝力は

o･g2
h2(F3)-qg2+qh2+602

となり,さらに同じ形質の F2世代の遺伝力は,次式によって得られる. へ

h2(F2)-

:..I..I-

号 qg2十号qh2･de2

脱粒性は,傾斜し板の上に穂をおいて, その上にガラスローラーをころがして調べた.

分散分析に当っては,百分比で得られたデータを角度変換した.遺伝力の推定と同時にF3

系統のF2個体に対する回帰も計算して比較した.2種の雑種集団について得られた脱稔性,

穂長,および草丈に対する結果は次の表Ⅱに示す通りである.(本報告は.TropicalAgrト

culturist誌上発表の予定)

表Ⅰ.Fa系統に関する分散分析

要 因 l 自 由 度 l 平均平方 l 期待成分

系 統 間

系 統 内

Ⅹ-1

Ⅹ(y-1)

q2+k(Ts2
ウ

(T~

純系品種内 I r(2:-1) 暮 M 3 E qe2

*DepartmentofAgriculture,Peradeniya,Ceylon.
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表Ⅱ. イネにおける脱粒性,穂長および草丈の遺伝力,回帰および有効遺伝子数

交 配 l 譜 等 hFaIF3/F2W 可 有相 伝子数

2

9

5

5

8

3

5

6

0

2

1

4

0

0

0

0

6

2

11

3

62.イネ野生集団における形輩の変異 (讃井寛- ･成瀬 隆)

栽培イネに極めて近縁であると考えられているOryzaperennisとOryzasalivaspon･

laneα(0.rufipogon とも言われる)紘,セイロン島の海岸地帯に大きい,または小さい

集団をつくって自生している.ただ前者は西海岸に,後者は東海岸に分布がかたよってい

る傾向がうかがわれる.筆者らは,出穂開花中のそれらの集団から各 数十個体 (穂)を無

作為に抽出し,+ti=および小穂の長さにつき変異の状態を調査した.

Oryzaperennisは,コロンボ市北東12哩の Yagoda村(北緯7004′東経 79056′),同じ

く22哩の Veyangoda村 (北緯7009′東経80〇04′)およびコロンボfF南南東24哩の Bomb･

uwela村 (北緯 6035′東経79056′) で採集した.Oryzasalivaspontaneaは,東海岸

Batticaloa町西方10哩の Ⅰllupaiyadichenai村 (北緯7044′東経81032′),同町南南東56哩

の Pottuvil村 (北緯6053′東経81049′)の周辺 2カ所であった.

集団から無作為抽出された各穂は, 1つずつの個体を代表するとみなし,各穂から特に

異常と認められるものを除いて無作為に,10個ずつの小穂をとり,穂に関する二,三の調

査と共に≡長,小穂長および小穂幅を測 った.小穂長およびだ長につき,各 10個の平均値

を変異表にまとめたものが表 工,爪である.

各個体当り10個ずつの亡長および小機長に関する測定値は,分散分析によって個体内分

散と個体間分散に分割した. その株式は次のようである.個体数をX,各個体から得た測

定値の数を yとすると,次の分散分析表および分散構成成分の分割が行われる (衣川).

dr､､2は環thJi分散であり,qB2は環境要鴎による個体間の変異を無視し得る場合には,遺伝

表 Ⅰ.イネ野生集団における小穂長の変異(粍)

Ln Ln Ln Ln
くエ)【ヽ-cO Cy)

CO CO CO cO

1 1 10 8 7 4 5 12 2 2 2

2 4 5 6 10ll8 5 1

1 3 5 4 7 5 25 8 4 5

p(1)1 5 1 3 1 4 26 5 3 1 1

2 4 3 2 4 3 46 6 3 3 2 1 1

4 4 2 6 1 8 3 8 6 14ll

8.22士0.30

8.17±0.24

7.89j=0.21

7.90士0.21

7.92±0.21

8.59士0.32
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表札 イネ野生集団における∈長の変異(粍)

77

:･=13 芸 : ≡ :･:･器:･芸:･;･書;･;I;･ 書 芸 買 ;･l慧l平 均 値

Y:日 吉 28 23239 7: 923 1;096 155148112 4

53

0

72

4
19ー

PPi
vauD2uOdg

101012

77121214203

21
2ll
43
7

ll1031

辛Yは Yagoda,VはVeyangoda,Bは Bombuwela,P(1)は Pottuvil村北方 1暇の地点,

P(2)はPottuvil村部7'bJ内,Ⅰは nlupaiyadichchenaiをあらわす.

表TIT.分 散 分 析 表

要 凶 l 自 由 度 l 平均平方 1 期待成分

表Ⅳ. イネ野生集団における遺伝的変異の比較

分散とみなすことができる.この考え方は, 特に亡長において多少の危険を伴うが,しか

しもし各集団に対して同じような環境要因の分布のひろがりを斬按におき, かつ集団間の

相対的な比較を目的とするときには,大きい支障はないであろう.

以上の方法によって,各集団につき環境分散 (個体内分散)o･e2,遺伝分散 (個体間分散)

0,g2,および遺伝力 (総分散に対する遺伝分散の割合)h2を推定した結果は表Ⅳの通りであ

る .

以上の調査結果から,野生イネ Oryzaperennisおよび Oryzasalivaspontaneaは,

両棒共種内集団問および同一集団内に,小穂長およびだ長に閲し少なからぬ変異を示すこ
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と,それらの変異が恐らくは遺伝子の支配によるものであろうことが推察される.この推

察は,今後行われる予定の遺伝実験によって確められるであろう.

63.陸稲と ｢赤米｣との雑確における競争力の変異 (井山審也)

陸稲と ｢赤米｣との 競争力の差の遺伝的行動を知るため,陸稲農林モチ18号と ｢赤米｣

の雑種のF3系統の競争力を,一方の親,農林モチ18号を検定品種に用いて次のように測定

した.F3の各系統を 1区 1列に植え,その間に 1株おきに検定品種を混植し,その区平均

値を検定品種単植区の平均値と比較する.その材料はF3系統23と ｢赤米｣とであって,4

反覆の乱塊法で栽培,検定urj.,種10個体の 地上部重,草丈,穂長,茎数,穂数および 1株穂

重を測定.

検定,]Jj｡種のFa系統に浪板したときの測定値と,単植区の伯との差 (競争力)の分散分析

の結果は表 工の如くであった.

表 工.陸稲農林モチ18号×｢赤米｣のF｡系統の競争力の分散分析表

平 均 平 方

地上部重 草 丈 穂 長 茎 数 穂 数 1株穂重

系 統

反 覆

誤 差

28.013* 20.928 1.599 2.454 2.457* 6.538*8

120.699半半 32.235 14.666串瀬 6.752 3.122キ 32.6-t7約

15.664 16.005 1.175 1.782 1.330 2.267

*5%水準で有意 *事1%水準で有意.

すなわち,地上部重,穂数および 1株穂重ではF3系統問の差は有意であることが認めら

れた.系統の競争力の差による検定品種の形質量の変化を表Ⅱに示す.

表Ⅱ.陸稲農林モチ18号×｢赤米｣のF3系統の競争力の変異(検定品種の値をもって表す)

表Ⅱによると,F3系統の競争力はほぼ ｢赤米｣と同様に強いものが多い.この結果から

見ると,陸稲品種と赤米との雑種は 陸稲集団中に繁殖するのに有利な競争力をもつ傾向が

あることが指摘される.

64.イ串の生産形質間の遺伝相関 (井山審也)

下記の 2群の材料を用いて分散 (共分散)分析を行い, 系統間および系統内分散または

共分散の成分から,遺伝分散 (共分散),環境分散 (共分散)を推定して, それらに基いて

遺伝相関と環境相関の相関係数を計算した.

簾 1番 日本の水稲品種を 1区18個体, 1本櫨, 6反覆の乱塊法により栽培,地上部重,
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草丈,穂長,茎数,穂数, 1株穂重および100粒重を測り,これらの間の表現型相関,遺伝

相関および環境相関を計算した.表 工はその結果を示す. 同時に 1株3本櫨の籾収量と,

上記の 1本櫨の諸形質との問の相関をも推定した.

表工.日本イネ19品種の生産形質間の表現型相関,遺伝相関および環境相関

(各欄は上より表現型,遺伝および環境相関係数,カッコ内は棟準偏差)

i地上部重 草 丈 穂 長 茎 数 穂 数 孟霊 100粒重 量苛麓笠

地上部重

草 丈

穂 長

茎 数

棟 数

1林穂重

100粒 重

(9.065) 0.298紫外 -0.115 0.612削80.596半井0.904★♯-0.004
(7.767) .179 -0.206 0.657 0.583 0.961 -0.057 0.743棚
(4.603) .458 0.124 0.707 0.712 0.803 0.144

(5.378) 0.450棚-0.169 -0.164 0_2004> 0.024
(4.540) 0.594 -0.334 -0.363 0.034 0.042 -0.066
(2.175) 0.159 0.347 0.594 0.493 -0.076

(1.25 0)-0.34 5*☆10.37 1棚-0.144 0.240ヰ

(1.078)-0.420-0.423-0.319 0.317 -0.301
(0.625)-0.043-0.045 0.151 0.013

(2.363) 0.993半≠0.519約 -0.269JA#
(2.215) 1.000 0.529 -0.325 0.493半

(0.923) 0.948 0.561 -0.024

(2.281) 0.519棚 -0.263♯

(2.153) 0.513 -0.317 0.487淋

(0.871) 0.626 -0.020

(3,5296) 0.145
(3.1740) 0.147 0.833棚

(2.8460) 0.148

(0.2006)
(0.1803) 0.215
(0.0971)

*5%水準で有意 **1%水準で有意.遺伝相関係数,環境相関係数の有意性の検定は行われない.

表工を見ると,1株穂重 (株当り収量) と正の遺伝相関を示した形質は茎数または穂数

であり,負の遺伝相関を示したものは穂長である. したがって供試品種間の変異では,い

わゆる穂数型の品種が多収性であることが試められる. しかし穂数の多い品種は粒童が小

さいという遺伝相関も見出される. 次にこれら生産形質の相互間の関係では,従来知られ

ているように,穂長と草丈,穂数と分薫数は正の遺伝相関をもち, 穂長 (または草丈)と

穂数 (または分糞数)とは負の遺伝相関を示している.しかし, 草丈と穂数などとの関係

では,環境相関が正 (よく生育した個体は草丈も穂数も大きい)であるので, 表現型相関

は相殺されて有意性を失う. 地上部重はこれらの生産形質のすべてを含む形質であるが,

高い相関を示したのは1株穂重,穂数および茎数であった.

なお上記の試験は1株 1本桂の場合であるが, 3本植の場合の籾収量と各形質との相関

を調査すると, 1本櫨における1株穂重, 地上部重は高い相関を示すことが見出される.
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このことは 1本櫨による 選抜は数本櫨における生産力の選抜に役立つことを示すものであ

る.

第2群 雄町×TeTepのF7系統,雄町 (日本型)と TeTep(インド型)との雑種の F6

集団から112個体を無作為的にとり出し,それから作ったF7系統群を, 1区18株の 1本櫨,

3反覆の乱塊法で栽培し,前記と同様の方法で表現型相関, 遺伝相関および環境相関を推

定 した.(表Ⅱ)

表JT･雄町×TeTep のF7 112系統町おける生産形質の表現型相関,遺伝相関および環

境相関 (各欄は上より表現型,遺伝および環境相関係数,カッコ内は療準偏差)

地上部重 草 丈 穂 長 茎 数 穂 数 若蓋 ｡ 粒 形

地上部遷

草 丈

穂 長

茎 数

積 数

フ抹当 り籾重

粒 形

(6.941) 0.540W 0.311削 8 0.543柵 0.524約 0.650N'半

(5.877) 0.544 0.285 0.448 0.409 0.643 0.264瀕銘
(3.720) 0.674 0.415 0.837 0.869 0.699

(13.674) 0.561*☆ 0.153 0.151 0.261≠≠

(12.987) 0.595 0.088 0.080 0.235 0.088
(4.438) 0.337 0.555 0.566 0.448

(1.9 46) -0,0 7 0 -0.093 0.209斗

(1.778) -0.147 -0.164 0.201 0.252港

(0.784) 0.281 0.212 0.257

(1.56 6 ) 0.984 0.227半

(1.374) 0.996 0.090 0.176
(0.74 9 ) 0.947 0.524

(1.492) 0.250蛸

(1.289) 0.083 0.122
(0.750) 0.582

(2.624)
(1.872) 0.169
(1.843)

(0.268)

*5%水準で有意 事*1%水準で有意.遺伝相関係数および環境相関係数の有意性の検定は行われない.

表nをみると, 日本 イネ品種群内での相関係数と異なる点は,草丈または穂長が,株当

り籾垂または地上部重と正の遺伝相関を示すL.llと, 穂長と穂数または茎数との間に負の相

関がないことである.このことは,日本では草丈が低いが分糞が多く, 収量の高い形の稲

が選ばれてきたことを示すであろう.さらに雄町は粒形が円く, TeTepは細長い (粗長/

巾比はそれぞれ2.17と2.95)ので, 雑種集団では系統間に粒形の大きい変異が見られた.

粒形 (籾長/巾比)とこれらの生産形質との相関を見ると,粒の長いものは穂が長く,地上

部重が大きい傾向が認められるが, 1株牧童や他の生産形質と関係がないことが判る.

遺伝力の計箕 上記の第 1および 第 2群から測定した遺伝分散の倍と個体間表現型分散

の値から,遺伝力を求めたところ,表¶【の如 くであった. 遺伝力の値では材料の相違によ

る差異は明かでない.
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表¶L イネ生産形質の遺伝力

81

草丈 穂長 茎数 穂教 義霊 震当量 3g窟禁霊当

0.4600.3480.3930.3720.172 - 0.078

0.8090.7480.8510.8400.646 - 0.522

0.3630.2470.1770.158 - 0.061 -

0.8990.8370.7710.746 - 0.362 -

雷

■
･f

:.I.･
∵

材 料

= _t ∴ ~

F7系 統 群

瀬 区当り平均個体数15.22 港☆ 区当り平均個体数15.64

65.柑橘の徒長性募集変異 (古里和夫)

温州蜜柑 Citrusunshiuに芽条変異が比較的多く生ずることは一般に知られているが,

それらのすでに報告されているものとは非常に異った芽条変異を 1949年に発見した.それ

について二,三の実験を試み,その結果次のような性質を有することを観察した.

1. 芽集変異株の特性

樹令40年樹の枝の先端にこの芽条変異枝が偶然に発生し,春期発芽の際に1m内外の徒長

性の枝が多数箱状に伸長し,あたかも桜の天 狗巣病に似た外観を呈する.この変異枝は淡

緑色を呈し,組織は軟らかく,枝は下垂し,冬期寒さの ために枝の先端が枯死したり,ま

たは枝全体が基部迄枯死することがある.花芽は形成されず (接木したものでは開花した

が,いまだに結果を見ない)毎年枝条のみ発育を繰返す.葉は一般に普通のものより小さい.

2. 経木試験の結果

この芽条変異枝をネーブルに高接し,砧木への影響について観察したが, 接穂は従来の

特性を失うことなく異常な徒長性を示すにもかかわらず, 砧木の部分へはこの徒長性は全

然影響を及ぼさず,枯木の生育になんらの異常が認められない. しかし前記のようにこの

芽条変異枝を接いだ上に (この枝を中間砧として)早生温州を接いでみたが, これにはや

や影響を与え,徒長とまではいえないが 比較的枝条の伸長が旺盛であることが認められた.

3. 徒長の理由

この突然変異枝の徒長の理由についてはまだ明らか にするまでには至ってないが,稲馬

鹿苗病が異常な徒長性を示すのと非常に酷似した現象のようである. 稲馬鹿苗病の場合は

病原菌の出す Gibberellin が徒長を促す物質として働くが, この突然変異枝の場合, こ

れと同様な物質によって起るのか否か現在検討中である. もし同様の物質によって徒長性

が起るとすれば 菌類によらず突然変異によって起ることがこれによって示され るで あ ろ

ラ.

66･柑橘棄生に見られる≡出集 (古里和美 ･太田泰雄淋･石橋憲二榊)

芸香料に属する Cilrus,Forlunellaおよび Poncirusの3属は一般に柑橘と総称され

る,この中,カラタチ (P.trifoliata)だけが三由実であり,他はすべて単葉である.カ

ラタチの花粉を他の柑橘に受粉してえられる雑種は三出葉となる. しかし】異からえた実

生の間においても,三出葉の形と大きさに相当の変異が見られた.

木原生物学研究所 **興農学魔
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さらに,単葉の柑橘相互の交配をはじめ,単葉の柑橘の白殖, 自然受粉によってえた実

生の中にもしばしば三出葉の生じることを認めた.観察結果を表工に掲げる.

表 工.三出葉実生の観察結果

種 子 ? 起 原 匝植物の肪- 座 実 生 数 f=順 実生数 は 管 長 芋

67.柑祐乗生に見られる倍数性と異数性 (古里和美 ･太田泰独り

柑橘の実生苗から四倍体を得た例は二,三報告されているが, その出現頻度は他の植物

よりも高いようである.その理由はまだ明らかでないが,柑橘では多旺現象が見られ, 多

くの四倍体は珠心細胞から無精的に生じたもののようである.

著者らは夏桂の実生苗を調べて多くの異数体を発見した. これらはいずれも二倍体より

も1ないし3個多い染色体数を有し, またしばしは同一根端において染色休数の異なる細

胞が混在している. (表工)

異数体は多くのはあい葉が細長く,根の伸長も悪く,全般的に生育不良である･これらの異

数体が珠心旺であるか否かほ明らかでないが,1種子から2以上の異数体は得られなかった･

牛木原生物学研究所
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表工.

染色体数(2n)I実 生 数

合 計 5151
*混軟体のはあいは頻度の高いものから順に

吉己した.

5) 夏樫 (C.NatsudaidaiHAYATA)

68.無横柑稀の新知見 (古里和夫 ･太田春雄.)

従来単為結果性の報告されていない下記柑稿に

ついて,自然または実験的に無核異をえた.

1) フク レミカン (CitrusleioearpaTANAl(A)

33果調査した中から2無核異をえた.

2) 八朔 (C.HassakuHoRT.)

多数の果実を調査中偶然 1無核栗をえた.

3) 四季梼 (C.madurensisLouREIRO)

15果調査して1無核果をえた.

4) 文旦×カラタチ (C. grandisOsBECXx

PoncirustrifoliataRAFINESQUE)

文旦×温州(C.grandisOsBECKXC.Unshiu

MARCOVITCH)

前者では4花交配して2巣をえ,後者では2花

交配して 1果をえたが,いずれも無核であった.

なお文且に不受粉で単為結果を起させることはで

きなかった.

種々の植物生長ホルモン撒布を行った中,2,4,5-T(42ppm)および †マ トトーン(30

ppm)によって各 1個の無核異をえた.

6) 九年母 (C.nobilisLOUREIRO)

本種は従来単為結果性のあることが報告されていたが,今回とくに無核果歩合 の高 い

(50-60%)ものを発見した. このはあい,不受粉でも供試16花から4異がえられた.

以上の中, 四季橘では無核栗は有核栗と同じ程度に生育し熟していたが,その他の無核

采はいずれも通常の有核果よりも小異であった.

69.柑格の胚培養 (太田泰蛾や･古里和夫)

多くの柑橘は多旺種子を生じる.このはあい,受精腔は小さく未分化の状態にあり,ふ

つうに播種しては発芽しない.柑橘の交雑育種に際して, まず雑種 (受精耽)の発芽をは

かるために旺培養を行った.

wHITE(1943)の培養液に寒天2%を加え,pH 5,6または7の3段階, それぞれ庶糖

0,2,4または8%,合計12通りの培養基に,単離し滅菌した夏樫の腔を植え,30oCに放

置した.小旺 (長軸 1mm以下)はいずれも発芽せず,緑化もしなかった.大旺 (種子の

約1/2大)はすべて発芽したが,生長は pH6.庶糖0のとき最大であった.このことは冬期

(12月～2月)の夏栓が pH5･糖分 11-14% を示し,晩春 (熟期)に達すると酸性が

弱まり,さらに熟して落果し糖分が減ったとき発芽する自然の営みとよく一致する.

次に上記最適の培養基に微量要素を加えてみた.αnaphtaleneaceticacid(αNAA)と

*木原生物学研究所
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VitaminCは 100-0.01ppm . 2,4-Dichlorophenoxyaceticacid(2･4-D)･2,4,5-Trト

chlorophenQXyaceticacid(2,4,5-T)および VitaminBlは 10-01001ppm のそれぞれ

5段階の濃度とした.小肢はすべてのはあいに発芽せず,緑化もしなかった･ このことか

ら,小肢は単に形態的未分化であるばかりでなく, 生理的にも発育不全であって,本実験

に用いた微量要素の適用だけでは発芽しえないものと考えられる.大肱の発芽と生長はV･

C.0.01ppm の場合が最も良好であった.このことは柑摘果が多量のⅤ･C･を合有するこ

とに関連がある.

70.四倍体ヘチマの繊姓 (古里和夫)

-チマ (Luffacylindrica)の鶴首種をコルヒチン処理により4xを育成し,その繊維の

物理的性状について調査した.

1) 繊維の太さについて

繊維の太さにつき各10回の測定値の平均は表工のように 4x は 2x に比して太い.また

表工.太 さ の 測 定 4ガでは外側はやや太いが,2ガでは内側はやや太い.

内 項 外 側

単位 10-2cm
調査時の相対温度 7oC

〝 湿度 85%

この理由はよくわからないが,4xでは内部の生育が

遅れていて一定の太さに達していなかったのかもしれな

い.

2) 繊維の厚さについて

厚薄不同であるため3カ所を測定した. 測定は mic-

rometerを用い,庄縮変化を求めるために5分後,10分

後の厚さも測定した.その結果厚さは 4x の方が 2x に比べてはるかに大きく,加庄が10

分後は厚さは不変である.(表Ⅱ)圧縮率は 4x の方が 2x よりやや大きい.(表Ⅱ)

表Ⅱ.厚 さ の 測 定

C l平均

単位 1012 mm

表Ⅱ.圧 縮 率

2∬ 14∬

4) 板状の引張り強力と伸度

3) 重さの測定

単位面積当りの重さを測定した結果, 2x は 細 より軽

い.

単位面積当りの重さの測定

4x-･･-且 L=0.043gr./cm2
150

2x--意 -o･030gr･/cm2
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構成する繊維は正交,斜交,分岐等の組合せであるから不均斉であるが, 測定の結果,

縫方向の強力は横方向に比べて約2倍であり,湿潤状態では一般に強力は減少する.2xと

4xでは強力は大差は認められないが,乾燥時の伸度は後者が大きい. (表Ⅳ)

表Ⅳ.強力の伸度の測定

試 料 の 状 態 測 定 方 向 強力(kg)伸度(%)

4x

強力(kg)伸度(%)

乾 燥 時
経 方 向

横 方 向

5.5 10

3.1 18

5.7 18

2.8 24

湿 潤 時
経 方 向

横 方 向

5.0 22

2.3 17

第 3 研 究 室

71.イ奉還液晶種間雑種における稔実率の変異の分析 (岡 麓-)

遠縁のイネ2品種間の F2および戻し交配における分離比の変化と稔実率の変異を配偶

子発育遺伝子の仮説に基いて説明を試み,観察結果はよく仮説に適合することを認めた.

供試材料は品種 414(P.T.B.10,インド型)と 563(木下稀,日本型)である.まずF2と

戻し交配とにおける稔実率 (正常花粉率)の変異を正逆交配の問で比較した (カイ自乗法)

が,有意な差は全く認められなかった (表 Ia).したがって供試品種間の細胞質の差は雑種

における不稔性の発現に関係しないと考えられる.

F2および戻し交配ともに,モチ遺伝子 gl(563に由来する) に対してウルチ遺伝子+

(414に由来する)が著しく多くなった.Fl における配偶子の比率は戻し交配の分離比か

ら80:44,または 1:0.55であった. その原因としては,F2においてモチまたはウルチ

の同型接合体よりも異型接合体の中に不稔性の個体が著しく多いこと,戻し交配にも同様

の傾向があること (表 Ib,C)から,配偶子発育遺伝子が + :glに連鎖しているためであ

ろうと思われる(岡 1953.育種学雑誌 3:31-39参照).品種 414および 563の遺伝子型

をそれぞれ+-Ⅹ 1x2および gl-Xx2と仮定すると,gl-Xlまたは +-Ⅹ1の租換率P

は戻し交配の分離比から 0.0645と推定された. これから Fl配偶子W_おける各種遺伝子

型の頻度を計算すると戻し交配 FIX563において 十glおよび glgl個体群に含まれる半

不稔性個体 (仮定された 1組の配偶子発育遺伝子による)の頻度はそれぞれ 0.483および

-0･061と推定される. この 1組の配偶子発育遺伝子以外の原因による稔実率の変異は正常

分布に従うと仮定して,+glおよび glgl個体群における稔実率の分布を計算し,観察

結果と比較すると,両者ははば一致することが認められた (表Ib,P>0.05).

F2においてほ,一般に配偶子発育遺伝について2重優性(Ⅹ1Ⅹ2)をもつ花粉は受精率

が低い傾向がある (岡 1953,育種学雑誌 3:23-30参照)ので,glと Ⅹ1との粗換率を

0.0645としてその受精率 1-Sの値を分離比から計算すると S-0.836が得られた. これ

らのPとSの値から,++,十glおよびglglの個体数を計算すると,観察された分離比
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表 工.イネ品種 414と 563との雑種における正常花粉率の変異

正 常 花 粉 率 %
交配狙合せ

100 90 80 70 60504030 20

a. 正道交配の比故

b. 戻し交配 FIX563における分布

C. F2rLおける分布

+ +個体群

+gl ,/

glgl I, ト … 1≡ :2 42 43 2: ; 2!…3::72:三:2

合 計

期 待 数

19 23 80 10 6 7 8 5 2

14.4718.8417.5816.6313.679.285.442.731.36

表Ⅱ･戻 し交配と F之におけるウルチ :モチの分離比

交 配
連 伝 子 型 個

++ +gl glgl &

(414×563)×563 35 20 55

(563×414)×563 20 12 32

(414×563)×414

(563×414)×414

414×563F2

563×414f■2

F2 合 計

期 待 数

3

2

3

4

7

8

1

1

1

1

2

343

7

5

2

8

0

4

3

2

6

094

20

17

9 54

4 46
13 100

16.57

x2-4.80

P〉0.05
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に適合することが認められた (表Ⅱ).また稔実率の分布においても観察と期待は-致した

く表王C).

上記の試験結果によると, この品種組合せにおける分離比の変化とそれに伴う稔実率の

変異とは配偶子発育遺伝子の仮説を支持する一つの例として役立つと思われる. なお本研

究では稔実率としては環境変異の少ない正常花粉率を用いている.

72.イネ遼簸品種の戻し交配拭験,母体と配偶子との遺伝子型の相互作用 (岡 霧-)

イネ2品種,414(P.T.ち.10.インド型)と504(台中 65号,日本型)を用い,後者を

反覆親として,戻し交配をくり返した.これら2品種の Flの結実率は 20%～24%で正逆

交東の間に差が認められない.戻し交配の初期世代 (Bl～B4)では結実率は 10%～80%の

変異を示し 30%～50% の個休が多かったが,後期世代 (B5 以後)では 30%～50% とな

り,戻し交配をくり返しても結実率は改善されなかった.B5 では約 67%,B6では83.5%

の個体は反覆親と全く同様の染色休組合せを持っているはずである. 事実,それらの植物

は形態的に反覆親 504とほとんど区別できない程度に似通った. しかるにそれらの植物が

一様に Flと同じ程度の不稔性であることは, この種の戻し交配試験にしばしば見出され

る細胞質の差による不稔性を暗示する.

しかし表工に示すようにそれらの半不稔性個体を自殖すると次代植物の大部分は完全な

稔性を示した. また反覆親 504を母休として半不稔性個体を受粉すると,細胞質も反覆親

と同一になるはずであるが, その次代は相変らず半不稔性であった.したがってこの不稔

性が細胞質の影響によるのでほないことが判る.

表工.イネの戻し交配試験における稔実率の変異

頼 実 率 個数
90 80 70 60 50 40 30 20 10

FI

B3 (8 系 統)

B5 (5 # #)

B6 (6 系 統)

504×B5(6系統)

BSF2 (6系統)

1

6

1

8

21

3

5

2

0

1

1

3

1

1

2

6

6

5

3

1

4

1

4

2

日
U

Hu

H
H

2

1

3

3

4

4

3

11

2

8191

l

1

7

0

3

3

このような不稔性の遺伝は遺伝子 A:αがあって,母体組織が Aをもつときはαをも

つ配偶子が退化すると仮定すると簡単に説明できる. 親品種 414および 504の遺伝子型

をそれぞれ AAおよび ααとすると,Aαは 50% 不稔で,Aα×ααからほAαだけが

生じる.ここに仮定した遺伝子 A:aはいくつかの連鎖した遺伝子の群かも知れないが,

1対であるとすると A aのほかにこのような配偶子選択を起さない複対遺伝子がいくつ

か存在し,Aから αへの変化はいくつかの段階を経て起ったのであろう. 上述のような

遺伝子の存在を確かめるにはもっと多くの実験が必要であるが, この戻し交配試験を見る
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とイネ遠縁品種の間には従来筆者が指摘した配偶子発育遺伝子, 重複稔実性遺伝子の他に,

さらに異なる型の配偶子選択機構が存在するように思われる.

73.イ皐におけるポリジーンの人為突然変異 (岡 恵一 ･林 二郎*)

イネの純系種子を対照区,6,000rおよび 12,000rのⅩ線処理区の3区に分け,それぞれ

をⅩ4世代まで集団的に繁殖し, その間に形態的変化や不稔性などすべての識別できる変

異を除去して,外見正常個体だけを残した. F4から各区75個体を無作為的にとって,3回

反覆の裂区法で試験し, 出穂期と草丈の変異を調査した.その結果,変異は正常分布をな

すこと,集団の平均値は処理によって変化しないが, 分散は増加することが認められた.

また選抜試験を行ったところ, 処理区は対照区より大きい遺伝力を示すことを認めた.こ

れらの事実はポリiy-ンの突然変異が正負の両方向に略同様の頻度で起ることを意味する.

1,000r当りの遺伝分散増加率は,出穂期では 0.015(日),草丈では 0.084(cm)であった.

74.イネ種子の腔培養における抗生物架の利用 (岡 蕎- ･高橋成人)

植物の旺培養の際,材料の完全な消毒はその生活力を害するおそれがあるので,雑菌感

染に対する一つの処置として抗生物質の利用を試みた.WHITE 氏無菌培地を消毒しない,

または不完全に消毒した玄米粒で汚染し, 市販のぺニVリン (P), ス トレプ トマイVソ

(S),クロロマイセチン (C),アイロタイVン(Ⅰ),tリコマイVン (T), またはそれらの

組合せを加え,その上に水稲奥羽200号の消毒しない, または不完全に消毒した腔を培養

した. その結果,表工に示すように,クロロマイセチンの単独使用はやや効果があり,上

記の抗生物質数種を混合した場合には著しい効果があることが判った. 少量の抗 生物 質

表工.各種抗生物質による旺培養の感染防止の効果

漂詣 墓び J 抗 生 物 質 l感染日 15系譜 響 順 始引 幼5豊後成責量酢の消毒 l lJし こ⊥ l'L' 界 l'iSLl不 Hr 細蘭 カビ I開始日 I幼芽 幼 根

*大原農業生物研究所員



研 究 業 績 89

(試験管当り 2mgまたは 100単位程度)は発芽や幼植物の成長に殆ど影響しないが,大

量 (40mgまたは,2,000単位)ではストレプトマイVン,クロロマイセチンおよびアイロ

タイVンほ発芽と成長を抑制した.

75.台湾野生稲集団の簸轟,特に種子の発芽の変異について (高橋成人 ･同 意-)

年報第6号 (1956)において岡は, 台湾野生稲集団が種々の遺伝子について-テロであ

ることを述べ,且つ亡の長さ,穂の形,種子の形等について A.Bおよび C集団間に有意

の差異が見出されることを指摘した. 本報は諸形質の集団問の差異,特に植物生活環の一

環として重要な鍵を握る種子の発芽様相を中心に観察した.従来の多くの知見によると,

種子の休眠性は,環境条件に対する適応生活型と解され,野生植物では特にこの性質が著

しいことが認められている. 台湾野生稲においてもかかる休眠性を具備することが認めら

れるが, 以下に発芽性の変異と他の形質との関係について述べる.発芽試験は常法により,

概要を除いた種子で行った.

1) A.B両集団間における藷形質の差異

出穂期,分嚢の角度,茄の長さ,己の長さ,葉舌の長さ,粒の形(長さ/幅,長さ×幅×厚

さ)および休眠性の程度につき調査したところ,葉舌の長さを除き, いずれの形質も集団

間に有意差を示すことを認めた.

集団内系統平均値問の変異係数は,出穂期 75･3%,薪の長さ 48.6%,休眠性程度 45.6

%,己の長さ 33.3%,葉舌の長さ 20.7%,分糞角 10.7%,粒形 (長さ/幅) 4.6%,(長

さ×幅×厚さ)7.7% であった. これらの数字は野生稲の集団内の変異の大きいことを示

している.

2) 種子の休眠性と発芽温度

当研究所において供試個体の全部が出穂を完了したが,種子を形成したものは秋冷のた

め 37.5% にすぎなかったので,休眠性を検定で出来たのは 37個体であった.

発芽試験には,30oC恒温,20oC恒温および 30oC と 20oC問の温度交換 (30oCに.8

時間,20ccに16時間)の3区を設けた.収穫後種子は乾燥貯蔵 (デVケ-タ-中20oC保

存)されたが,貯蔵後20日で休眠が解けはじめ発芽率が高くなった (収穫直後と20日後と

の差は 1.0%水準で有意).しかし栽培稲では乾燥貯蔵30日 (200-30oC)を経れば直ちに

完全に発芽するのが普通である.野生稲においてほ高い発芽率は,40日貯蔵したのち置床

して,置床30日後にはじめて見出された. このように栽培稲に較べて野生稲は休眠性が高

いことが認められる.

休眠種子の発芽に対する温度の影響を見ると,収穫後40日までは 20oCより 30oC区の

方が明らかに発芽率は高い (表Ⅰ)が,30oC区と温度交換区との差は認められなかった,

また表工で A.B両集団の休眠性を比較すると,B集団はA集団より収穫時の休眠性が

強いが,時間の経過に伴う休眼の解け方はB集団の方が速かった･しかしA･B共に著しい

集団内の変異が見出された.収穫後20日の種子を 20oCで試験したときの発芽率で休眠性

を表示すると,その変異は表Ⅱの如くであった. 表ⅡからB集団は特に集団内変異の大き

いことが判る.
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表工.台湾野生稲種子の貯蔵期間と発芽温度の差異による発芽率の変化

表Ⅱ.台湾野生稲集団内の休眠性程度の変異

這＼竺Io

A l
10 20 30 40 50 60 70

80 90 100l綿&
1 1 1 4 5 3 2 117

B l 1 2 3 1 2 1 2 3 1 4 I20

3) 休眠性穣康と他の形賞との相関

休眠性 (収穫後20日,20oCの発芽率 Arc･Sin変換) と他の形質との相関を調査する

と･相関係数が有意性を示したのは出穂期 -0･437,葉舌長+0･323(5%水準)であり,

出穂期の晩いものほど,また葉舌長の短いものはど休眠性が高い傾向が見出された.

76.台湾野生稲の休眠驚霞の条件 (高雄成人)

新鮮なときにのみ休眠性をもつ種子は･乾燥貯蔵紅より休眠を覚醒することが出来,多

くの植物の種子がこの型に属する･ しかしながら湿潤な環境に生育する野生稲においては,

かかる条件は自然状態では求め難いと思われる･ この見地から休眠種子の湿潤条件におけ

様相について以下に述べる観察を行った.

1) 20oC漣潤状態においた壇子を30oCへ移行する畢鹸

20oC の恒温発芽条件に保った種子のうち,30日を経てもなお未発芽のものは一種の湿

潤貯蔵種子と見徹してよかろう･ これを 30oCに移すとその 38% が時間内に急激に発芽

した (表工).したがって湿潤状態でも時間の経過と共に休眠が覚鮭するが,低温ではなん

らかの原因のため末発芽に止まったと考えられる･ またその置床の筋に水洗すると発芽率

は63%に高まった･水洗の効果は20oC 湿潤貯蔵中に生ずる種子の代謝物質もLt:は発芽

表Ⅰ.台湾野生稲休眠種子の処理による影響
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阻害物質の除去によるのであろう.

2) 土壌中埋蔵試験

自然状態において野生植物の種子が落下し,土壌中に埋蔵され一定期間の後に発芽する

ことは屡々見受けられることである.供試野生稲のうち休眠性の高いと思われる5系統と

栽培品種4系統を用い,30oC および 20oC 恒温温室内において溢水並びに畑状態の土壌

中に30日間新鮮種子を貯蔵したところ,30oC満水下で野生稲は平均 5.3%,栽培稲では平

均 97.2%の土壌中発芽を示した.20oC湛水下では野生稲,栽培稲ともに30cc区より発芽

率がやや高い傾向が認められた.畑状態においては逆に,30oC貯蔵が 20oC貯蔵より土壌

中発芽率が高い傾向があった.

次に土壌中の未発芽の野生稲種子を対象とし,概数をとり30oC で発芽試験を行ったと

ころ,24時間後に 30oC 埋蔵区 99.4%,20oC埋蔵区 100% の発芽を示し,土壌埋蔵が

休眠性を覚醒するために顕著な作用をもつことが窺える.

これを同一系統の野生稲の20oC乾燥貯蔵30日後,および20oC湿潤貯蔵30日後に30oCお

いて,24時間に発芽するものと比較すると次の如くである.

土壌埋蔵 100.0%

湿潤20oC貯蔵 38.2%

乾燥貯蔵 36.4%

湿潤置韓に際し水洗 63.3%

すなわちとの休眠覚醒は,土壌埋蔵中に生ずる種子の代謝物質若しくは発芽限害物質が土

壌粒子に吸着または拡散されることにより除去されるのであろう.

しかし土壌中で野生稲笹子が休眠覚醒の状態にありながら未発芽状態を維持することは

一つの適応的特性として注目される. この性質は栽培稲では明らかでない.この間題は土

壌中埋没種子の寿命の問題と共に生体酸化の機構から探究する予定である.
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F. 変 異 遺 伍 部

第 1 研 究 室

77.放射線ならびに放射漁防禦物資 (M.E.A.)と核酸代謝に関する研究 (山本五郎)

放射線の生体に対する感受性を組織核酸代謝の面から調べて,MEA(Cysteamine)の放

射線障害防禦効果をこの核酸の生合成の状態から推知せんとして研究を行った.

生後90日内外の雌性マウス Fl(NHxCBA)系 32頭を用いた.核酸定量には胸腺およ

び牌臓を摘出し,それぞれ各個に核酸成分をScHNEIDER法にて抽出し,DNAをヂフェニル

アミン反応,RNAをオルVンHCl反応で呈色させ,此色法にて定量した.その測定結果の

1- 4日間の経過を,対照に対する百分率として図 1,2にあらわした.

(I r り : I

- MEA+Ⅹ線 (300r)---食塩水+X線 (300r)･重さ ×DNA △RNA

図 1.胸腺の重さ,全DNAおよび全 図2.牌臓の重さ,全DNAおよび全
RNA量の変化 RNA量の変化

放射線を生体に照射すると,胸腺,牌減はともに感受性がきわめて高度で,上図のよう

に 300r全身照射で第 1日に重量は 30-40% に減少し, 核酸量は 20% 内外に減少する

この核酸量の減少ははば臓器の重さにも比例している.一方 MEA0.15mg/体重gのみの

投与でも,24時間後に全核酸量が 80% にまで減少する. この MEAの直接的な生休へ

の障害が第 1日より2日にかけて強く影響し,全 DNA量の両群の減少率は近接化を来た

し,第2日に見られる全 RNA量の減少率の一時的逆転値が出るものと思われる.然しX

線 300rの核酸合成に及ぼす障害は MEAの一時的障害よりもより急速に,早期に高度に

発現し,第4日以後の核酸合成は MEAの前処置により有効に促進されることを知る.

78.繁殖成練よU見た助苔および成熟ハツカネズミの γ線長期照射に対する感受性につ

いて (菅原 努 ･杉浦寡惹 ･土川 汁 ･EIl中書蔵)

前年度にひきつづき,ノ､ツカネズ ミを用いて γ線長期照射の場合の突然変異率を求める
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実 験を行っているが, その際性細胞分化の各時期の照射によってその繁殖成績が著しく異

ることがわかったのでその点をやや詳しく検討した.

照射方法は前報と同様にJy線照射室において動物を飼育しつつ,1日 22時間照射した_

照射量は約 80日間に 450rのはかに, 1日に 7.3r,約 70日間に 366rのものも行った.

ノ､ツカネズミは CBA系を用い,交配には NH系を用いた.CBA系は受精直後より胎児

をへて成熟に至るA群と,成熟B群のほかに, 出産直後より照射のC群,生後 20日の離

乳より照射のD群に分けた.

照射終了後3カ月間の交配結果をまとめて表工に示す.表工に示した項目のほかに,NH

系のもつ3個の劣性遺伝子座に関して野生型である CBA系に見られるべき劣性突然変異

を詞べたが,全 819例では当然のことながら見られなかった.また照射後の時間的経過と

してほ雄は次第に正常に回復する傾向を示し,雌は反対に次第に不姫率が高くなった.

表 Ⅰの結果は, 1腹子数から見れば線量とそ の減 少 率 との関係 は SNELL (1933),

HERTWIG (1938)らのX線 1回照射の presterileperiodのものとほぼ一致している.性比

はB群雄は予期される偏りを示すが,一般には成績はまちまちである.

発育時期と感受性については, 雌はいずれも最後に不姫になり易いという点で雄より高

いが, 雌自体としては幼君のもの程高い規則性が見られた.雄はこれと丁度逆の傾向を示

すが,D群が結果としては例外であった.

表工.照射後3カ月間の総合結果

照射線量 辞 任 霊 雷 雲 晶 質講 書軒 要 冥字謂 芳墨 性 比

450r

366r

A

B

C

D

8 31 0 5.55 81.7

9 34 100 / /
8 20 40 4.42 65.2

9 12 8.3 4.83 71.2

8 13 15.4 5.2 77.1

9 18 88.9

8 9 88.9

9 13 61.5
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Or 23 / 6.78 100 54.5

79.各種ビタミン,有梯 Thiol基化合物による放射線防禦の研究 (橋本暫明*)

各種ビタミン,有機 Thiol基化合物質の中より,動物体内において特に放射線防禦の効

果がありそうな物質を探究し,今後それらの薬剤について詳しく追求するためのスクリ-

≠特別研究生,東芝富士工場診療所医師
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ニソグの意味で実験を行ったものである.

実験動物は純系マウス ddxC57-BL/Flで. 生後 40日 (または 60日)のものを使用

し,X線照射にあたってほ,直径 28cm のアルミ円板上に放射状に8個のアクリル樹脂製

円筒を置き,その中にマウスを固定し, 円板が緩やかに回転して線量が一様になるように

した.X線は,管電圧 160kvp,管電流 3mA (または 25mA),フィルター 2.OAl(また

は 0.3Cu+0.5Al),拒離 50cm で,線量 680rまたは800rを全身一時照射し,マウスの

雌雄はなるべく同数になるようにした.実験の種類および 680r照射の場合の結果を表工

に示す.欠乏食投与法は,VBl-鈴木研究室飼料,VB2-Vヤーマン飼料を離乳日より照

射日まで授与し,以後正常食にもどる群 (欠乏食前),照射日まで正常食で以後欠乏食に戻

る群 (欠乏食後)に分け,過剰とは, 薬剤を照射前または後 30分に 1回腹腔内か筋肉内

に注射する.照射静後の体重の変化, 照射後 28日間の生存率および薬剤の中毒性を観察

した.

体重の変化は,MEAを除き照射棟は漸減する.MEA は対称よりも一時的に体重減少

するが,再び漸増し照射師よりも増加して来る. 生存率は,各種ビタミンでははら

表王.X線照射に対する各種ビタミンおよび防禦剤の効果

(生存率,薬品致死率,平均生存日数)
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つきが多く結論は出せないが,VB11-2mgまたは VCの過剰授与群においてはやや効

果があると思われる.有機 Thiol基化合物質の中 MEAは中毒死が認められたが著効が

あり,800r照射群でも 100% の生存率であった.AET は 800r照射では,単独では効

果は少く生存率Oであったが, パントテン酸と混合して授与した場合は, 生存率 80%で

MEA に次く効果を認めた.

80.X換照射によるショウジョウバェ致死作用の組織培養挙的分析 (菅原努･掲川正克)

キイロVゴクiyヨウバエ(D.melanogaster)も他の多くの生物と同様にⅩ線照射に対す

る感受性は発生時期と線量によって異るが,一般現象として蛸化の遅れ,羽化率の低下を

きたし,特に発育初期に大量照射した場合にのみ早期死亡を里す. また蛸化に遅れをきた

した幼虫では,対照区に比して極度の体重増加があり,一見 BRIDESの巨大致死幼虫 (1gl)

の雑種と近似している. 以上のごとき現象を分析するため,無菌的に飼育したVヨクL7才

クバエの三令幼虫に種々線量のⅩ緑 (160kvp,25mA, lmmAlフィルター,370r/min,

30cm)を照射し,その後各種組織器官を合成培養基中で被覆法により交換(移植)培養し,

その生長分化率より各組織器官のⅩ線感受性度合を調べた. 結果の一例 として,野 生型

Oregonについての結果を表王に示す. この表で従来の実験結果から昆虫組織器官の生長

分化促進物質は大きな意味で変態ホルモンと考えられている故, ホルモン源としてホルモ

ン分泌器官である cephaliccomplexおよび BUTENANDTの方法で silkworm から抽出

した油状変態ホルモンを用いた. なお生長分化皮は眼原基の生長,分化率で決定した.

表工.X線照射を受けた組織器官の培養後の生長分化率

証) (照)と記したもののみ 0-25,000rを照射

C.C-Cephaliccomplex:D-Differentiation:G-Growth

上表からわかるごとく,正常な cephaliccomplexを同時に培養すれば照射した限原基

は容易に放射線の影響を示さず,25,000rで初めて完全な形態形成能を失う. 一方 ceph-

aliccomplexは 3,000rの照射によって眼原基の単眼形成能 (分化能)が認められなくな

る.このことは,放射線によって内分泌器官が不調和なホルモン分泌をきたし, 結果とし
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て二次的に限原基の形態形成に支障をきたすことが明らかとなった. なおキイロVヨクiy

ヨクバエの野生型のOregon,Canton-S,高知,Samarkandと,限形限色突然変異系統の

bw,W,V,cn,vbw,cnbw,Bar,♭ar-3,Dp/In(3L,)p,In(3R)C,sbel(3)eの

13系統につき,同じ条件にて生休のまま照射し,その放射線感受性を調べたところ, 系統

により差があることがわかった. そのうち最もX線照射に対して鋭感な bar-3変異体で

は他の系統に比して内分泌器官が最も侵されやすいのであろうと考えられる. また変態ホ

ルモン自体には 25,000rの照射によってもその作何に全く影響が見られなかった.

この内分泌器官が放射線により第一に侵襲を受け, しかもそれが機能異常の形で先ず現

れることは,生物学的作用機構の上からきわめて興味がある.

81.乾燥横紋筋に見られる新しいⅩ線喝折点 (予報)

(菅原 努 ･大沢正義*･上住商∧男*)

弛緩状態のまま乾燥した横紋筋は子午線上に 5.1A.赤道上に 9,6A の廻折点を有する

.aケラチンときあめて類似した,広角X線廻折像を里することがフィルム法によって前か

T7 15 13 L) 9

図 1.乾燥筋のⅩ線廻折線曲線

a.弛摂状態で乾燥した生筋
b,原長のまま乾燥した死強直筋
C,乾燥,粉末にした生筋
d,乾燥.粉末にした死強直筋
e, 乾燥アク トマイオVソ

ら知られている.筋の収縮性蛋白と考

えられているアクトマイオジンも,膜

状にして乾燥すると同様の廻折像を里

する.これらにもとづいて AsTBURY

は,彼の有名なαケラチン型の分子模

型を提案した.しかしその後特別な場

合にもつと多くの廻折点がえられるこ

とが LoTMAR,および PICKEN の

報告以後認め られ る よ うに な り,

PAULINGおよび CoREYはこれにも

とづいた線維状蛋白の螺旋状構造模型

を按案した.われわれは,自記式Ⅹ諌

廻折装置を用いて正確な廻 折点 の位

置,その山の形等を再検討すべく,衣

兎横紋筋について研究した.比較のた

1 めに,SzENT-GYORGYの方法によっ

20 て得たアクトマイオVンを何度も再沈

澱を行って精製した後,充分に水洗し

て塩を除き,冷凍乾燥したものについ

ても行った.また筋については線維軸

に対する廻折の方向性が問題になるの

で,乾燥した後すりつぶして粉末にし

* 三重県立大学医学部

たものを用いた.X線は 40kvp,Ni波過により CuKd線を用いた .
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以上のいずれのものについても,廻折曲線において 5.1A の山は認められずそのかわり

約 5.9Aにきわめて明瞭な山を認めた.曲線の一部を図 1に示す.このほかに 3.74-3.7A

の間に明瞭な山がしばしば見られ,更に場合によってはこのほかに数個の山が現われた.

ここではまず,最も多くの場合に見られ, しかも明瞭なものとして5.9A の山を中心にし

て図示した. これが収縮性蛋白以外のものではないかという疑問は今まで知られている廻

折図から当然生じるであろう. 最も可能性のあるのは生筋の乾燥によって生じた無機塩の

結晶の混在であるが,HANAWALT の表によって調べたが生体に存在しうると考えられる

もので,ここに見られたのと同じ山の組合せを示すものは見られなかった. 筋膜のような

非収縮性蛋白によるものではないかという点については,決定的な反証はないが,筋線維軸

に対し垂直方向のみならず軸方向にもほぼ同様に認められること, および低いながらもア

クトマイオVソにも見られることなどから,生体内におけるアクトマイオ,yソの特殊構造

によると考えた方がより妥当であろう.この廻折点と分子構造,更には収縮機構との関係

については今後の研究にまたなければならないが,今までのように 5.1A の線維周期を筋

に適用するのは正しくないのではないかと考えられる.

82.高圧撮影法に関する研究 (菅原 弊 ･中村 実り

X線撮影における管電圧を 100kvp以上にして掘影する場合の実際的な利点を,損影技

術および臨韓の面から検討した.高圧揖影においてほ患者の被曝線量は減少し, 性腺の受

ける線量も少くなる.撮影技術上はフィルムの取扱い,散乱線の除去などに充分注意する

必要があるが,それらを完全に行えば診断上,きわめてすぐれた写真がえられる. (日本

放̀射線技術学会誌 特輯第 2号 22.-56,1957)

83.生体構成物架に及ぼす放射線の影響,II.特に高分子電解巽を中心として

(菅原 努 ･杉浦嘉意)

vsp/c CMCo.05%5,000r 放射線による突然変異の機構の解明において,放射

ド

線とDNA分子との相互作用は,重要な問題であり,

細胞分裂の各相におけるいわゆる放射線感受性もまた

非常に興味ある問題である. 前報においては, Na-

CMC.(CMC:carboxymetbylcelluloseの略)溶液

に,Ⅹ線 (160kvp,doserate250r/mi n.～1,500r/min

.) を照射して,その影響を粘度変化で調べ,粘度の

低下と構造粘性の消失が起ることより,CMC､分子は

DNA 分子等と同様 degradationを起すことを明か

図 1.MKCl｡:gr/100｡｡ にした.今回は放射線照射時の分子の形状 と分 子 の

degradationの関係をNa･CMC(M.W･-29×104,エーテル化度,0･77)cellulosesulp-

hate (M.W.-42×104,エーテル化度,2.32)DNA (WorthingtonBiodlemiCal Sales

Co.製)の溶液を対象に選び,塩濃度をそれぞれ 10-1,10~2,10-3,lo一lM,および0に調

*三重県立大学医学部
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整し,これにX線を照射して,Ubbclohode改良型の粘度計を用いて測定した.ただし,粘

度測定は,すべての試料の塩濃度を 10-IM にして行った.実験結果を図 1,2,3に示す.

実験結果はいずれの場合も塩濃度の高いほど粘度低下の度合は少いが,DNA 分子の場合

紘,形状による放射線の影響の差違ではなく,塩の効果のみと考 えて よい. このことは

CMC,cellulosesulphate 分子は塩濃度を高めるに従い,棒状から,糸まり状に変化する

が,DNA 分子は塩濃度にあまり関係せず,剛体的な棒状を里しているからである.CMC,

cellulosesulphateの場合は,DNAとは異った曲線が得られ,形状による放射線感受性の

差違および塩の効果と考えられる.しかしながら,これによって, 細胞分裂の際,染色体

の分裂の時期が,放射線感受性が最も高いという事実を説明することは妥当でない.

第 2 研 究 室

84.雑物の放射線感受性 (藤井太朗)

各種植物の桂,属,変種間, あるいは倍数性などによる放射線感受性の相違を決定し,

あわせて遺伝学実験上,育種的利用のための最適照射量を決定するために実験を行った.

A.栽培植物に対する乗鞍 10数種の植物の休眠種子に対し,照射は 60Coの γ線によ

り線量は 10krから 100krまでを照射し,また比較としてⅩ線も使用した.照射量に比例

して発芽歩合が徐々に低下するもの (ダイコン,-クサイなど)と急激に低下するもの

(イネ,コムギなど)とあり,またダイコン,ダイズなどでは 100krでも子葉までの発芽率

は変らないが,大量照射の区では本葉の出る個体は非常に少い. したがって致死線量の決

定は本葉の発芽によって調べるべきであろう. コムギ, オオムギ, タバコについてX線

γ線との影響を比較した.コムギ,オオムギではこれらの間に顕著な差異はみられなかっ

たが, タバコではγ線の方が非常に影響が大きいことがわかった.LD-50に相当する線

量は現在までの結果では,ソバ 20kr,オオムギで 60-70kr, ダイコン (二倍体)40kr,

ナンキンマメ 70kr,ダイズ 50kr,コスモス 100kr筋後であった.

B.ムギ輝に対する奏鹸 コムギで二倍体 (2変種), 四倍体 (3変種), 六倍体 (5変

種)およびエLyロブスの二倍体 (2種),四倍体 (4種)の休航種子にそれぞれγ線を 10,
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20,30,40および 70kr照射して,倍数体とともに変種問の感受性の差を発芽率,芽生の

伸長について調査した. 結果の一部は表tに示すようにコムギでは二倍体が最も感受性が

高く, 四倍体と六倍体との間には顕著な差がみられないことは前年の予備実験と同じであ

り,さらにエLyロブスでも二倍体が四倍体に比べて感受性が高い. またコムギで は同 じ

二,四,六倍体の問では野生型かそれに近いもの (T.aegilopoides, T.dicoccum, T.

vulgare)の方が栽培型 (T.monococcum,T.durum,T.JUulgare)に比べて感受性が

高く, エLyロブスでは同じ四倍体でもゲノム構成の相違によって感受性が異なるようであ

る.四倍体と六倍体との問では差が明らかでないが,コムギ, エiyロブスの倍数性は異質

のゲノムによるものであることのためであろう.

表 工.

種 名 12n l梼 準 E20krl 30kr l 40kr l 70kr

85.水稲に対する放射線の生育陣垂 (太田 孝)

水手ii;'lこ対するγ線の生育障害について種々の実験を行い,放射線突然変異利用の育種に

おける線量決定とか,照射条件について参考資料をうる目的で行った.

線豊と陣専 農林 17号の乾燥種子に γ線で 2.5,5,7.5,10,20,30,40,50,70kr

照射を行い,28oCの調節温室に播種した結果は,発芽に対する影響は 40krでも標準と大

差がなく 50krで 60%,70krでも 22% の発芽をみているが,生存個体歩合(播種 1カ月

級)では30kr以上に減少の傾向がみられ,線量が増加するにつれ急激に減少し,I.D-50は

45kr付近に,LD-100は70kr付近にみられた.草丈の伸長障害ほより低い線量,すなわち

20kr以上に明らかに減少がみられ,乗数については生育初期には 30kr以上に減少が一時

的にみられるが,その後生育がすすむにつれて逆に線量の多い区が葉数を増加した.

磯子年令と放射線感受性 昭和 31年産と昭和 32年塵の水分が 同程度の乾燥種子に対

し,それぞれ 10,20,30,40,50,70krのγ線照射を行った結果は,標準に対する生存

個体の減少歩合が古種子の方が少くて感受性が低くなった. これは種子の加令による本質

的な変化に基づくものでなく, 古種子の発芽が新種子に比べて長期間かかって行われたこ

とによるようである.

播種後の温度と時事 前記のことを確めるため, 30,50,70krのγ線照射した種子を

28oC と 20oCのところに播種した結果は,50,70krで生存個体歩合と草丈について明ら

かに温度が低くて発芽が徐々に行われた区の方が障害が少かった.

磯子水分と放射線感受性 種 子 を 0時間 (水分 13.7%),4時間 (21.9%),12時間
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Z7.4%),24時間 (31.1%),48時間 (35.0%),水に浸漬したものに 0,5,】0,30,50kr

の γ線照射を行った結果は,障害の程度を生存個体の草丈の総和でみると,浸漬時間の多

い区はど生育障害も大きく現われ, そのふえ方は無浸演に対する4時間浸演で急に増大し

ていた. これは浸漬後 4時間ぐらいまでがもっとも吸水速度が早く種子水分が急激に増え

ていることと,4時間ぐらいで腔の水分が飽和に近くまで吸水されたためと思われる (22

%前後で水稲は発芽可能となる)｡

水稲の根に及ぼす放射線の影響 根長が約 1.7cm にのびたものに 0,4,12krの γ線

照射を行って,その後の根の伸長を調査した結果, 種子根の放射線感受性は乾燥あるいは

浸漬種子より著しく高く4krでも障害が現われ,根については種子根の伸長抑制もあるが,

もっとも著しいのは枝根の発生および伸長抑制で 12krでは,ほとんどその発生が認めら

れなかった.

照射後播種までの日数と陣普 20,30,40,50, 70krの線量を播種酷 75日と 15日に

γ線照射したものを比較した結果は,2カ月間ぐらいの差では生育初期における放射線障

害にほとんど有意藍がみられなかった.

86.水稲.メEIンの発芽およびバレイショの生育に及ぼす放射線の影響 (川島昭二)

水稲乾燥種子を 60CoによるJy線で照射し (20,40,50,60kr),室温 15oC,湿度 60%

に 68日貯蔵後播種したものを,播種直前照射のものと比較すると, 直前照射 の ものは

50krまでほ発芽に及ぼす影響は大きくはなかったが,貯蔵した場合は 50krから急激にそ

の影響がみられた.すなわち,直舘照射の 90% 以上の発芽率が 60% に低下し,発芽勢

は 80% 前後のものが 40%前後まで低下した.この実験結果から照射後貯蔵した場合は,

40krまでほ有意の変化がみられず, 50kr以上の高線量を境にして貯蔵による生理的影響

が増大されるように思われる.播種直前の LD-50が 50-60krにあるのに対し,貯蔵に

より 50kr前後に低下した.そのた水稲については,高低温貯蔵の温匠前処理,食塩水前

処理の放射線影響の実験を行った.

メロン乾燥種子に 10,15,20,40,70,100,150krのγ線照射を行い,発芽および芽

生の伸長を観察したところ,草丈伸長は対照に対し,5,10krでは4.-5% の成長促進効

果がみられ,20kr以上においてほ,線量の増加に伴って障害が増加し,100krでは対照の

65.5%,150krでは 10.9% であった.150krにおいては子葉のみにとどまり,本葉はみ

られず,生存個体も播種後の日数経過とともに減少した.LD-50は 100-150krの間にあ

るものと思われる.しかし発芽に及ぼす Jy線の影響は低く,150krにおいても 80% の発

芽率がみられた. 芽生の第 1本葉に淡緑色不整形の斑入り葉がみられた個体 の割合 は,

10krで 10%,70-100krでは 40-50% であり,線量増加と相当高い正の相関がみられ,

さらに 40kr以上において本葉雛曲化の現象がみられ,線量増加に伴ってその程度は強く

なっていた.

バ レイVヨにX線 1.25,2.5,5krを照射し,発 芽 および生育状況の調査を行ったとこ

ら,2.5krで発芽率は 50% 以下に減少し,5krではわずかに 16% に過ぎなかった.芽生

初期の生育概況は第5枝葉ぐらいまでは線量の増加に伴って葉面の雛が多く,葉色も緑色



研 究 業 績 101

度が濃く,葉肉も厚く感ぜられ,植つけ後 49日の葉の最大葉は線量による有意差がみら

れた.地上部の初期生育の遅延は旬枝の先端,塊茎肥大にその影響が明らかに現われ,イ

モの個数については 1.25krで対照の 88.7% 重量 は 60.0%,2.5krでは 35.7% 重量

30.0%,5krで個数 4.4% 重量 6.8% であった. 本実験の収穫物はさらに圃場実験に移

し,一部は貯蔵実験に供用する. 放射線処理によってイモの萌芽抑制作用により,貯蔵期

間を延長させ,有機的市場出荷操作の可能性があることが (最終的な変化については検討

を要する)本実験によりうかがわれる.

87.コムギ種子の放射按感受性に及ぼす AETの効果 (拾村清二 ･川島昭二)

放射線防護剤が植物に対しても有効であるかを知る目的で,一粒 コム ギ種子 を AET

(Aminoethyl-iso-thiuronium)に浸漬して,X線や γ線を照射し,芽生の発育状態を調べ

た.まず Triticum monococcumflavescensの種子を AET(pH 5.8に修正)の0.0001

と 0.001% 溶液に約 24時間浸漬した.これらにⅩ繰(160kvp, 25mA,漣過板 0.3mm

Cu+0.5mmAl,距離 40cm,105r/min)とγ線 (60Co線源より距離 9,46および13.38cm,

2時間8分)を 5krおよび 9kr照射した.照射後ただちに播種箱にまき,9,14,27,41

日目に発芽率および芽生の伸長度を比較した.

0.001% 処理では浸水種子と同様の発芽率や伸長度を示すが,0.0001%処理ではやや発

芽やその後の伸長がよくなる.一方,放射線照射ではX線は γ線に比し影響が著しく,発

芽数や生存数も少く芽生の伸長もよくない.たとえば無処理の 41日目の芽生は 9.0cm の

長さをもつが,γ線 5krでは 3.5cm,Ⅹ線 5krでは 2.6cm,γ線 9krでは1.4cm,X線

gkrでは 0.5cm にすぎない.γ線 5kr区では,0.0001%AET所処狸のものは水浸のも

のより,発芽率,生存率および芽生の草丈がやや高く, 防護作用があるように思われた.

しかし,もともとこの濃度の AET では無照射の場合でも促進作用があるので,その葺は

明らかでない.γ線 9kr区では AET の防護作用は認められなかった.X線 5kr,9kr両

区では AET の濃度にかかわらず,逆に AETが放射線の効果をます作用を示した.すな

わち,防護剤の作用は放射線の種類やその線量に関係するもので, その効果をえるために

は薬の最適濃度や放射線の最適線量をしる必要がある.

88.放射線による突然変異に及ぼす温度と照射時間の影替 (蛤村清二)

一粒コムギ (Triticum monococcumflavescens)の休眠種子に 10および コ()krのX

線とγ線を照射した.播種直前に照射したものと,30日前に照射し,その後室温 (20cc

前後)と 5oCとに保存したもの,およびγ線の 54日連続照射を行ったものを比べた.

また 10および 20krに相当する 32p水溶液に種子を浸潰して β線照射を行った.

これらの種子の発芽や芽生の伸長については筋号に報告した. この Xlにおける各穂の

稔性を調査したが, 表工に示すごとくで, 芽生の伸長度の低下と同様に稔性の低下 をみ

た.すなわち,Ⅹ線とγ線では 20kr処理が 10krのものより著しく低く,ことに γ線の

低温,X線の室温およびγ線の連続照射が低かった. β線照射の影響は きわ めて少かっ

た.

つぎに Xlの花粉母細胞の成熟分裂中期における染色体異常を観察した.X線,Jy線と
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もに 20kr照射は 10kr照射に比し,影響が著しく強く,生存個体も半数ほどで,染色体

異常率も著しく高い.7Ⅱの正常の染色体に比し,異常には④+5Ⅱがもっとも多く,その

ほか 6Ⅱ+2Ⅰ,④十4II+2Ⅰ,(参十4Ⅱ,④+④+3Ⅱおよび不接合型がみられた.播種直前~

の照射は影響が大きいが,30日筋照射でも,その後,低温に保ったものは同様に影響が漁

かった.室温に保 ったものは影響が弱く, γ線の連続照射では,さらに弱いらしい.観察

された染色体異常は,主として転座などの2衝撃V.よる交換型の異常であるので,照射時

間が長ければ回復が多く, 異常率は低 くなってよい.また照射後,貯蔵中の低温が高変異

率をあたえることは,これと逆の現象かも しれな い. β 線照射ではほとんど影響なく,

20kr処理で 6Ⅱ十2Ⅰを 1度見出しただけである.その後の 32pの種子吸収の実験から,

本実験では β線の実照射量はそれぞれ数分の 1にすぎないことが明らかとなった.

x2の穂別系統を栽培して葉緑素突然変異の発生率を比較 した.20kr照射では供試数が

少く,よい結果をえられないものもあったが,10kr照射に比し著しく変異率が高く,低温

やX線の直前照射ではやや影響が大きい. また β線照射では予期のごとく変異率は低かっ

た.

表工.一粒コムギのⅩ線および γ線照射実験

寡?C:芸きIxl(;0㌢性

染 色 体 異 常

蒜1観震 い %)

葉緑素突然変異

芸2㌔ 劉 (%)

+1956年 10月 25El播種.27日目に測定,()内の P線 とその標準は 10月 27日播種,25E=∃に測定.

事書供試数が少いため変異が発見されなかった.
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89.一粒コムギの集緑薫突然変異遺伝子の相互作用 (藤井太朗)

一粒コムギ (T.monococcumflavescens)の一気乾種子にX線照射の結果えられた種々

の突然変異体を相互に交推して分離比の調査を行った. 周いた突然変異体および交 雑 は

albinaxchlorina,basトviridisⅡ ×chlorina,virido-albinaXchlorina, virido-albinax

bas呈-viridisⅡ,chlorinaXslender,virido-albinaxslender,slenderxirregular-earおよび

virido-albinaXirregularrearである.いずれも Flは正常となり,F2 ではだいたい 9:

3:3:1に近い分離を示したところから, これら相互の遺伝子はそれぞれ異なった連鎖群

にあるものと考えられる.

以上の交配のうちで葉緑素突然変異体である virido-albina を一方の親とし,slender

と irregular-earを交配したものの二重劣性植物はいずれも幼植物で vifi卓O-albinaの形

質を示し, 温室で蛍光灯照明を加えると virido-albinaと同じく正常にまで緑色を回復す

る.しかし,chlorinaを一方の親としたものでは葉緑素量が chlorina とほぼ等量 (正常

の約 1/2)にまでしか回復しない.また chlorinaと slenderの二重劣性植物に, さらに

virido-albinaを交配してえられた三重劣性植物でも緑色の回復は chlorinaの程度までし

か回復しない.これは basi-viridisⅡ×chlorinaの二重劣性植物と同様の結果であり (午

報第7号),同じくchlorinaの形質は virido-albinaに対しても上位に働く結果であろう.

さらに virid0--albinaxbasi-viridisⅡ の二重劣性植物では葉緑素は全然なく,温室に入れ

て蛍光灯照明を加えても枯死し,albinaと同じ形質を示すことがしられた.

同じ材料で,20kvp,10kr照射の x 2 で virido-albinaltが新しくえられ たが, これ

は virido-albina に比べて緑色を回復する速度が早いようである. また中性子照射 (1×
109 neutron/pA.secを 15時間) の x 2から先端がやや緑色をおびた黄色,基部が白色

で同様に緑色を回復するⅩantha-alboがえられた.両者とも1遺伝子による劣性突然変異

によるものであり,緑色の回復は virido-albinaや basi-viridisと同様の機構によるもの

と思われる.

90.オオムギの放射線突然変異 (蛤村汁二 ･藤井太朗)

1956年末ビールオオムギ (HordeZLmSativumdistichum)10品種 (早生ゴール,ア

サヒ5号,春星,目星,Extra-Plumage,SpratトArcher,Carlsberg,Plumage-Archer,

Tsaria,キリン直 1号)の休眠種子にX線 (160kvp,3mA,液退校なし) 10krおよび6OCo

によるγ線 10,20,60krを照射し,放射線感受性の差異を調査し,さらに有用突然変異

体の発見を目的として実験を行った.

オオムギほコムギに比べて感受性が低く,発芽率ではX線 10kr,γ線 10,20,6CFkrで

ち,ほとんど差は認められず,発芽に対し,感受性の高い品種 (早生ゴール,アサヒ5号)

ではγ線 60krで無処理の 50% ぐらいに低下する.しかし芽生の伸長は Ⅹ線およびザ線

の 10krでも若干抑制され, γ線 60krでは著しく限害され,ほとんど生存しないD｡U種も

ある.また生存率をみると品種による差は大きく, 10krで も相当低下するものがあり,

20krでもあまり影響のないものがある.

これらの Ⅹ 2を栽培して albina,chlorina,virido-albinaなどの葉緑素突然変異体をえ
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た.これらの出現頻度は線量とともに増加するが,等量照射の場合はⅩ線の方が γ線に比

べて頻度が高い.しかし,芽生の伸長に対する影響は γ線の方がⅩ線に比し大きいものが

ある.したがって,放射線の常により生理的, 遺伝的影響に対する効果が異なるものと思

われる.

さらに葉緑素突然変異率についてみると早生ゴール,アサヒ5号,Spratt-Archerではも

っとも高く,逆に Extra-Plumage,Plumage-Archerなどは突然変異率がもっとも低い.

後2品種は, 生存率が低く放射線の影響が高いもので生存率が高く感受性の低いものは春

星,Isaria,キリン直 1号で突然変異率はやや高い.要するに品種によって放射線の感受

性や突然変異率には相当の差がある.

91.放射線による芽集変異の誘発 (蛤村清二 ･藤井太朗)

A.クス (CinnamomumCamphora)の莫験 一年生クス苗および挿穂各100本にX線

(180kvp,3mA,240r/机in),γ線 (1kr/hr･ただし6krのみは 0･6kr伽 ･)をそれぞれ 1,

2,4および 6kr照射し,活着率および異常個体の出現率などについて調査した.

苗木に対する照射では表工に示すようにX線, γ線ともに活着率および個体当りの発芽

本数は線量に比例して低下した. 異常個体の出現率と照射量との比例関係は明らかでない

が,無処理区に比べて変異個体の現われる頻度が高いようである.

表丁.クス苗木および挿木放射線処理の影響

無処理 lkr 2kr 4kr 6kr

発芽個件数(%)l97 83 70 9 7

Ⅹ線 11本当り発芽数

t異常個件数(%)

挿 木

3.2 3.0 3.1 2.4 2.0

3 8 12 3 1
(3.1) (9.6) (17.1) (33.3) (14.3)

X線 悟 芸雷管芸芸l

86.96 77.55 75.51 38.00 17.65

1.4 1.5 ].2 1.2 1.3

発芽個件数(%)162.50 59.18 33.33

1本当り発券数 i 1.5 1.2 1.1

っぎにクス挿木に対しても同様の実験を行った. 苗木の場合と同じく活着率は線宗･とと

もに低下した. 1個体当りの発芽数は苗木では線象とともに減少する傾向であったが,拷

木では差は明らかでない.また両実験ともにⅩ線の方が γ線に比べて影響が著しいことが

まっかった.

B.サツマイモ (IpomoeaBatatas)の実験 農林 1号を各区 15個 を使 用 し,X線

(180kvp,25mA,154r/mi n)を 2･5,5,10,15krおよび γ線を 20日間で 2･5,5,10kr
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照射して実験を行った.この場合は各イモによ

って遺伝子粗成が異なるおそれがあるので使用

した各イモを切半し.半分を照射し,半分をそ

れぞれの対照区として調査した.発芽歩合およ

び 1個体当りの平均発芽数は表Ⅱに示すような

結果であり,無処理区でもふれがある.X線照

射では発芽歩合,個体当りの発芽数が照射量に

比例して少 くなるが,γ線照射では発芽歩合で

105

表Ⅱ.サツマイモに対する放射線の影響

i発寄 合 吊 莞要義

Ⅹ-2.5krc*
l

X-5 kr c

I

X-10 kr c

l

ほ差がなく,個体当りの発芽数では反対に照射 Ⅹ_15 kr ｡

区の方が多くなった.すなわち,クスの場合と 1

同じくγ線よりX線の方が効果が大きいようで γ- 2.5krc

ある.また変異体としては白色のイモ,白色キ 1

メラ,イモの細いものなどがえられた.これら γ- 5 kr c

は無処兜区にもごくまれに見られるが,これも 1

照射区の方が頻度が高くなるようである.

4.6

4.7

6.8

3.0

6.8

1.0

5.9

1.0

7.6

10.5

5.9

9.2

6.9

10.1

瀬Cは無処理,iは照射.

92.ソラマメの染色体異常に及ぼすⅩ練と･y損の影響 (根津光也 ･桧村清ニ)

viciafabaの種子を水に浸漬し(16oC,48hr),種皮をとり去って,水中でX線および γ

線を照射した.測定には両線ともFRICKEの硫酸鉄化学線量計を用い,同時間,同一線量

(600r)あたるようにした.照射後 20oCに保ち,24時間および 30時間後V-根堀を固定

し,FEULGEN 染色,おしつぶし法を用いた.染色体異常の観察は early telophaseに限

った.この時期の細胞の状態は,染色体は完全に娘核に固まり合い, 染色度も高いため染

色体橋や染色体断片およびその関係を検するのに最適である.

全観察数に対する異常細胞の割合をみると,24時間後のものではX線で 70.3%, γ線

で 57.0% であり,30時間後のそれらは,それぞれ 62.6% および 39.4% であった.す

なわも,X線はγ線に比し,1.2-1.6倍効果が強い.切断は染色体がまだ 縦 裂していな

い時期に起ったと仮定されるので, その計算は次のようにした.すなわち,染色体断片ま

たは染色体橋 1個は切断 1とし,染色体橋と断片が共存するときほ, 多い方の数だけ切断

があるとした.この計算で 1細胞当りの平均切断数をみると,24時間後ではX線で 1.170,

γ線で 0.760となり, 30時間後のそれはそれぞれ 0･938および 0･538となった.すな

わちX線が γ線に比し,約 1.7倍多くの切断を起すことを示 している. この場合,染色

体橋と断片の頻度を別々に計算すると,1細胞当りの染色体橋数は, やはりX線の方が多

く,24時間後では 2.2倍,30時間後で 1.6倍となる. 同株に断片の 1細胞当りの平均

数をみても 24時間後で 1.2倍,30時間後で 1.8倍となる.すなわち,固定時間と効果

をしるための目安を染色体橋におくか断片におくかでその効果の度合も異ってくるが, と

もかくX線は γ線に比し少くみつもっても約 1.5倍効果があると考えられる.
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表工.ソラマメの根に及ぼすⅩ線およびγ線の染色体異常率の比較

*Ⅹ 24は X 線照射後 24時間後に固定したことを示す.以下同様.

93.Tritieum georyicunzのゲ/ム分析 (蛤村清= ･根津光也 ･小柴幸夫*)

分類学者は T.georgicZLm を T.Macha(普通系)の 1亜種とするものや,T.dicoc･

Gum (二粒系)の 1亜種とするものがある. これは穂の形態が他の二粒系とやや異なって

小穂,頴および+ct=長が T.Machaに似たところがあるからである. しかし一部は T.Ti-

mopheeviに似た■ところがあり,梓の充実度は完全ではないが, 明らかに二粒系に罷する

といえる.したがって,ゲノム分析の立場から, その所属を明らかにするため,コムギ各

系と交推し,その雑種の形態,染色体接合および稔性などを調査した.

T.georgicum は 2n-28で,一粒系の T･ monococcum との Flは.(3-7)II+

(15-7)Ⅰの接合を示し,ときに (1-2)DIや 1Ⅳ を有し 6Ⅱにモードがある.花粉稔性

はほとんどなく,種子稔性はまったくない.二粒系の T.turgidum との正逆交雑はきわ

めて容易で,ほとんど 14Ⅱの拝合を示し,稔性もほぼ正常である.T.Timopheeviとの

交雑も比較的容易であるが,Flは淡緑で白い稿があり,正常に生育しないーまれに出穂す

るが不稔性がきわめて高い.1V,1Ⅳ または (1-2)Ⅲ の多価染色体があり, これを考慮

しても 12Ⅱにモードがある.また普通系の T.vulgareとの交雑は一粒系との交椎より

容易で,F.ほ 141E-+7Ⅰの接合がもっとも多く,まれに (1-2)Ⅲ がみられる.稔性も相

当にある.

要するに T.georgicum と各系との Flは他の二校系と各系との Flとそれぞれ同様な

染色体接合や稔性を有し, 明らかにこの種が二粒系に属するものといえる.形 態 的 に は

T.dicoccum の 1亜種というべきであろうが,詳細な交雑実験は続行中である.

94.Brassicaにおける自家不和合遺伝子の放射損による突然変異 (RAJAN,S.S.)

花粉粒や成熟分裂各期の膏に 200-3000rのX線とγ線を照射した.最高線量の照射花

粉でも正常の機能を有し,交雑和合の他植物を授精しうる.花粉照射の場合,両放射線と

もに突然変異を起す効果はなかった. しかし, 帝を発達せしめる刺戟作用 は あり,たい

ていはわずかの種子をつけた.照射後 4日目に裂開した荊からの花粉を 自家 授 精 して,

100% の発芽カある正常種子をえた. 若い時期に照射されたものほど,開花授粉したとき

着粒がよくない傾向がみられた.これは成熟分裂の早期ほど, 放射線の感受性が高いこと

木原生物学研究所
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によるのであろう.照射中に早い前期から第 1後期にあった菅では稔性花粉はえられない.

それぞれの着粒が単一の自家不和合遺伝子の突然変異によると考えると, 突然変異の誘起

と線量とは直線関係でまし, 最高 (1新当り 10旺珠より平均 5粒)は 500rで,最低(1

粒)は 220rである(もちろん標準は全く着粒しない).これらが本当の突然変異であれは,

花粉四分子のときに起ったとみるべきで,Brassicaの花粉の作用は sporophyticcontrol

下にあるという仮設をさらに支持するものである.着粒に対する別の解釈には,(1)偽受精,

(2)花粉作用に特有なまたは特有でない変更遺伝子の突然変異, (3)遺伝的効果のない不和合

性作用の生理的減弱か破壊もありうる.この決定には S対立遺伝子に対しホモの遺伝子型

のものと交雑試験をしなければならない.目下これを研究中である.

第 3 研 究 室

95.アイソトープのコムギ種子への浸透 (近藤栗平 ･横田場一 ･川島昭二)

放射性アイソトープ (R.Ⅰ.)を含む水溶液 (R.I.液)に種子を浸漬して β線照射を行う

ときの照射線量をしるには,良.I.がどのように種子内へ浸透するかをみる必要がある.

このため pH6- 7に調整した約 10pc/C.C.の放射能強度をもつ R.I.液を, S空p,131Ⅰ,

90Sr, 137Cs, 65Znについてつくり,恒温 (21土 0.5oC)の部屋で浸漬実験を行った.

各区とも,一粒コムギの乾燥種子 10粒を2C.C.の R.Ⅰ.液に浸漬 し,種子の放射能強

度と浸漬日数との関係を G.M.カクソタ-,ラLyオオー トグラフで調べた. 図 1の攻水

量は,種子を R･Ⅰ･液からとりだL波紙上で 1回転後測定した重量増加を意味し,C.p.m.

(毎分のカウント数)は Philips製

カ

ウ

ソ

ー

数

(C

･P
･
E
)

J/4 1/2 J 2 3 4

浸漬日数 (day)

図 1.一粒コムギ種子の吸水量

32p,131Ⅰ吸着量と浸漬日数

の関係

吸

水

量

(
ア

粒
)

の PredeterminedG.M.カクンタ

-から 6.5cm のところで 725Vで

測定したものである.これらをつぶ

して,自己吸収の影響をできるだけ

除いた真の C.p.m,と R.Ⅰ,原液

を吸水量だけとったときの C.p.m.

との比を求めると,これは原液に対

20 する浸透液の平均濃度比を与える.

表工によれば,種子内の浸漬液は原

l｡ 液に比べ濃度が低いことがわかり,

β 種子をつぶさない状態のC.p.m.紘

6 真のC･p･m,のかなりよい近似値で

あることがわかる.ラ汐オオー トグ

ラフによれば,種子へ浸透 した R.

Ⅰ･の大半は種皮膜に吸 着 し,内部

にはわずかしか浸透 しないことが明

らかである.このことから,図 1に
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現われた 32p 浸演曲線の 1日から2日における急変は,この期間で種皮隈が生物的変化を

行ったとみるべきであろう. 131Ⅰにはこのような変化が検出できない.表Ⅱに よると,

65Znをはじめとくに 90Sr,137Csが他のR.Ⅰ.に比べて,コムギ種皮に強く吸着されるこ

とを示すことは注目すべきである.

一般的に,コムギ種皮はR.I.に対してフィルターの役目を果している. よってR.Ⅰ.

の植物体への吸収は,このような膜の半透性という事実を念頭において研究すべきである.

また R.Ⅰ.液への浸演によるβ線照射は, 131Ⅰについては浸漬原液内のR.I,からの直接

の β線照射のほかには,種皮層に吸着されたもののみを考慮すれば,旺乳内の R.I.を無

視しても数%の精度で正しい照射量が求められることになる.90Sr,137Csについては,内

部に浸透した分を考慮する必要があるが,詳細は次の実験に譲る.

表1.32P に対する一粒コムギ種子内の浸透液と原液との濃度比

表Ⅱ.R.I.の一粒コムギによる吸着度の比較

浸 潰 日 数 l 61'Zn

′′
-/

l

C

ム

3

4
4

90Sr 137Cs 32P

1.33 0.20

0.15

4.33 0.83 0.14

0.83 0.27

0.78 0.28

0.70(1.85*) 0.21(0.28*)

井 粉砕後のr之漬原液に対する濃牽比

設) 他の値は表Ⅰの B/A に当る量をそれぞれ R･Ⅰ･について示す･

96.7線照射室内の浪JL測定 (近藤栗平)

60Co γ線照射器からの二次線の影響を除くため,3m/m 厚の鉛Vヤーレに FRICKE 硫

酸鉄線量計のアンプルを入れて測定した結果は,VictoreenCham berによるものとよく一

致し,線源から 9cm の所まで逆2乗別が成り立つことが表工からわかる. kは線源から

の距離 Ⅹの点の線量率を d とすると

d=k/x2 (1)

で与えられる.1curie=言1.35rhm(rhm は線源から 1m の点で r/hで測定した単位)とす
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表 工.FRICKE.VICTOREEN 線量計による(1)式 k(rhm)の比較測定
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FRICKE fvICTOREEN
Ⅹ

線源か らの
取離(cm)

9.2 】 11.6 1 18.2 31.2 1 60.0

(票:≡) L (票:3) i (…塁:冒)

()内は蓑:li/ヤーVによる吸収補正をしないもの,1957年 11月

小
伽卯

桝

,｡｡

細

知
….R

御

伽

～○ ■o )0 20 10 0事■

図 1.γ線の線量率分布

(60Coから 20cm真下の点を通 る水平線上を

CdSメーターによって測定)

1日現在.

ると,線源の実効 curie数は昭和 32

年 11月1日現在 31.3になる.二次

線を除かないと,線源から20-160cm

の範囲外では逆 2乗から与える値 より

10-ノ30%線量率が増加する.線源から

真下 20cm の点を通る水平線上の線量

率変化を CdSガンマーメーター で測

定した結果は図 1の通 りである.第 1,

2フ ィルターは大体予定通 りの定線量

率領域を与えることがわかるが,第 3

フ ィルターは二次線の影響が一次線以

上に強 くて不満足な結果 しかえられな

いことを示す.このような厚いフ ィル

ターの設計には二次線,境界条件を考

慮すべきことを示すものといえよう. 第 3フ ィルター外の小さなピークはフ ィルターと照

射器の間からの リークであろう･照射器をピットに入れたときの最大 リークは初め170mr/h

3m/m 厚の鎗ぶたをしてから,13mr/hになった･操作室から照射室への入口では平均約

4mr/hの散乱強度がある.

97.コムギ,タマネギ,バレイショの γ線の吸収係数 (原田姓四郎 ･太田 孝)

種々の物質を γ線に照射する場合に,γ線の吸収を考慮 しなければならない･ γ線が物

質の中を通るときに起る過程の主なものは,(1)光電効果, (2)コンプ ナン効果･(3)電子対創

成があるが,γ線は一つの過程で消滅するので吸収体を通過するときの, γ線の一次線の

みに注目すると, その強度 Ⅰ｡ほ吸収体の厚さXを通過 したとき, 指数南数的に減少 しⅠ

-こなる.

Ⅰ-Ⅰ｡e-'Lt ここに pは線吸収係数

吸収体の比重を pとすると,質量吸収係数は p/pとなる.

コムギ,タマネギ,バ レイV ヨに対する実測値は 表 ェ のとおりである. γ線源として

Raをつかった.

表 丁の測定は Philipspredeterminedcounterによった.この計数管の計数時性曲線を
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表I.コムギ,タマネギ,バL/イVさのγ線に対する吸収係数

吸 収p係 数 l 此 p 重 F 質量警Tp係数

0

帥

㈱

50

l

l

半

群

償

(
c

o
u
n

t
e

r
＼
m

i
n
)

550 650 850

とってみると,図 1のようになる.

開始電圧(thresholdvoltage)は550V,

Plateauは約 300V.Plateauのslope

は約 8.98% である.実際に計数管を使

用する場合には plateau1/4.-1/3程度の

起過電圧 (overvoltage)を加えるのが

適当であるので,この計数管を使用して

の吸収係数の測定に当ってほ 650Vの電

圧で行った.

印加電庄 (Volt)

図 1. PhilipsG.M.カウンターの特性

98.ポケット チェンJ{-の特性およびそれによるγ線照射室の線量測定 (横田暢｢)

γ線照射宝の線量測定は従来いろいろと考えられているが,簡便な方法では正確を期し

がたい.とくに低線量率で長時間照射する場合の線量測定は, 後方散乱の影響や測定器の

リークなどによる誤差が重畳されるので,なかなか

測定しにくい.当研究部でも,マウスに対して 1r/

day程度の線量率に相当長期間にわたって照射する

希望があったので,もっとも機構的には V ンプル

な,ボケッT･チェンバーを使って線量測定を行っ

てみた.

東芝製ポケット チェンバー 14本をラiyクム標

準線源および 60Co-γ線に対してVictoreenの高エ

ネルギー用γメーターとの比薮によって補正表を東

芝富士工場牧野氏に依頼してとってもらったのが表

工である.補正値 1.06を用いると,精度 5%で14

本のチェンバーの読みを信頼できる. 1r/dayの桁

の照射野を探すため線源から5mの距離にある重量

物搬入口の線量分布を,同上のチェンバーを周いて

くり25

20

15

10

0 ) 2 3 4 5 6 7 /Tn日日

図 1.フィリップス ･ポケット･チ

ェンバーの特性(Q4424ctype)

測定した結果は表Ⅱの通りである (32年 12月6日)･

philips製ポケット･チェンバー,東芝のそれとの比較は別に譲り*, Philipsのボケッ

2-3の電離型線量計に関する (本報別稿)
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ト･チェンバーの直線性からのズレを測定した結果を図 1に示す.

表工.東芝ポケット･チェンバー補正表

111

均 E 1.054士0.043 I 1.061土0.054 1 0

chargerreader東芝 No.50870470
註)東芝富士工場 牧野耗夫氏の測定

表Ⅱ.各 点 測 定 結 果

T
ulU9
.6･1

丁-
-

tHO
ttZ廿I
l

-

u
DN.トトt

･･+

99.二,三の電離塾線量計に関するノート(近藤栗平 ･杉浦嘉惹 ･横田暢-*)

生物体に放射線を照射して,その影響を調べる場合, その線量が測定に使用する線量計

によって異ることは,各研究者相互のデーターを比較する際に,一つの障害になっている.

そこでわれわれは,借用出来た Victoreenγ-meter,遺伝研所有の Universaldosimeter,

♯ 静岡県立沼津工業高等学校
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東芝製ポケット･チェンバー,Philips製ポケット･チェンバーを使用して,同一条件のも

とで,X線,γ線の線量測定を行い, 各種線量計問の誤差の程度を知り,実用上の便宜を

与えた.

また Universal dosimeterで積算線量を測定する場合には(線量率)×(時間)-積算線量

の関係式は成立せず,約 10% 程度低い値を示し,焼固する場合には注意を要する.

(I) Victoreenγ-meterと Universaldosimeterとの比較

Ⅹ線 (管電圧 80kvp～180kvp)

測定結果

表 I.

但し Vtr:東芝より借用したγ線用線量計

Vtx: Ⅹ線用

U :Universaldosimeter

〔結果〕i)Vtγ,Vtx も U より大体5%程度多い値を示している.ii)γ線鳳 Ⅹ線周の

差は認められない.iii)Vtγ,Vtx共に X線の波長による差は認められない.

表 Ⅱ.

Mean120.8 1 21.2

但し Vn100:名大より借用した 100rrangeの Ⅹ線用線量計

Vn25:名大より借用した 25rrangeの Ⅹ線用線量計
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〔結果〕名大医学部放射線教室より借用した Victoreenmodel570type7-meter によっ

て得られた結果は,東芝より借用したものとよく一致する.

(Ⅱ) Toshiba製 pocketchamberと Philipspocketchamberとの比較

使用数 Toshiba 14本 Philips 1本

(A) Ⅹ線照射の場合

i) 短時間曝射 (数秒間)

管 電 圧 F フィルター F管 電 流
Toshiba
Philips

(B) 60Coよりのγ線照射の場合

i) 短時間噴射

1.241士0.077

ii) 長時間曝射

1.035土0.032

A,B いずれも i)の場合は主に一次線による測定結果であり,ii)は散乱線による測定

結果である.

〔結果〕Toshiba製 pocketchamber,Philips製 pocketchamberは波長特性を含めて

実用上感度差はないとしてよいと思われる.(誤差範囲 士 10%)
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(皿) Uhiversal dosimeterの直線性

i) X線照射の場合 (1,000r.range)

lO 12pu't

10 20 30 4O 5O (I)m'･ Il

図 1.X 線

Ⅰ.160kvp0.3Cu+0.5A125mA

ii)γ線照射の場合

a)200rrange

4 6 8 LO J2 mlIL

図2.60Co-γ線

･.-=期待される線丑- 実測練王

Ⅱ.160kvp0.5Cu+0.5A125mA 注.直軸 は成立せず,大体 10% 掛 ､値を示す.

汰.電源電圧の変動のためか,直線性は成立している. leakageと同じ傾向である.

b) 1,000rrange

I(∫ L5 2II 25111Jn

図 3.60Co-γ線

-.･･.期待される線色- 実測線量
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100. ガラス線量計の温度依存 (近藤栗平)

表 工.吸収係数比盈 告 の時間変化

115

･*%?5,E(ヲ…5)I 革 )
0.89 1書 【 0.838書 10.795*

0.930*1 0.909*

0.880 1 0.826

0.854 L 0.798

0.750 1 0.657

実測値 】 ** 01732 E o･625

*-欠 は計算値に合わせる.

許 丁-6hrで約 3kr/hrで ZloCのガソマーA,-ムで照射

ガラス線量計の色あせは温度によって敏感

に変化す る.21oCで 丁時間 60Coの γ線で

照射したガラスを温度Tの下で照射後 t時間

放置したはあいの色あせの実験式は次式で与

えられる :

D(t,丁)-D(0,T)∫(i) (1)
ここに D(t,丁)は71時間照射した直後のガ

ラスの吸光度増加 D (0,T)がt時後 に とる

値;f'(t/丁)は色あせ因子で次の実験式になる:

r(t/T)-(1十t/丁)ト 入-(t/丁)ト 入

(2)

人は色あせ指数で次の実験式になる

-̂exp(-ll+0.03T) I(3)

L<

250 300 350 ■K
T

図 1.色あせ係数 九と絶対温度T

の関係

10 50 100 51(氾 l°(柑

図2･ γ線照射温度とガラスの着色度の関係
KI

Tは絶対温度である.(a),(3)の実

験との比較は表Zと図 1に示す通

り満足すべきものである.線量R

はガラスの吸光度増加Dを用いて

次式で与えられる

R-(122土 2)DTO●154 (4)

R はkr,D は cm~1で,2loCで

照射した直後の値で丁は照射 hour

敬.これで2%の精度でガラス線

量計が実用になるようになった.
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なお照射温度を 90oC((3)式で 人が大体 1に近くなる所) に上げたときの比較は図2の通

りである･ このことと(4)式 丁のべき指数の値とを比べてみると,色あせ指数丁と(4)式の

丁のべき指数は RABIN-PRICE等の予想とちがって,別のものであると考えるべきことが

分る.

101. 非平衡界面層の準熱力学,Ⅰ.平面の場合*(近藤栗平)

生物界における表面張力はほとんど全て, 非平衡な境界面の表面張力である.このため

の熱力学は DEFAY(1)によって提案されているが,疑問の点が多いので再吟味して一般的

な基礎方程式を求めた.DEFAY に従って 考える2相系を界面に平行な厚 さdの うす い

層,-u,-,-1,0,1,2,-, W に分割して考え, 各層は均一系とみなしうるようにd

を選ぶ.GIBBSの分割面を層Oと1の間に選ぶと,非平衡系の表面張力γは次式で与えら

れる
1 ~u

γ-d∑ (pα-ptT)十d∑ (pjL plT) (1)
t-w t-o

ここで,pa,pβはそれぞれ界面より下,上南柏の内部の圧力を示し, plTはt層の tan-

gentialpressureを示す.

系の HELMHOLTZ自由エネルギーをF,t層内のi種分子の数を N£iとし,i分子 1個

当りの化学ポテンV ヤル FLti,杏

ptl-(蕊 )N 11≒i,T･V (2)

で定義すると(1)式は次のようになる:

~~.u

･-去〔(F-Faβ)-∑(∑ NEiP'i-N鴨 paPi)〕 (3)i t-w

ここにAは界面の面積,上添字 αβ は GIBBS分割面ぎりぎりまで,それぞれ-様な α

相, β 相が相拝した仮想系の量を示す. (3)式は平衡系に対する GIBBS基礎方程式の自然

な拡張で,形式的には,非平衡系が平衡系と相違するのは右辺かつこ内の第 2項が等分子

数分割面に対してゼロにならないことであることを示す.稀薄溶液におい て pliが bulk

phaseとにたように表わされると仮定すると,次の結果が予想される･

(I) 正の吸着のはあいは,新しい表面は平衡表面よりも大なる表面張力をもつ.

(Ⅱ) 負の吸着のはあいは,新しい表面は平衡な表面より小さな表面張力をもつ.

なお純粋液体は(Ⅱ)のはあいに属する.これらの実験との定量的比較は次稿にゆずる.

*物性論研究 2集 2巻 6号(1957) 926-939に発表.

1)DEFAY,R･:J･chin.phys.Jd(1919)381,
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-117.

･太田泰雄 ･石橋憲二 1957: Studies0npOlyembryonyinCitrus.生研時報

8:40-48,

1957:TrifoliateseedlingsinCitrus,生研時報8‥98-100.

･ ･ 1957:無核柑橘についての-知見.生研時報 8{100-102.

太田泰雄 ･古里和夫 1957: PolyploidyandheteroploidyinCitrusseedlings･生研時報

8:49-54

･ 1957‥ EmbryocultureinCitrus.生研時報 8:39-54.

河原孝忠 1957: 家弟における-テローシスの研究.工生存率におよぼす影響,特に思頭

病抵抗性について.日本畜産学会報 28(3):181-184.

木原 均 ･山下孝介 ･田中正式 ･阪本寧男 1957:Geographicaldistributionof4xand

6xformsofAegilopscrassa.WheatInformationService 5:ll-12･

山下孝介 ･木原均 ･西山市三 ･松村清二 ･松本賢三 1957: PolyploidybreedinginJa-

pan･Proc･Int･Genet･Symp･,1956:341-346･

木村資生 1957: The rate ofchangeof'population fitnessbynaturalselection.
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Proc.Int.Genet.Sym p.,1956:467-471･

1957: SomeproblemsorstochasticprocessesingeneticsI Ann･Math･

Stat., 28:882-901.

近藤宗平 1957‥ 放射線線量とガラスの吸収係数変化の関係工･ 物性論研究 2集2∴巻

1号 29-41.

1957: 非平衡界面層の準熱力学工.物性論研究 2集2巻6号 926-939.

1957: 放射線によるケイ酸化物の透過率変化と線量の関係. 第 1回原子力 V

ンボiyクム報文集 652-657.

松村清二 1957: アイソトープ実験室とγ線照射実験室. 採集と飼育 19(3):66-69.

1957: X線とγ線による染色体異常に及ぼす温度と照射時間の影響. 遺伝学雑

誌 32(8):250.

二- 1957: 放射線の品種改良への利用について.技術と発明 2(2):31-36.

1957: 放射線の育種への利用.農業及園芸 32(4):662-663.

1957; 甜菜の細胞ならびに遺伝学的研究vI.種々の三倍体組合せの比較,特に

アメリカ耐病性品種の利用.生研時報 8:75-82.

松村清二 ･藤井太朗 1957: 一粒コムギ の放射線遺伝学的研究. 第 1回原子力Vンポiy

クム報文集 (第4分冊) :691-696.

･ ･田中正雄 1957: タバコ黄色種のⅩ線突然変異の利用. 育種学雑

誌 7(別冊):10.

･望月 明 ･阪本寧男 1957:Triploidsugarbeetsand theirseed product

tion. Proc.Intern.Genetics･Symp.,1956:314-317.

森田敏照 1957: Purinecatabolism in D.melanogaster. DIS,31:137.

名和三郎 ･平 俊文 ･大島長造 1957: Pterine dehydrogenase anditscoenzym ein

D.melanogaster. DIS,31:146.

- ･ 1957:Non-en21ymaticconversionoftheyellow pig-

mentfoundin D.melanogaster. DIS,31:146.

小川恕人 ･(三上二郎と共著) 1957:肝広汎切除残存肝機能のグルクロン酸 授与に よる

影響.グルクロン酸文献集 1:167-169.

) 1957: 肝広汎切除後の血清遊離アミノ酸 変動に対す るグ

ルクロン酸の効果.同上 1:170-172.

･河原孝忠 1957: 家鶏の発生初期における筋蛋白質 アクチン発現の血清学的

確認.科学 27(5):253.

･_阿部幸頴 ･藤岡健二郎 1957:Kinetinの吉田肉腫細胞分裂促進性.科学 27

(8):414-415.

･藤岡健二郎 ･阿部幸頴 1957: 生長,分化および再生 工.吉田肉腫細胞の分

裂に及ぼすグルクロン酸ナナリクムの影響.医学と生物学 44(5):169-

172.
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･石原隆昭 1957: 生長,分化および再生 Ⅱ.ダイコクネズミ肝部分切除後の

残存肝重増加と分裂形細胞出現率との関係.同上 45(3):12-14.

小川恕人 ･石原隆昭 1957: 生長, 分化および再生Ⅱ.担癌ダイコクネズミ肝の分裂形

細胞出現率.同上 45(3):110-113.

･阿部幸頴 ･藤岡健二郎 1957: Effectsofkinetinon division ofYoshida

sarcomacells. Nature 180:(4593):985-986.

岡 彦一 ･氾 釆 整 1957: 判別函数による.稲品種の分類 (栽培稲の系統発生的分化第

14報).育種学雑誌 6(4):245-248.

1957･, Complementary lethalgenesinrice fPhylogeneticdifferentiation

orcultivatedrice.XV).遺伝学雑誌 32(3):83-87.

･杯 克明 1957‥ Genicanalysisofresistancetoblastdiseaseinrice(by

biometricalgeneticmethod).遺伝学雑誌 32(1):20-27･

1957: 稲雑種の後代から得た系統間の形質組合せ の傾向 (栽培稲の系統発生

的分化第16報).育種学雑誌 7(1):1-6･

1957: 稲遠縁品種間雑種の後代から得た 系統の親品種に対 する雑種不稔性と

雑種強勢 (栽培稲の系統発生的分化第17報)･育種学雑誌 7(1):7-Ill

･虞 英 権 1957: 稲品種の耐早性について.農業及園芸 32(6):851-8551

･ 1957: Studiesordroughtresistance in rice varieties･ Jour.

Agr･As soc･China,New Series 18:7--17･

1957: Changeofpopulationgenotype duetogameticandzygoticselec-

tionsinhybridsbetweendistantly related varietiesofrice･ Proc.

Intern.Genet･Symp･1956:482-490･

大島長造 1957‥ Geneticalstudieson DDT-1eSistancein populationsor Droso-

philamelanogaster.Ⅰ.Jap･Contrib･totheStudyoftheInsecticide-

resistance Problem (forWHO),40-45.

大島長造 ･広吉寿樹 1957: GeneticstudiesorresistancetoDDT andnicotinesul-

fateinDrosophilavirilis.ibid,54-59･

酒井寛一 1957‥ Studieson competitioninplant･VIL Effectoncompetition of

a varylng number orcompeting and non-competing individuals･

Jour.Genetics,55(2):227-234･

･内山田博 1957: Studiesoncompetitioninplants･ ⅤⅠⅠⅠ･ Chromosome

number, hybridity and competitive ability in Oryzasaliva L.

Jour.Genetics, 55(2):235-240･

1957: Theoreticalstudieson plantbreedingtechniquewithSpecialre･

gardtoautogamousplants･Proc･Internat.Genet･Sym p･,三956:

491-497.

菅原 努 ･中村 実 1957: 高圧描影法に関する技術的 ならび に臨床的問題. 日本放射
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線技術学会雑誌 特輯第2号 :22-56.

･土川 清 ･杉浦嘉彦 ･田中富蔵 1957: ノ､ツカネズ ミに対する遺伝的影響 (チ

報),第 1回原子力シンポiyクム報文集 706-711.

平 俊文 ･名和三郎 ･大島長造 1957: Onthepterinepterinedehydrogenaseineye-

colormutantsorD.melanogaster.DIS,31:164.

田島弥太郎 1957; 轟に及ぼす放射能の遺伝的影響 (I).体外より照射したβ線の生殖細

胞に及ぼす影響. 第 1回原子力VンポLyクム報文集 (第4分冊) :697-

699.

1957: DinTcfCnC臼inscnJitivityorgm -ccl15andchromo30mCltOradia-

tionaTnOngSOme mutantStrainsorthe silkworm.Proc. Internat.

Genet.Symp.,1956:280-286.

1957: 動物育種に於ける放射線の利周.農業及園芸 32(4):661-662.

1957: 放射線然突変異の誘発.遺伝 11(8):ll-16.

仲尾善雄 ･田島弥太郎 ･山本 正 1956‥ MutagenicityorSarkomycin.Nature 178‥

1466.

辻田光雄 1957: 家蚕の黄色致死とアルビノ致死との遺伝的関係について. 遺伝学雑誌

31(12):327-329.

1957: アメリカの研究所を廻って. 日本蚕糸学会菜海支部研究所発表会講演

要旨 V:33-36.

･松井千秋 1957: Lysogenicconversionofsome genetic charactersinclu･

dingsugarfermentationinPseudomonassolanacearum.Proc.Inte一

m.Genet･Symp･,1956:574-579.

･渡辺強三 ･津田誠三 1957: Electronmicroscopyorthin sectioned nuclei

inParamecium.Cytologia.322-327.

吉田俊秀 1957‥ Sexchromosomesofthetreefrog,HylaarboreaJaponica.Jour.

Fac.S°i.HokkaidoUniv.SET.ⅤⅠ.Zool. 13:352-358.

1957: OriginorV-Shapedchromosomesin tumorcellsandtheirslgnl･

ficancetotumorgrowth･ Proc･Intern･Genet･Sym p.,1956.

1957: Studies on the chromosomesof Coleopteran and Hemiptetan

insects,with speCialrregard tb thequantitative relation between

autosomesandsexchromosomes.Proc･TenthIntern.Cong.Ento

mology(Canada);

蛭海啓行 ･吉田俊秀 1957: カブ トエビApusaecqualisPackard の性比及び染色臥

遺伝学雑誌 32:5:162-164.
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村 賢 生

近 藤 宗 平

咲分ツバキのロイコアントチアニン

植物の放射線感受性について

ブドウの四倍体品種

柑橘実生に見られる倍数性と異数性

VヨクLyぎクバ工の移動に関する研究

(1)サマルカンド系統についての実験

家鶏における黒頭痛抵抗性に対する-ステロ-Vスの
役割

家鶏におけるX線感受性の品種間差異及びそれらFlの
反応

ヒンズークV採集旅行

コロンソトクiI苦味成分の化学とその味覚試験

突然変異の頻度の算出法とその理論

集団の遺伝的荷重を最小にする原理について

放射線によるケイ酸化物の透過率変化と線量の関係

ガラスの吸収係数変化と放射線線量との関係

9. 3

9. 4

1.14

5.29

束 京 大 学

北海道大学農学部

農 業技 術研 究所

栄 北 大 学

北砦房事叢塁学部

東 京 大 学 農学部

北海道大学農学部

東 北 大 学

国立遺伝学研究所

北海道大学農学部

ク

東 京 大 学

静 岡 大 学

日本植物学会第 22回大会

日本遺伝学会軍 29回大会

園芸学会昭和 32年春季大会

日本育種学会第 12回講演会

日本遺伝学会第 29回大会

日本畜産学会昭和32年春季大会

日本遺伝学会第 29回大会

仙台遺伝談話会

三島遺伝談話会第 54回例会

日本遺伝学会第 29回大会

ク

第 1回原子力Vンポtyクム

日本物理学会春季分科会
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田 中 正 雄
田 中正 男

′根 津 光 也
小 柴 草 夫

小 川 恕 人
阿部 辛頴
藤岡健二郎

溶液の表面張力

放射線線量計としてのガラス

ク

二,三の電離型線量計に関するノー ト(1)

Vヨクiyヨクバエの移動に関する研究

(Ⅱ)野生系統についての実験

昆虫におけるプテリジン代謝ならびにそれに関連する

現象の遺伝生化学的研究

一粒コムギの放射線遺伝学的研究

放射線の育種への利用

タバコ黄色種のⅩ線突然変異の利用

Ⅹ線と7線による染色体異常に及ぼす温度と照射時間
の影響

Triticumgeorgicum のJ/ノム分析

新細胞分裂物質■Kinetin の吉田肉腫如胞に及ぼす影
響

吉田肉腫の分裂に及ぼすグルクロン酸ナ トリウムの影
響

5.30

10.18

10.25

ll. 1

9. 3

1.13

1.26

4. 5

9. 4

1().】3

3.14

6. 7

ク

東 京 大 学

大 阪 大 学

名 古 屋 大 学

北海道大学農学部

東 京 大 学 工学部

蚕糸試験場(東京)

農 業 技 術 研究所
(平塚)

北海道大学農学部

東京大学教養学部

国立遺伝学研究所

東 京 産 経 会 館

第 22回
放射線高分子学研究 懇 談会

〟

日本医学放射線学会

日本遺伝学会第 29回大会

ク

第 1回原子力Vンポiyクム

東京育種談話会

日本育種学会第 11回大会

日本遺伝学会第 29回大会

日本地物学会第 22[担伏 会

三島遺伝談話会第 55回例会

グルクロン酸研究会第3回大会
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高言 盲完 〉

岡 彦 -

大 島 長 造

坂 口文 書
名 和 三 郎
平 俊 文

家鶏の発生初期における筋肉蛋白質発現の血措学的確
認

イネにおけるポリty-ンの放射線突然変異

Classificationofricevarietiesandintel･narietal
hybridsterility･

Variationsinphysiologicalcharactersinrice.

数量形質依放射線発生的変異

Mechanism ofintervarietalhybridsterrilityln
rice.

Isolatingmechanism betweendistantvarietiesof
rlCe.

V ヨクLyヨクバエの殺虫剤抵抗性

プチリiyン代謝に関する遺伝生化学的研究(Ⅳ)
家蚕のプテリジン酸化酵素の各種組織および器官にお
ける分布について

家垂における各種突然変異体のプチ9ン脱水素酵素活
性について

家蚕におけるチロVナ-ゼ活性の弱い一系統,特にプ
ロチロVナ-ゼと関連して

自殖地物の育種におけるitE縁係数の応用

Populationgeneticsinrelationtoplantbreeding

Geneticsinrelationtoagriculture

9. 3

4. 5

7.29

8.14

8.21

ll. 4

12.17

9. 3

4. 8

10.29

北海道大学農学部

農業技術 研究所

Univ.orCalif.
Davis,Calif.
U.S.A.

CollegeorAgric-
ultureLosBan･
rs,PhilipplneS

台湾糖業 試験所

CentralRiceRes.
Inst.,Catlack,
India.

Ind]'anAgr.Res.

Inst.NewDelhi.
India.

北海道大学農学部

東 京 大 学

三重県蚕糸試験場

ク

農業挟術 研 究 所(平塚)
Dept.of-Agr.,
Peradeniya,
Ceylon.

School()どAgr.
Peradeniya,
Ceylon.

日本遺伝学会第 29回大会

日本育種学会第 11回講演会

SpeciallectureinDepartment
ofAgronomy.

SpeciallectureinDepartment
ofAgronomy.Botany.

特 別 講 演

Semina.onricegenetics.

SpeciallectureinDivisionof

Rota n y .

日本遺伝学会第 29回大会

日本蚕糸学会第 27回大会

日本蚕糸学会東海支部大会

育種 学 会 第 11 回 講 演会
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石膏 ｢妄1

杉 浦 嘉 彦
田中富蔵

客 漂 嘉 削

Factorsin evolutionorplants

Heritabilityorgrainsheddingandother
charactersinrice

Thetheoryofchoo.singthemostdesirable
materialsforselectlOn

Radiationinducedmutaionorthe selrlnCOmPati-
bilygeneinBrassica.

ガンマー線長期照射のノ､ツカネズ ミに対する遺伝的影
響

多層撮影法について

X線撮影における線質の問題 第 1報

γ線長期照射のマウス繁殖への好響

筋肉のX線廻折的研究

放射線と遺伝の問題

マウスに対する放射線の遺伝的影 響についての研究
γ線長期照射による転座につい て

X線撮影における線質の問題 第 2報

γ線長期照射のノ＼ツカネズ ミに対する遺伝的影響

放射線と突然変異

突然変異倍加線量についての考察

高分子電解質溶液に及ぼす放射線の影響Ⅱ

ll.27

12.20

12.2】

9. 3

L 13

2.24

3. 3

5. 1

5.27

6.30

7. 7

Univ.orCeylon

ク

〟

北海道大学農学部

東 京 大 学 工学部

伊 豆 逓 信 病 院

関 西 電 力 ビ ル

新 潟 大 学 医学部

兵 庫 医 大

三 富 県 医 師会館

富 山 市 公 会 堂

北海道大学農学部

ク

名古屋大学医学部

静 岡 大 学

AnnualSessionsorCeylon

AssociationforAdvancement
orScience

日本遺伝学会第 29同大会

第 1回原子力Vンポiyクム

第 3回日本医学放射線学会
東海北陸部会

日本医学放射線学会関西部会

節 16回
日本医学放射線学会総会

第 34回日本生理学会総会

三重県医学会放射線科分科会

第 4回日本医学放射線学会
東海北陸部会

ク

日本遺伝学会第 29回大会

人類遺伝Vンポジクム

日本医学放射線学会

日本物理学会春季分科会
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田島弥太郎

辻 田 光 雄

吉 田 俊 秀

責に及ぼす放射能の遺伝的影轡工.体外より照射したβ線の生姉紬胞に及ぼす影響

動物育種における放射線の利用

責の食性に関する突然変異の研究

放射線に対する感受性の高い系統と低い系統とのかけ
合せ実験

正逆交雛による蚕の-テロ-Vスの解析

蚕の生殖細胞の発生時期別放射線感受性
工.産卵数及び受精率について

Someaspectsorsilkworm genetics

ク

Ontheyellow lethalsilkworm larvae

Onthecomplexlociinthesilkworm

Currentproblem insilkworm genetics

アメリカで学んだウイルスの遺伝を中心とする諸問題

微生物遺伝学における遺伝子の概念について

ウィルス遺伝学における諸問題

カイコの UComplexlociに属する第 2無半月紋責
(Nl2)について

アメリカの研究所を廻って

吉田肉腫の核学的-亜系とその性格

吉田肉腫族細胞の核型変化

1.13

1.2(ち

3.14

4. 3

4. 4

9. 4

10. 9

12.13

1.10
3.21

4. 8

7.19

10. 6

10.27

10.27

10.29

4.25

8.30

東 京 大 学 工学部

蚕 糸 試 験 場

国立遺伝学研究所

東 京 大 学 腔学部

農 業 技 術 研究所
(平塚)

北海道大学農学部

indian Agricuト
turalln st.,New
Delhi

Univ.ofMysore

Columbia
University

//

Purdue Univer-
sity

国立遺伝学研究所

名古屋市立医科大

山口県光市公会堂

三重県蚕糸試験場

ク

国立遺伝学研究所

北 海 道 大 学

第 1回原子力Vソポi7ウム

l二l木育種学会東京談話会

三島遺伝談話会第 55回

日本蚕糸学会第 27回講演会

日本督種学会第 11回講演会

日本遺伝学会第 29回大会

IndianSociety ofGenetics
andBreeding･

ZoologicalDepartment,
CentralCollege.

Geneticsmeeting in Dep art-
mentorbiologicalsciences

ク

BiologicalmeetinginDepart-
mentofbiologicalsciemces

遺伝学会三島談話会第 50回

第 10回細菌学会関西支部総会
(特別講演)

第 10回細菌学会中国四国支部

総会( ク )

日本蚕糸学会東海支部大会
(特別講演)

//
三島遺伝談話会節 56回例会

日本動物学会

隷
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吉田肉腫における新変異系統の性格

染色体のはぐれとひろがりに対するイオンの影響

近縁種間における常染色体と性染色休の量的関係

ト････▲

日本遺伝学会第 29回大会 S!

細胞学会第 10回例会

三島遺伝談話会第 63回例会
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Ⅰ. その他の研究活動

海外における活動

飯野 徹雄 :米国ウィスコソVン大学奨学生として Prof.LEDERBERG の下で研究中

酒井 寛一 :コロンボ計画による技術援助のためセイロンに出張 (34.9.4まで)

大島 長造 :ロックフェラー財団奨学金により米国カーネーギー研究所において研究中

(33.10.11まで)

吉田 俊秀 :ボス トン小児癌研究所奨学金によりボス ナン小児癌研究所において研究中

(33.10.28まで)

津田 誠三 :ワVソトン大学奨学金によりワVンナン大学において研究中 (33.9.30ま

で)

近藤 京平 :科学技術庁原子力関係留学資金により米国オークリッey研究所において研

究中(33.12.30まで)

岡 彦 - :ロックフェラー財団奨励金により米国および中華民国において稲の遺伝に

関する研究および視察を行った (32.6.8-32.8.31)

田島弥太郎 :インド政府の招きにより同国における責糸業の技術指導を行った (32.9.

21.-32.12,20)

他の機関における講義 (非常勤講師)

木村 資生 :東京都立大学において集団遺伝学を講義 (32.5.1-32.9.30)

酒井 寛一 :玉川大学農学部において遺伝学を講義 (32.4.1-33.3.31)

松村 清二 :横浜市立大学文理学部において遺伝学を講義 (32.4.1-33.3.31)

:東北大学農学研究所において,放射線による植物の人為突然変異を講義

(32.ll.16.-33.2.28)

山田 行雄 :農林省農林水産技術会議主催第 1回家畜育種講演会 (於盛岡市東北農試畜

産部)において選抜と遺伝的改良について講義 (32.ll.15-32.ll.20)

､ :同上第 2回家畜育種講演会 (於千葉市農業技術呼究所)において-9クビ

リテ ィー推定法について講義 (32.ll.28-32.12.4)

:同上第 3回蒙古育種舘済会 (於熊本市外九州農業拭験壌)において選抜と

遺伝的改良について講義 (32.12.ll-32.12.18)

一 般 講 義

昭和 32年度国立遺伝学研究所第8回公開講演会を 2月 10日三島市第二三島映画館に

おいて開催した.その講演者および題目は下記の通りであった.

木 原 均 :カラコラム探検隊の意義と成果.

菅 原 努 :人類に及ぼす放射線の遺伝的影響.

その他の講演

木 原 均 :仙台市宮城学園において ｢カラコラム,ヒンズークVの採集旅行談｣につ

いて講演
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松村 清二 :静岡県原子力利用講習会において ｢放射線の品種改良への利周｣について

講演 (32.8.9)

松村 清二 :ラLyオ放送 (NHK第 2)にて ｢遺伝の世界,(1)遺伝のしくみ,(2)遺伝と

環境,(3)品種改良｣について講演 (32.12.ll,18および25)

ⅤⅠ.図書および出版

図 書 主 任 (32-33年度)

図 書 委 員 (32年度)

二

生
文
郎

清

資
俊
三

村

村

和

松

木
平
名

′ー

図書 購入お よび雑罷

洋 書 ((LEOPOLD:AuxinsandplantGrowth,その他)計 19冊

洋雑誌 (Agronomy Jour., American Jour.ofBotany,American Jour･of

HumanGenetics,AnatomicalRecord,AnnalsofHuman Genetics,Biochemi-

calJour.,BiochimicaetBiophysicaActa,BiologicalAbstracts,Biometrics,

Biometrika, Botanical Review,BritishJour.ofRadiology,Canadi令nJour.

ofBotany,CanadianJour.ofZoology,CancerResarch,ChemicalAbstrats,

ChemicalandEngineeringNews.Chromosoma,Ecology,Euphytica,Evolution,

ExperimentalCellResearch,Genetics,Growth,HereditaS.Heredity,Jour.

ofAnimalScience,Jour.ofBacteriology,Jour.ofBiologicalChemistry,

Jour,of'ExperimentalZoology,Jour･ofGenetics,Nature,Nucleonics,

PlantBreedingAbstracts,PoultryScience,Quarterly Jour.orMicroscopical

Science,RadiationResearch,Zeit.f.Pflanzen2:uChtung,Zeit.f･Tierziich-

tungu.Ztichtungbiologie,Zeit.f.induktiveAbstammungsu･Vererbungs-

1ehre,Ztichter.) 計 41種

和雑誌 (化学,化学の領域,科学,科学朝日,農業及園芸,農業朝日, 農耕と園芸,

自然,畜産の研究,育種学雑誌,学術月報)計 11種

ゴールドシュミット文庫

今年は次のように寄贈された.

到 着 月 日 別刷部数 雑誌冊数

1月 14日 302部 44冊

5月 14日 260 45

計 562部 89冊

雑誌内容は前年度と同じ 計 30種

t)ッタフェラー財団の援助によるもの

雑 駈

AmericanNaturalistVo1.67-69,71173,75,80
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Biochemi calJour.Vol.41-58

Biochi-icaetBiophysicaActaVol･1-6,8

BiometricsVol.1-9

BiometrikaVol.31-41

BotanicalReview Vol.ト18

ChromosomaVol.2(2),3-4

Jour･orBacteriologyVol.42-64

Jour.orBiologicalChemistryVol.159-193

NatureVol.148,150,155-170

Zeit･r･induktiveAbstamungs-u･Vererbungslehre･Bd･82-85

辞書:その他

世界百科事典 (第1-13巻),英和活用大辞典,新和英大辞典,生物科学辞典,原子力

用語辞典,字源,広辞苑,大言海,日本植物図鑑,日本植物誌,日本昆虫図鑑,原子

力関係法規集合本,定積分集,有機合成最近の進歩,有機化学ハン ドブック,通伝学,

ハンドブック,合成樹脂便覧,

AnnualReview ofPlantPhysiologyVol･7, AnnualReview ofBiochemistry

Vol･24,25,FaunaandFloraofNepalHimalaya,LandandCropsofNepal

Himalaya,Peacef-ulUsesofAtomic Energy7vols.,Sym posia onQuantitive

BiologyVol.20.

音贈図書および報告類

国 内

大学報告および雑誌 (東京大学その他)

各種研究所報告 (国立科学博物館その他)

各種試験所報告 (農林省農業試験場その他)

学会雑誌 (人類学雑誌その他)

別 刷

国 外

雑 誌 (AgronomiaLusitana(Portugal)その他)

65種 計 385冊

20種 計 60冊

6種 計 70冊

8種 計 40冊

10部

計 25冊

年報々告および菜報 (Hilgardia:CaliforniaAgriculturalExperimentStation

その他) 計 15冊

別 刷 340部

出 版

書 名 貢数 発行部数 配布先

胃諾 宏等 欝 所年報第 7号 123 1,000 崇釜欝讐 讐砲大学

Nat.Inst.orGeneticsAnnual
ReportNo.7(1956)

国立遺伝学研究所 要覧 (和文)

105 1,000 同 上

16 1,000 見学者その他
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ⅤⅠⅠ.新規の施設および行事

1. 第 1回遺伝学夏期講座

研究所の野外に対する積極的な活動の一つとして, 新制高校の教官を対象として,遺伝

学に関する専門的知識を普及し,教授上の参考に資する目的で, 遺伝学夏期講座を自昭和

32年 7月 25日至 27 日の3日間研究所において開催した.受講者は,全国的に各都道府

県の教育委員会を通じて募集し,当初約 60名の予定であったが 希望者多数のために増員

して, 1道 1都2府 39県よりの 72名が受講した.

日程は午前講義午後実習,さらに夜も映画, スライドによる講演などがあり,第3日の

牛後の質疑応答には熱心な質問が続出し,充実した講座で,聴講者の側から毎年このよう

な講座を行ってほしいとの希望があった.

2. 放射能汚染探知機 (HandandClothingMonitor)

イギリスのフ∫イリップス社の製品である.比例計数

管型式によるαおよびβ線測定機である.中段にある

孔に告を開いて両手を入れる.指の先端が孔の奥のス

イッチバーにふれると, モーターの廻転が始まり, β

線計数管が自動的に手の上面と下面にそって, β線強

度を調べる.その強度は最上段にメーターのよみとし

て表われる.許容量をこした場合はアラームブザーが

鳴り,計数管はその位置でとまる.本機の下段にかか

っている一対のブローべほ向って左がβ線周,右が α

線用比例計数管である.これによって服や手足につい

たβ線,α線強度を探知することができる.放射線物

質を取り扱かった後で,まず手の汚染を調べる･このと

き本棟にタッチすることなくひとりでにその汚染の程

度を適確に知ることができるので,アイソトープ実験

を行う研究室では健康管理の上から大変重宝である. 図 1.放射能汚染探知機

九 L ト

E E ど G 〟 ∫lrIl

虫 氏 R A

E ド D C P Q B~

図2.第 2ネズ ミ飼育

実験室平面図

A:玄関 B:係員室 C:実験室

D:木屑宝 E:飼育室 F:洗篠

消毒室 G:固形飼料調整室 H:
レヤワー墨 Ⅰ:便所 J:倉庫

K:汚物処理所 L:機械室 M :

油庫 N:飼料庫 0:暗室 Pこ

同前室 Q:押入 R:廊下
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3. 第2ネズミ飼育実験室

昭和 32年科学技術庁原子力予算によって, 既存のネズ ミ飼育舎の北側に通路をへだて

て平行に,新たに放射線遺伝学実験用としてネズ ミ飼育舎 82.49坪の工事が 12月から着

工され,4月末日までに完成予定で建築中である.飼育室は小4室, 大 1室からなり,ブ

ロック姫で温湿圧の自動調節を行う.管理部分は木造で実験室,暗室,係員宝, 洗源消毒

室,固形飼料調整室および倉庫などがあり,完成の暁には 3,000以上のケージを招いて,

放射線による突然変異率を求めるための大規模な実験が吋能になる.

4. 隔 離 温 室

絃建坪 98.86坪の温湿度 ･日長を調節しうる隔離温室が官庁営繕啓によって 11月に着

工され,来る3月未完成の予定で建築されつつある (図3).この温室はガラスとブロック

建築で次表に示す各室および機械室,作業室などより構成されている.

温変条件の調節は自動調整暖冷房装置によって尽夜の区別のある 比較的広い室をエア ･

コンデ ィショニングしうるものである.3室の暗室は段低 1,000ルックスの照明光がえら

れ,日長および波長の変更が可能にしてある. ガラス温室および暗室では嵩等帖物の温度

Lil rl L.
I

il li lC CI CgL CJ

差 損 /i FT L.- A2

図3.隔離温室平面図

Al-2 ガラス温室 B1-6 小隔離温室 C1-3 暗 室 D 冷暗宝

E 網 宝 Fl-2 機械室 G 作業室 H 油 犀

I Vヤワ-室 J 便 所

a.ベ ッ ド b.ペソチ C.水 槽 d.流 L e.作業台 f.消荷電台
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･日長反応などの生理遺伝的研究を広汎におこない, 開花結実を自由にコントロールして

遺伝学的研究を促進させる.また 6室の小隔艶温室では他家授粉植物の系統維持や病害抵

抗性の遺伝学的研究を可能にする.冷暗室は低温処理,春化処理を行うためのものである.

本年度はこのうち暖房関係の工事を科学研究費機関研究費によって設備した.

5. 水田温室と短日圃場

ロックフェラー財団の補助により開始した ｢イネの起原｣の研究の一環として,総建坪

54坪のわが国最初の環境条件を自動調節しうる温室内水田が建設中であり, 来る3月未完

成の予定である (図4).

27坪の水田は冬期昼間 28oC,夜間 20oC,湿度 60% に調節され, 夏期は外気による

冷却によって年間を通じて,野生および栽培イネの生育を可能ならしめる. また水田用水

も室温に暖められ,地中温度の調整も考慮されている. これによって野生および栽培イネ

の鞠花生理や多様な変異性を解析し,その遺伝学的研究を急速におこなうことができる.

また短日圃場は温湿度の調節はないが3坪の水田を6個ならべ,一つは標準とし,他は

それぞれ自動的に任意の短日処理を独立に行えるようにする.2佃はアス トロダイアル,

3個は普通のタイム ･スイッチをつけ,前者では採集地に応じた年間自然日長を, また後

圃場Pl面積および栽培植物

圃 場 名

囲

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク
ク

香二

一
三

一
二

三

四

五

六

西

西

西

東

宋

東

東

栗

東

他に水田 180坪

者では人為の短日処理を行うために

蓋を開閉する.

図 4.水田温室平面図

A.温室水門 B.作業量 C.調査室

D.機械室 E.倭蒸宝 F.油 鮮

a.水 口I b.ベッ ド C. 水 槽

d.流 L e.作業台 f.棚

ⅤⅠⅠⅠ.実 験 圃 場

面 積 栽 培 植 物

676.9坪 一 般 作 物
1713.8 ク ク

1762.4 ケ ケ

300.0 ク

2375.8 ク

500.0 ク

2543.4 ク

2373.3 ク

540.0 ク

計 12785.6

朽根性植物

一 般 作 物
/I

桑樹および一般作物

桑樹

桑樹およびクヌギ
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主な研究用栽培植物

Aegilopsspp., MorusbombycisHOIDZ., Agropyronspp., OryzasalivaL･,

CannabissalivaHEMSL‥PharbitisnilCHOIS.,Capsicumannuum L.,Quercus

serrataTHUNB., CitrullusvulgarisSCHRAD‥ RaphanussativasL.,Colchicum

autumnaleL., RumexacetosaL.,CucumismeloL.,Saccharum officinarum

L., DianthuschinensisL., Setariaspp., Hordum spp., Spinaciaoleracea

L., LycorisradiataHERB., Triticum spp., MedicagotuberulataWILLD.,

ViolatricolorL.var.hortensisD.C., Merandrium album sativasI｣.,

Colchicum autumnaleL., RumoxacetosaL., CucumismeloL., Saccharum

offici7%arum L., DianthuschinensisL., Setariaspp., Hordum spp･,

SpinaciaoleraceaL･, LycorsradiataHERB･, Triticum spp･,Medicagaluberu,,-

lataWILLD., ViolatricolorL.var.hortensisD.C., Meandrium album.

圃場記録塘孝

東 4番園の桑樹は賄年に引続き一部抜き取りを行った. 栗 2番団 の東側の一部に薪に温

室を建設するので,実験植物が栽培出来なくなるため, それらを他の場所に移植を行った.

これらは主に球根,宿根性植物,樹木である.

ⅠⅩ.実験材料の蒐集と保存

カ イ コ

A)Mutants

第 1連 関 群 (od;od/e;os/e;Ge)

第 2 連 関 群 (PM;PS;PSaY;PSa-2Y;od)

第 3 連 関 群 (Ze;len;leml)

第 4 連 関 群 (L;sk;Spc;1.len qoc)

第 5 連 関 群 (re;pe;ok,oc)

第 6 連 関 群 (E;ECa;ED;EEL:EH;EKp:EHEKp/EIZEKp;EMc:EMs;END;

ENp;ENs:Nc;Ne;blb-2;)

第 7 連 関 群 (q)

第 8 連 関 群 (ae;be;+ae;st)

第 9 連 関 群 ((-a)

第 10連 関 群 (wl;W2;W3;WOlfl;ba;OeW)

第 11連 関 群 (K;bp)

第 12連 関 群 (Ng)

第 13連 関 群 (ch)

節 14連 関 群 (Di;oa;oak;Nll;Nl2;U)

fj';15連 関 群 (Se)

第 16連 関 群 (cts)
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そ の 他 (al;fe;Ga;Gl;nb;otm;rb;so)

(食性異常 ;遺伝的モザイク2系統;青白 ;カソポーiyユ ;褐色斑点

蚕)

b)染色体異常 ( 一ー､(
Zwl (+Od･W･+p･pSay/od)

( ′ー-･-､(
Zw2 (+Od･W･+p･pSay/OSe)

( 一一~､(
ZIO2 (+od･W･+p･pSa/Z'/Zod)(雌致死)

ml (橋本系雄致死)
( ( ′＼ヽ

H108 (W･+py･pSay);W-P108(W･+Pyoα)
′~~ヽ ′へ

改 7 (W･+py欠);M3(W･PM)ー＼
限性虎蚕 (W･Ze)

P'y (+pに伴う致死)
′∴~ヽ (

Dup (+py･PSaY/py);Q121(+py･pSay,/pYoα/pyoα)

C32 (PSa･+pYoα,十p-Y間交叉価の高い系統)

Trisomic112(PSay/+pY/py);TrisomiC521(pSaY/oα/+pyoα/pyoα)
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Ⅹ.庶 務 そ の 他

沿 革

国立遺伝学研究所は昭和24年5月第5国会で設置案が可決され, 同年 5月 31日法律第

146号文部省設置法の公布となり, それに基づいて同年 6月1日いよいよ待望10年の国立

遺伝学研究所の創設が実現し, 初代所長として北海道大学名誉教授小熊揮博士 が就 任 し

た.

本研究所は文部省設置法第14条に基づき,遺伝に関する学理の総合研究およびその応周

の基礎的研究をつかさどり,あわせて指導連絡および促進をはかることを使 命 と して い

る.本研究所は最初4部門 (庶希部,研究第 1部,研究第 2部,研究第3部) の構成で発

足したが,その後研究陣容と施設を逐次整備し,昭和27年度に化学実験室 (鉄筋コンクリ

ー ト二階建) および調節温室,昭和28年度にはネズ ミ飼育室がそれぞれ完成されて面目を

一新した. ついで昭和28年 1月に研究組織を改組し,形質遺伝部,細胞遺伝部,生理遺伝

部とした.

昭和28年8月に生化学遺伝部,昭和29年7月I,古周遺伝部,昭和30年9月に変異遺伝部の

増設が実現し,これに加え昭和32年7月変異遺伝の拡充のため定員の増加が認められ,次第

に研究体制を固め,現在6研究部門により研究が総合的に推進されつつある. このように

して辛にも,研究体制および施設の整備拡充が着々実施され,昭和 31年3月アイソトープ

実験室およびその附設としてわが国最初の考案である 60Co紅よるJy線照射実験室が完成

し,ついで昭和32年3月微生物実験室および組織培養実験室が完成した.

かくして設立当初の10溝即勺構成の理想に漸次近づきつつある. 今後はさらに人類遺伝部,

数理遺伝部,進化遺伝部の諸部門を加えることによって,遺伝学を中心とする生物学のあ

らゆる重要テーマについて,総合的研究を実施しもっで学術と社会福祉に寄与せんことを

期している.以下に昭和32年の記録のうち主要なものを述べる.

昭和32年3月30日 微生物実験室および組織培養実験室 (鉄筋コンクリー ト二階建延坪

80.35坪)を建設省中部地方建設局から引継を完了した.

昭和32年 7月29日 人事院指令9- 8により昭和32年度等級別定数が制定された.

昭和32年10月12日 文部省令第18号文部省設置法施行規則の一部改正を行った.

なお昭和32年度に拡充される主なる施設として, 隔離温室,網室およびガラス室 (一部

ブロック建,建坪103.37坪)およびネズミ飼育室 (鉄筋ブロック建,82,49坪)が工事中で

あって,前者は昭和33年3月,後者は同年4月竣工の予定である.

以下に現在の所内行政機構,定員,土地,建物などを図表で示す.
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L部長会議l

一一一一一_

庶務その他
国立遺伝学研究所機構図(昭和32年12月末現在)

‥‥.:_

形質遺伝部ト

1細胞遺伝郡上

生理遺伝部

生化学遺伝部

J応用遺伝部

変異遺伝部

図書 室

'1第2研究室l
-1PBl研究室1
--区議嘉㌻E

l第 1研究室 1

-L亘垂直L
1万福豆l

ー1互垂 l

i第 2研究室

1亘垂 二1

一区 垂 二l
i第 2研究室

1垂垂直[
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組 織 お よ び 機 構

1. 駄員定数 (昭 32.1'll末現在)

37

()内数字は常勤職員および非常勤職員を示す.

2. 評議員会

役 名 l 官 職 名 l氏 名 l発令年月日 l備 考

3. 敬 具

部 別 官 職 名 発令年月 日

所 長

形 質遺 伝部

細 胞 遺伝郡

生理 遺 伝部

文部教官,所長 30.10 . 1

文部教官,部長,室長

文部教官,室長

)府l:.,研究員

文部教官,部長,室長

文部教官,副部長,室長

文部教官,研究員

ク ク

文部教官,部長,室長

島

村

丸

中

田

川

岡

島

田

木

鬼

竹

古

土

館

大

太

夫

弥

資

喜

俊

郎

生

治

要

秀

清

亜 緒

長 造

31.12.31

24.ll.30

24.10.31

24.10.22

27. 4. 1

26. 7. 1

29. 1. 1

32. 5. 1
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生化学遺伝部

応 用 遺 伝 部

変 異 遺 伝 部

庶 務 そ の 他

文部教官,研究員

ク ク

文部教官,部長,室長

文部教官,室長
// //

文部教官,研究員
// //

ク ク

文部教官,研究員(休職)

文部教官,部長,室長

文部教官,副部長,室長

文部教官,室長

文部教官,研究員
// //

文部教官,部長,室長

文部教官,副部長,室長

文部教官,室長

文部教官,研究員

農学博士

医学博士

農学博士

農学博士

農学博士

農学博士

医学博士

文

男

堆

邦

人

吾

徹

三

雄

一

一
雄

忠

明

二

努

平

彦

朗

俊

寧

光

三

恕

文

誠

徹

寛

彦

行

孝

清

栄

京

大

本

田

和

川

口

藤

田

野
井

m

原

沢

村

原

藤

浦

井

平

阪

辻

名

小

坂

遠

津

飯
酒

岡

山

河

宮

松

菅

近

杉

藤

1

I

8

1

1

5

0

1

1

7

1

6

1

5

8

6

1

1

0

2

1

3

3

8

1

2

8

9

4

4

8

9

2

8

0

7

0

〔∠
2

11
7

9

=U

HHH

HU
‖リ

8

9

5

8

1

5

5

8

7

4

9

9

9

4

4

1

1

2

5

2

2

2

2

3

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

2

併任および非常勤研究員

客 員

部 別1 氏 名 l 役 職 員 J学 位 r 発令年月
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官 職 l 職 名 1氏 名 l発令年月日 l備 考

本年中退転出職員

文部教官 25. 1.31

32. 5. 1

29. 1. 1

32.12.15

32. 8.31

32. 5. 1

北海道立農業試験場
技師に転出

農林省林業試験場に

転出

北海道大学医学部助
手に転任

土 地 お よ び 建 物

土 地 総 坪 数 26,023坪 78 建 物 総坪数(建) 1,7'25坪 539

内 訳 研究所敷地 24,524坪 98

宿 舎敷 地 】,498坪 80

建 物 内 訳

(延) 2,406坪 199

坪 数
構 造

建 坪 匝 坪

本 館

実験室 お よ び 図 書 室

養蚕室および昆虫飼育室

堆 肥 舎

変 電 室

硝 子 室

渡 り 廊 下

飼 育 実 験 室

木 造 瓦 菅 二 階 建

鉄筋コンクリー ト造り二階建

木造瓦菅平 屋 建 一 部 地 下

木 造 平 屋 一 部 中

階

木 造 大 壁 平 屋 建

木 造 平 屋 建

木 造 二 階 建

木 造 平 屋 建

木 造 瓦 揺崖辛管

610.08

90.33

77.96

40.00

8.75

26.462

5,445

88.20

1.00

16.00

1
,
169
.
90

180
.
52

81
.
71

50
.
00

8
.
75

26
.
462

10
.
89

88
.
20

1
.
00

16
.
00



国立遺伝学研究所建物配置図

R,S,T は 32年度建設中の第2ネズミ飼育実験室,隔離温室および水田
温室
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予 算

国立遺伝学研究所 34,629,000円 官庁営繕静 6,574,000円

人 件 費 略 018,000円

物 件 費 16,611,000円

科学研究費

機関研究費 5,000,000円 1件 輸入機械購入費 950,000円 1件

総合研究費 3,100,000円 3件

農林省農林漁業応鞘試験研究費 200,000Fl l件

会 合 お よ び 人 事 往 来

会 合

昭和 32年 1月 25日

2月 4日

2月 10日

2月 14日

2月 25日

ク ク

3月 13日

3月 14日

4月 25日

5月 4日

5月 21日

5月 23日

5月 25日

6月 7日

6月 14日

6月 21 日 ＼

6月 22 日 /

7月 19日

･ :7岩 ≡:5 喜 †

7月 29日

第 54回日本遺伝学会三島談話会

たばこ委託研究成績中間発表会

第 8 回公開学術講演会

第 16回評議員会

第 2回日本医学放射線学会東海北陸部会

医学放射線物理学者懇談会

昭和 31年度タバコ委託研究成績発表全

軍 55回日本遺伝学会三島談話会

第 56回 ク ク

第 17回バイオロiyカル ･シンポiyアム

第 18回 ク ク

財団法人遺伝学車午及会理事会

第 57回日本遺伝学会三島談話会

第 58回 ク ク

第 59回 ク ク

社Efi法人全国種鶏遺伝研究会理事会.総会

第 60回日本遺伝学会三島談話会

第 1回遺伝学夏期講座

総合研究連絡打合会

第 61回日本遺伝学会三島談話一会

8月 6日 第 19回バイオロiyカル,Vンポジアム

8月 10日 一雑誌 ｢遺伝J編集委員会

9月 19日 作物,育種研究打合会
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9月 27 日

10月 18日

:llBB …PB1

11月 13日

11月 14日

主なる未払老

昭和 32年 1月 29日

2月 1日

●
2月 23日

5月 1日

5月 3日

5月 11 日

5月 21日

7月 1日

9月 10日

7月 1 日

7月 31 日

7月 19日

7月 24日

7 月 26 日

8月 15 日

8月 24日

10月 31日

11月 8日

12月 9日

庶 務 そ の 他

第 62回日本遺伝学会三島談話会

第 63回日本遺伝学会三島談話全

日文部省直轄大学附置研究所長会議第 2部会

退伝研究連絡委員会

放射線研究粧打合会

ロックフェラー財団農学部委員 R.F.CHANDLER,Jr.

コロンボ計画による研修生インド農業 研 究 所 員 S.S.

RAJAN.

参議院議員石黒忠等.

ロックフェラー財団動物医学部委員 R.K.ANDERSON.

エジプ ト カイロ大学助教授W.A.WARID.

全国大学教授連合会長欠内原忠雄外 50名.

オークリ,iy放射線研究所 Dr.K.C.ATWOOD.が来所

し ｢アカパンカビの致死突然変異｣に.ついて講演.

米国ウィスコソVン大学教授 Dr.J.F.CROW が集団遺

伝の理論に関する共同研究のため来所 し ｢集団による遺

伝的負荷｣について講演.

エiyプ ト カイロ大学助教授 waridA.WARIDが野菜

の細胞退伝学研修のため来所し,｢エLyプ Tにおける作物

育種の現況｣について講演.

米国コ-ネル大学育種学教室 Dr.H.L.EEVERETT.

米国横浜領事 D.M.SUMMERS,文化センター館長M.E.

LEE,日米文化協会小松孝.

米国パサデナ市都市縁組委員長 E.WILSON 氏夫妻,

イラク,バクダー ド大学教授 Dr.AbasAR-RUSHDI.

放射線医学総合研究所長樋口助弘.

スエーデン国ホルンベルグ農業研究所Dr.S.A.HOLMBERG.

中国 (台湾)I.C.A.研修生,葉明桜外 5名.

印度西ベンゴール州立農科大学教授 Dr.A.T.SANYAL.

宋音方研究員

a. 米国ウィスコンシン大学教授 JamesF.CROW は木村教官と集団遺伝学の理論

の共同研究を行うため自 32.7.1至 32.9.10来訪研究員として滞在した.

b. エLyプ T,カイロ大学助教授 waridA.WARIDは酒井教官指導の下に甘藷およ

び歳菜の細胞遺伝学研究のため自 32.7.1至 32.7.31来訪研究員として滞在し

た.
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栄 巻

下記の通り学位を授与された.

授与年月日 】l種 可 授 与 大 学 名 l 官 職 l氏 名

文 部 教 官 木 原 均

津 田 誠 三
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附 録

A. 日本専売公社秦野たばこ試験場

三 島 分 場

国立遺伝学研究所は昭和 24年以来, 日本専売公社からタバコ品種改良の基礎研究を委

託されている.ついで,その業務を推進せしめるために,翌年 2月,秦野たばこ試験場三

島分室 (現分場)が本研究所内に設置され,タバコの肥培管理,収穫,乾燥,鑑定 などに

ついて相協力することになった.

委託研究の内容は,(l)タバコの優良形Frおよび品種の生理生態に関する研究 (タバコ研

究室担当),(2)種間交雑,細胞学的親和性および倍数性育種に関する研究 (タバコ研究室,

竹中研究室,クリエソフェル t女史および古里研究員担当), (3)実周形質の統計遺伝学的

研究 (酒井研究室担当), (4)放射線処理による突然変異の誘発に関する研究 (松村研究室

担当), (5)タバコ病原微生物の細胞学的,遺伝学的研究 (辻田研究室担当), および(6)蛋

児中毒に関する研究 (辻田研究室担当)の6部門である.

な*,最近の業績として特記すべき事項は,放射線突然変異によって育成きれた Bright

Yellow の3系統 (三島 6-2-2,12-2,および 13-2)が,本年わが国栄部の各たばこ

試験場で試作され,品質的に良好な成績を収めたことである.

タ バ コ 研 究 室 一･JE

分 場 長 田 中 正 雄

場 員 今井属二,長島利義,綾部富雄,川口富次,鈴木和代

外 人 研 究 員 F.A.LILIENFELD

研 究 業 績

さきに掲げた委託研究課題に基き,昭和 32年度には次の研究が行われた.

1. タバコ属植物の含有アルカロイドについて (今井農二) - ･145

2. 黄色種育成系統の生産力検定試験 (田中正雄 ･今井崖二 ･綾部富雄 ･川

3. タバコの自家不和合性に及ぼす花粉X線処理の影響 (田中正雄 ･湯山厚子)- 146

4. 放射線処Jlf!.花粉の新旧が種子の充実に及ぼす影響 (田中正雄) ･･- .1146

5. 子房中におけるオーキVンの活性度に及ぼす花粉X線処理の影響 (田中

6, タバコの倍数体に関する研究 (古里和夫 ･宮沢 明) .･147

7. タバコ属地物の細胞遺伝学的研究,Ⅹ.種間雑種 4種の減数分裂(竹中 要)- 149



専売公社三島分場 145

8. タバコの紅葉に関する統計遺伝学的研究 (酒井寛一 ･井山審也) . ･150

9. タバコ数品種の放射線感受性と有用突然変異体の利用 (松村清二 ･藤井

10. タバコによる東児中毒に関する研究 (辻田光雄 ･名和三郎 ･坂口文書) . ･152

11. タバコ立枯病菌の遺伝に関する研究 (辻田光雄) ･･･.･154

1. タバコ鼻植物の含有アルカロイドについて (今井農=)

タバコ属の 43種について,開花期前後におけるニコチン,ノルニコチン,および全アル

カロイド崖を,Bowen&Barthel法(1943)によって分析した.今回の成績では,N.alalaお

よびその近縁の植物,N.pelunioides,N.pauciflora,および N.velutinaにはアルカ

ロイドが見杜仲 ないか,その量が痕跡的であった.また,上記の種類のほか,N.solanifolia,

N.glauca, トメソトーザ節の濯木状植物群 (N･tomerutosa,N.lomenlosiformis,N.

otophoraなど),N.undulata,N.trigonophylla,N.palmeri,N.Corymbosa,N.

nudicaulis,N.marilima,N.megalosiphon,および N.goodspeediiにはニコチン

は含まれず, ノルニコチンのみ-アナバVンを主アルカロイドとする場合もあり得る-で

あった.これを SMITH ら (1942)の成績と比較すると,ニコチンを含み,ノルニコチン

を含まない種類が見出せなかったこと,N.alataに近縁の植物にニコチンが検出できなか

ったこと,N.gosseiにはニコチン以外のアルカロイドが相当量含まれていることなどが

主な相異点であった.

なお,染色体数の少ない植物には全アルカロイド崖が少なく,また, ノルニコチンの占

める部分が多いが,染色体数の多い植物には全アルカロイド塁が多く, ニコチンの占める

割合が多くなる傾向がみられた.

2. 黄色種育成系統の生産力検定試験 (田中正雄 ･今井最= ･綾部富雄 ･川口宮次)

放射線処理によって育成された黄色種の良質系統(三島 6-2-2a,b;6-3;12-2a,b,

C;13-2a,b,C;25および 26) の 11系統を BrightYellow と比較栽培し,生産力

を検定した.供試系統のうち,No.25および 26は, 樹脂の分泌量が多く,粟の光沢の

強い系統で,昨年, 松村研究室担当の圃場中で見出し,本年から試作を開始したものであ

る.選抜の都合上,この2系統に限り,摘心は行なわなかった.

試作の結果,これらの系統は発磐期,樹姿,草丈,実利などに関して BrightYellowと

の差は認められなかった.乾葉員目は, 12-2bが最も多く,ついで 12-2C,6-3,Bri-

ghtYellow の順序,砿当価格は 13-2Cが最もよく,12-2a,12-2C,12-2b･13-2a･一

13-2b,26などがこれに続き,いずれも BrightYellow を上回った,また,反当金額は

12-2の3系統が段もよく,13-2の3系統これに次ぎ,6-3,BrightYellow の順序で

あった.なお,No.25および 26の成績がよくなかったのは,無摘心のため,収巌が少

なかったからである.6-2-2の2系統,13-2の3系統は, 形態的にも品質的にも類似

しており,13-2の3系統は,いずれも葉が鰍軒で,色沢がすぐれ, 軟質であった･とこ

ろが,12-2は多少分離し,a, C は同一,bは明らかに葉が厚 く,硬質で,吸湿性が少な

かった.
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6-2-2,12-2および 13-2を水戸, 宇都宮,秦野,三島,および兵庫の5カ所で試

作し,収納を行なった.その結果, 品質的には 1312が各地とも BrightYellow を凌怒

し,全国平均の反当金額においても1割4分ばかり上回っていた.

3･ タバコの自家不和合性に及ぼす花粉Ⅹ接処理の影替 (田中正雄 L湯山厚子)

N.alataおよび N･langsdorffiiを材料として,花粉Ⅹ線処理が自家不和合性に及ぼ

す影響を調夜した.まず,開花直前の哲から茄を取り出して,0,1,200,2,400,4,800,およ

び9,600rのⅩ線を照射し,それらを隔離したガラス室内で母株に交配し,着朔歩合,節

当種子数,種子の充実歩合などをしらべた.その結果,N.langsdorffiiでは花粘X線処

照による効果は認められず,交配後間もなく,全部の花が落下した.しかし,N.alataで

は多少潜動し3回反覆の平均佃では, 無処刑以下5L5(Iの着萌歩合は, それぞれ, 2.56,

10.53,ll.76,9.20,および 0.00% であった.また,荊当りの平均種子数は,無処理区

は伴か3粒であったが,1,200および2,400r区では,それぞれ 194,および 199粒に増加

し,4,800r区は 100粒であったが,9,600r区は全く種子が得られなかった.なれ 種子の

充実歩合は,1,200r区では約 88% であったが,2,400r区では 6】% となり,4,800r区では

大多数が空虚で,わずかに 1.3% が内容を供えていた.このように,植物の種類によって

紘,花粉Ⅹ線処鞍によって,自家不和合の柄物を自殖させることができる. そのための線

_誌は,N.alataではあまり強くないほうがよく,1,200--･･J2,400rが適当である.

4.放射線処理花粉の新旧が種子の充実に及ぼす影替 (田中正雄)

N.tabacumにアラータ節の花粉を交配すると,内容のない種子のみを生ずるが,放射

線処理花粉を用いると, 充実が増し,発芽もよくなることが知られている.本研究は,鷲

射後,花粉が古くなるにしたがって,あるいは, 古い花粉に照射することによって,交雑

種子の充実度がどのように変化するかを知るために行なった.初の実験では,N.alataの

花粉を定温に保存しながら,毎日,N.tabacum に交配した.この場合,花粉の一部は終

始無処将のまま交配を続け,他の一部は最初から 10,000rのγ線を処理したものを用い,

残りは, 開花 3日後に処理を行ない,4日目から処理花粉を交配した.それらの成績をみ

ると,無処理の花粉を交配した実験では,充実歩合は, 終始ほとんど0%であったが,花

粉が古くなるにしたがって, 僅かに歩合が高くなる様子がみられた.ところが,開花直後

に処理を行ったものでは最初から, 4日目から照射花粉を交配した区では4日目から多数

の充実種子が出現した.また,いずれの試験区とも,花粉が古くなるにしたがって, 充実

歩合がますます増加しようとする傾向がみられた.

つぎの実験では,開花直後, 開花後 2日, 4=日, 6日, 8日,および 10日を経た N.
alalaおよび N.langsdorffiiの花粉に,10,000Tのγ線,または,9,600rのX線を処理

し,処理後直ちに N.tabacumに交配した. γ線照射の場合は,耐試験と類似した成績

が得られ,古い花粉に照射したものはど効果的であった.しかし,Ⅹ線を処理したものは,

新鮮な花粉に照射した場合が最もよく,花粉の古きとの関係は明らかでなかった. 前試験

において,無処理の花粉を交配した場合にも, 花粉が古くなるにしたがって充実種子の出

現する事実から,充実を促すに有効な生化学的変化が, 花粉が古くなるにしたがって起ろ
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うとし, これが放射線の衝によって拍車をかけられるため,上に述べた精巣が得られるの

であろう.

5. 子房中におけるオーキシンの活性度に及ぼす花粉Ⅹ綾処理の影啓 (田中正雄)

花粉放射線処理が,交雑種子の充実に好影響を与える原因を究明するため, 子房中にお

けるオーキシンの活性安をしらべた.まず,無処理,および 9,600TのX線処理を施 した

N.alataの花粉を N.tabacz↓m に交配し,-いずれの場.合も,全部の肝珠が受精される

- 4日後,子房から先端部の約1/il.を切り離す. この部分の断何を 0.02M.の KCN で

10分間処理したのも,3%, 2mm 立方の寒天 上に,断両を下にしてのせ,35r)Cの定温

器中で4時間放置して,子房からの浸揖物を寒天に惨みこませる. つぎに,この寒天のブ

ロックについて avena-testを行ない,Coleoptileの凪r腰 によってオーキニ;Jンの活性度を

比較した.この試験を7回反覆してしらべた結果, 無処理の花務を交配した場合の屈曲度

紘,4.50〇であったが, Ⅹ練処州花粉の場合は.8.780で,,その糞は 1%水準で有意で

あった.また,N.tabacum の捌 Irl'の場合7)J,Tf伸 度を参考までにしらべたところ,約 320

であった.この事 夫から,N.tabacum に N.alataの花粉を交配した場合における,千

房中のオーキンンの活性乾は,白粥の場合にくらべると, きわめて微弱であるが,花粉X

線処によっていくらか億くなることがわかった.すなわち,花粉X線処王Tl!_ほ, 受精後にお

けるオーキシンの廿牲安に好影響をあたえ, これが碍子の充実をよくするものと考えられ

∋軍lる.

6. タバコの倍数体に関する研究 (古里和美 ･宮沢 明)

1)BrightYellow 3x(4xx2x)苗の選抜の効果について

3.7:苗を折床での移植の際にfEき好な揃った市を移附したものと,鰍選別に大小混ぜたもの

を移植したものとの2区に分けて, これを本圃に定植し苗床における折の選別が定植後そ

の効果を現わすか否かについて調べた. その結果では轄百状態に大きな差は認められなか

一､1二.

選 別

夏冬牛馬｢ [位 置
草 丈J全案数IT_巨-レ㌧/Jtノ忘｢-

57･3cm , 12 枚 137･7cm l15･9cm
5 枚 目

燕 選 可 55･1cm l 15 枚 h 7･6cm l18･4cm I5 枚 日

2)BrightYel】ow 3x の F2 における花粉について

BrightYellow の 3x を育成しその白花交配を続け F3を得た. この F3 の花粉状態に

ついて調査した.Fl,F2において生育の良いものから採種 した.この F3の個体には,そ

の染色体数が n-25Ⅱ のものがあり, 2x よりも倭に 1個の2価染色体を有 しているに過

ぎず,2xに近い染色体数にまで減少していることが観察された.つぎに花粉の稔性を調べ

た結果,良好花粉率が 89.4% であった.また 1胡平均粒数は1.088粒,発芽率は 54.2%

であった.なお比較調査のため,4こrX2こrのFl について花粉を調べたが,この良好花拘率

は65.9% であった.
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3)高冷地における倍数体の生育状態について

県下富士郡上井出村において B-ightYellow2x,3こじ,4.℃を比較栽培したところ 生育の

状態は次の表のような結果を得た.

2xと 3xの着票数はほぼ同数であって,4xは着葉数は多いが粟は小さく(ただし丸い)

草丈が低い.着菓数の多いのは花芽の発生の遅いことを示す.

4)BrightYellow と合成 tabacum との雑種 F3 について

BrightYellow と合成 tabacum (N･tomentosaxN･sylvesLris)の雑程の白花受粉を

繰 り返 しF3 を得た.このF3を調査 した結果,花粉稔性高 く 92.8% の良好花粉率がみら

れた. 1朝平均粒数は 357粒で発芽率は 48.1% であった.

この F｡個休に BrightYellow4x個体の花粉を交配したところ, 種子はできたが付(.事

物は全 くなく発芽率は0%であった.また 1萌当りの種子平均粒数は236粒であった. こ

のほか~F3個体に BrightYellow2xを交配したがその平均粒数は 1,318粒であった. そ

の発芽率は 52.1% であった.

5)2xおよび 4xBrightYellow と野生種の交配について

BrightYellow の 2xおよび 4xと野生種 との交配を行い, 次のような組合せで種子を

得ることができた.つぎに着果率,発芽率などについて記す.

交 配 組 合 せ 交配数 着果数 着果率
1滴平均
種 子 数

B.Y.2,xxア フ ィニ ス 】00 ]6果 16% 365粒

B.Y.2xxブ ラ ウ カ 100 17 17 843

B.Y.?,xxシ /レベ ス ト リス 1〔)0 12 12 798

B.Y.2xxr:ンギ フ ロー ラ

B.Y.2xxグ ′L,チ ノーーザ

B.Y.2xxナ ノ.'チア ー ナ

B.Y.2xxパ ′i,メ リー

B.Y.2xxラ ン′)/ス ド′レフ ィー

B.Y.4xxl'/i,ベ ス トリス

B.Y.4xxプ ラ ンノヾ ギ ニ フ /1 リヤ

B.Y.4xxロンギ フ ロー ラ

B.Y.4xxア トロプ ル ブ レア

B.Y.4xxグ /レチ ノーザ

105 10 9.4 453

97 5 5.2 121

89 1 1.1 588

93 1 1.1 784

83 1 1.2 234

I
9
.
り山
り山

3

8

6

5

6

8

1

■･⊥
1
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4

叩
脚
吾
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5
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｡
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3

つ.J

8

6

4
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2
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5
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30.0
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B.Y.4xxグ ラウカ 68 0 0

149

(B･Y14xXxYB.hY7完 レブ レア) 39 25 64･1 617 35･0

(B･Y･4xXx完 7Y7号ま 57 25 43･8 135 55･2

(B･Y･4xXx/};:LTT /2x-ザ) 3rZ 20 6二･5 √二75 35･1

7. タバコ展植物の細胞遺伝学的研究,Ⅹ.種間雑種4確の減数分裂 (竹中 要)

4種の種間雑種,すなわち N.tabacIJlmXN.otophora,N.taらacumンくN.longiflora,

N.gosseixN.tabacum および N.gossei)くN.alataの減数分裂の研充を行なった.

1) FIN.tabacum (n-二,4)ニ(N . otopちoγa(～-12)

この雑種の減数分裂第一中期の二価染色体数は, 3価染色体のものを加えるとすると,

常に 112佃である.すなわち N.tabacum の中には N.otophoraとIi.ト のゲノムが少

なくとも1組存在していることを知る.GooDSPEED (1954)も又 N.tabacum 2品種と

N.otophoraとの雑種においてほぼ同様の結果を得ている.

2) FIN.tabacum (n-?,4)×N.longiflora(n-10)

この雑種の減数分裂第-中期の:三価染色体数は0と1を:ニー ドにして, 二相のものはや

や少なく,3個のものはなお少なく,4個のものは稀れである.KosTOFF (1941-43)ち

唯 1本の成熟個体を得て,その減数分裂を研究したが,2価染色休数は 5,6,7個のもの

が最もしばしば現われ,8と9個のものさえ見られた. そしてまた多価のものも観察され

たし,動原体のないもの,2つあるものなどが見られたという.筆者の結果とKOSTOFFの

研究との相違は何に原因するか今のところ判らない.筆者の研究からすれば,N.tabacum

の2つのサブゲノムとN.longifloraのゲノムとの間には競和はないと考えたい.何とな

れば上記の親和数は N.tabacum の2つのサブゲノム間の親和として説明される範囲内

であるから.

3) FIN.gossei(n-18)XN . iabacum (n-24)

この雑種の減数分裂第一中期の2価染色体の数は,0をモー ドとして 1個のものがそれ

につぎ,2個のものが約 10% あるが,3,4,5個のものははなはだ締れであった. 筆者

の知る範囲内では本雑種の作出に成功した人はない.この研究から推察して N.tabacum

のゲノムと N.gosseiのゲノムとの間には親和はないといえる.

4) FIN.gossei(n-18)〉くN . alafa(n-9)

この雑種の減数分裂は非常に不規則である. 花務母細胞緬期のはじまりには細い染色糸

が仁の周囲に現われるが, やがてそれはやや太くなり,集まって染色糸塊となる.又時に

は核内全榊こ糾い染色糸がクモの巣の塊の如くなることもある. やがて核内に大きな液胞

を生じ,その周辺の-一部に染色質が膜状をなして拡がるものと, 渋胞をつくらず 1個の球

I,7Ji附 1]体の染色質塊を示すものとを生ずる. また,ごく稀れには不定数の染色体様のも

のをti三ずる細胞がある.開花せる荊内の花粉粒は,はなはだ少なく, 大多数のものはその

形骸さえ失っている.Jrtl少の内容をもつものも形と大小が種々様々である. 又非減数のも
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のも多い.昨年度研 究 した FLN.gosぎei(n -18)XN.lonブiflwa(n -10)および FI

N･gosseixN･pl71mうaginifolia(n-10)に比べて, その減数分裂が余りにも不規則で

あるのは何故であるか分らない.いずれにしてもN.gosseiと N.alataとは緑の遠い種

といえよう.本雑種については KOSTOFF(1941-43)が研究し,0- 3の2価染色体を見

ている.

8. タバコの紅葉に関する統計遺伝学的研究 (薄井寛一 ･井山審也)

昨年と同じく, 紅葉性の高い系統群と低い系統群の各3群からとり.Tilした 18系統を栽

培して, この紅葉発生程度を観察し (芙秩 l), これに裁いて肉眼判別の階級に対する重

みづけの式を作り,本年の紅葉程菱の評価に用いた.また本年は, 紅葉発生程度の異なる

系統問のFlおよびF2,2組合せについても観察を行った (実験2),実験(1)では, 1系

統 1区 1?.抹 2反覆,実験(2)では,両親各 30株,Jl三選交雑の Flおよび F2それぞれ 15

株および 45株ずつを31文子'42の乱塊法で栽培し, 1株より上部薬 5枚を採取, 乾燥後紅葉

程変に従ってまず Oから4の5階級に識別し,後に示す重みづけにより株平均値を得た.

1) 系統比較試験 佃体内分散に対し,佃休閑分散を投大にするように, 紅葉発生程皮

の識別勝抜に重みづけする本年7)式は,昨年同様の計算の結果次のように与えられた.

X-oxo+0.256xl+0.451x2十0.809x3+1.000x4.
この式により各株の平均紅葉発生程度を算出して,分散分析をした結果 (表工),昨年と

鞘 宗,系統群間の,1'-三は有意であり, 系統群内は均 一であることが判った.この分散を成分

に分割して,系統平身値に対する遺伝力を計算したところ, h2-0.699と言う高い値を示

｢た.

表t.BrightYellow ,I,711頑 18系統Z)紅葉発生程度の分散分析表 (1957)

要 T,lil I 自由度l 平 均 平 方

系 統 群 問

群 内 系 統 間

戊 覆

誤 差

0.142,177臣事

0.014,630

0.050,161

0.017,853

*ホ1%水準で有意

いままでの3年間の結果を一括して分散分析を行なったところ (表Ⅱ),系統間の差は有

意であるが,年次と系統の相互作用は有意でなかった. なお本年と昨年の各系統平均値間

相関は r-0.876卓と(自由蔓 15)であった.これらの結果から, 紅葉発生程定が明かに

系統の特性であることは疑問Tの余地がない.

2) F2の試験

紅葉発生程度の低い系統 (1)と, 高い系統 (7)又は (15)との問の雑種 Flおよび F2

の紅葉性を観察して,表のような結果を得た.

表ulをみると,Fl はいずれも紅葉性の高い親と同じ程度の紅葉発生を示し,F2の集団

平均値もほぼそれとはJJじである. したがって,この組合せでは,紅葉発生は陸佐に遺伝す
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表m BrightYellow 18系統の紅葉発生程度の分散分析表

(1955年,1956年および 1957年)

151

要 因 l 自 由 度 l 平 均 平 方

虫春1%水準で布意

表TILl.B-ightYell')W 系統の閲の正=.逆交雑 Flおよび F2の紅葉発生程度(1957)

*北r淡系統i:り推走

ると思われる.

3) 紅勢性と晶資との相関 紅葉性を考慮に入れない場合のLVl質と, 紅柴発F]三程度との

侶謁を知ることは,非紅葉系統の育成のために要茸な問題である. 系統比較試験の材料に

基いて,品質と紅葉箆とを別々に評価し,その間の相関を計算した.表現型関係数は 0.404

(1%水準で有意),遺伝相関係数は 0･085,環境相関係数は 0.326であった.表現型およ

び環境相関が有意であったことの解釈は明らかでないが,識別にあたり, 紅葉の発生した

ものについて, 発生しないと仮定したときの品質を低く見積る傾向が避けられないことを

示すかも知れない.この成績に関するかぎり, 本来の品質と紅葉性との問には遺伝的相関

はないようである.

9. タバコ数品種の放射線感受性と有用突然変異体の利用 (松村清二 ･藤井大朝)

BrightYeuow,DixieBright101,GoldenWilt,WhiteBurleyおよび松川の5品種

の気乾種子にⅩ銀とγ線をそれぞれ 30kr照射した.発芽歩合は著しく低下したが,品種

により放射線の感受性に差があり,GoldenWilt,WhiteBurleyは標準の 50% 以上発芽

したが,他2)Lr.品種ではⅩ線で標準の 40-50%,γ線では著しく低 く数%にすぎなかった.

もちろん,これら芽生の生育も大いに遅れた.

BrightYellow のX線突然変異体の早生系統に波長の異なったX線を 30kr照射したx2

世代には,珍らしい花形の異常が多く出現 した. また同品種よりえた優良突然変異系統

No.6,12および 13の比較栽培試験は 1955-56年に引続き,本年度も行われ,第 1表
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のごとく好結果をえた.すなわち,当研究所圃場では No.12-2がよく,No.13-2が

これについだ.早生の No.6--:は標準よりやや劣るようであ.No.25と 26は昨年度

Ⅹ2で葉の光沢のよいもので有望と思われたものである.

上記優良3系統を水戸,宇都宮,秦野,二鳥,磐旧, JrT,･･樺の各試験場でやや大規模に比

較栽培を行なった結果,No.13-2がもっともよい成績をあげ,No.12-2がこれにつ

いだ.No.6-2は標準よりやや劣った. 各栽培地により差があり,水戸では調査方法が

異なったためか突然変異系統はよくなかった.また三島では上記のご とく No.12Jjが

No.13---2にやや優れた.

以上総括すると,これらの系統は南 方産地位適するもので,No.]'二-2は発苗期はBr三一

ghtYellc,W と差異なく,乾葉とくに下位柴は肉が厚くやや粗造であるが 硬質で吸湿性は

少 く良質であり,No.131,は発蕎期は BrightYellow より1- 2日晩く, 糞数はやや

多く,陀葉Dうち本大柴は肉が汚く,賢は枢密であり色沢良好で吹越性は強いという特性

を有する.

衣Ⅰ.X線突然変異体各系統の収納成績 (1957年)

10. タバコによる蚕児中毒に関する研究 (辻田光碓 ･名和三郎 ･坂口衷:杏)

工.桑葉のタバコ毒物汚染とカイコとの関係実験

1. タバコ毒物発散の時期

4月 26日にタバコを植付けられた混櫨桑園 (A)(10尺の唯間の中央にタバコを植付

ける)における桑樹の葉に対するタバコ毒物汚染の状態を調べた. その結果 7月 1()日雨

後 (植付襟 67日冒)より混植園7)桑葉を東児に給与した区に軽い中毒症状が現 われはじ

め7日 17日頃 (植付後 74日日)より急速に毒力が増大した.

2. タバコの熟期と毒物発散

Bright.Yellow で調べた結果によると, 一応発育を終って成熟期に入ろうとするとき毒
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物が発散し始めるように思われる.

3. タバコの発育と毒物発散

発育良好なタバコでは,毒物発散が多く,発育不良なものではこれが少い.

4. 中毒蚕児の回復実験

中毒症状の軽微なものはもちろん,相当重症のものでも, ある時間をおけば,回復して

正常に発育する.

5. タバコ品種と毒物との関係

BrightYellow,松川,遠州,達磨,WhiteBurleyなどを招いて,硝子容器内で一定時

間タバコの葉から発散する毒物に汚染した桑葉を, 蛋児に給与した結果によると,品種的

に毒物発生の程度にちがいがある.

6. 蚕品種,蚕の発育時期と毒物抵抗力との関係

8月6日より温情桑園(B)より収穫した桑葉を用いて,原産及び2交雑種を飼育した.

この混植桑園の汚染は概して毒力弱く,連続給与により憤性的な中毒症状を里した. その

結果によると,原種より交雑種が毒物に対する抵抗力強く,支那種は日本種よりも強い.

7. 着葉部位と汚毒程度との関係

浪板桑園における桑条の若葉部位を上中下に分け, それぞれの桑葉を蚕児に与えて毒力

を比較した,その結果下葉は毒力最も強く,中葉これに次ぎ,1･_柴は比較的毒力が弱い.

8. 残存影響

一一度タバコ毒物に汚染した桑樹の葉はある期間毒性を持続する.

.loo

●bOO

i00

tAOo

.300

200

loo

一 十 二･

将 ..

C正常束 ㊥汚決菓 ◎タバコ菓

図 1.正常莫 1kgと汚染桑葉 1kgを柚出の

結果 50mlとし,タバコの葉は 10gを紬閏の

結果 1,000mlとし,それぞれ分光光度計によ

り測定したもの.

II.汚染桑葉における毒物の本態

正常桑葉 1kg,著しい毒性を里する

汚染桑葉 1kgおよびタバコの襲 10g

よりニコチン抽出方法により毒物を抽

出し,抽出液量を桑葉の方は 50mlと

し,タバコの方は1,000mlとして,そ

れぞれについて分光光度計により分析

した.その結果は図 1に示す如くで,

タバコの粟より著しく多遠のニコチン

が抽出されるが,正常桑にもこれと同

じ吸収値 (E)を有する少量の物質が

検出され,汚染桑葉では同じ吸収値の

物質の増加が見られる.この増加物Tf

うミ毒物であるかどうかを見るため,吹

の表に示すように,一定量の抽出液量

を一定量の桑葉に塗付し,東児に与え

て中毒状況を調べた.その結果は次表

の如くである.
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表工.汚染桑ならびにタ バ コ莫からの抽出物の添食実験
抽出に用
いた重量
(冒)i:.I"lL.::∴了一二㌦:･･

イオン交換樹脂に

より抽出したもの

粗 抽 出 [タバ コ菓

+++十十:土:
+十十
+
;土=

上表に示す如く,タバコよりの柚出濯 1ccを 15gの桑葉に準付した場合には,､著しい

毒性を星する.ところが, 汚染桑葉の柚IT=tT,汝の場合はニコチンと同じ吸収値を示す物JL-Jqを

仮にニコチンと見倣して,これをタバコ紬hrjT濯 】mlに含まれるニコチン鼠と同塁になるよ

うにした 2.5ccあるいはその倍量 5ccを 15gの桑葉に塗付して蚕児に与えても,その毒

性は殆んど認められないかあるいは非常に軽微である. なおタバコよりの租抽出のものと

JTr_/TRの抽封方法によったものとを比較すると,雀者の方が著しく強い毒力を示した.

りよくニコチンが抽lTi:!されるが, 汚染桑葉から同じ方法によって毒物が効果的に袖出され

ていない. 第二に袖H:',されたニコチンと同じILJi,収値を示す吸質の毒性は殆んどないかまた

は極めて弱い. このような結果から汚染桑糞においては,毒物がタバコの柴の中とちがっ

た状態にある.すなわち桑葉の中の何かと結合して安定な物質となり, これが強い毒性を

里するが,抽出によってこの結合が解き難いのではないかということが考えられる.

ll. タバコ立柏病菌の遺伝に関する研究 (辻田光雄)

Pseudomonassolanecearum では岡部らにより 10稗近くの溶原系統 (lysogenics t-

rains)が知られている. これらのうち T-C200溶原蘭より放出されるウイルスを以て感

染菌を溶原化するとき,被溶原菌は,若干遺伝的形質が変換する. この遺伝的形質には,

糖分解能に対する特異性,他のテンペL/- ト･ウイルスおよび毒性ウイルスに対する抵抗

性,病原菌の寄生性など,である.T-C200菌の糖分解能に関しては.その特異性におい

て3つの遺伝的変異系統があり,それぞれの菌の特異性が, ウイルスにより被溶原菌に伝

えられる.

感受性菌に一定の溶原菌系統を局うると, 糖分解能の特異性の変化が起ったものとそう

でないものとが分離する. この場合既存のプロウイルスと新たに入ったテンペレー ト･ウ

イルスとの間の遺伝的組換が関係しているように思われる.

上述の如く, 一皮溶原変換した被溶原菌から放出されるテンペレー ト ウイルスを以て

別¢非溶原菌を溶原変換すると, 糖分解能の特異性の遺伝的変換が起らない場合がある.

Salmonella菌で溶原変換をする形質として知られている 0〔Ⅰ〕抗原の場合にも,似たよう
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な事実があり,菌側染色体とプロクイルスの間の複雑な関係を暗示する.

感受性菌のテンペレー トIT)イルスに対する反応としては,productive(lytic)response,

reversibleresponse,lethalrespワnse,lysogenicresponse などがあるが,菌がウイルス

に感受性であるかどうかの直接の目安となるのほ productiveresponseすなあ す 溶 歯斑

の形成の有無である.P.solanacearumでは,productiveresponse を示さず, しかも

lysogenicresponseは確実に起って遺伝的形質の変化を示す系統がある･Salmonella宙で

も同じように Productiveresponseを示さない感受性菌が知られており,恐らくこのよう

な菌株はかなり普遍的に存在するのかも知れない.

Pseudomonas菌あるいは Salmonella菌の如く歯自体の接合による遺伝的組換が行わ

れないものでは,テンベレー 卜 ウイルスによる浴原変換あるいは遺伝子導入 (tva-1Sduc-

tion)が起り, これらの現象を通じて蘭の接合による遺伝 的組換と同じような結果が招来

される.従ってかようにウイルスを介してもちきたされる遺伝的変化が,菌の系統分化あ

るいは寄生性分化に重要な意義を演ずるであろうことは想像するに錐くない.

B. 財団法人遺伝学普及会

沿 革

遺伝学の急速な進歩を助長するため, 終戦とともに日本遺伝学会はl=4立遺伝学研究所の

設立の緊急なことを決議して,関係各方面に折衝を開始したが, 機いまだ熟せず種々の凶

難に遭遇したので,ひとまず財団法人遺伝学研究所を設立し, 遺伝学者相互の研究連絡,

協力研究,研究促進に努めることとし,官界,財界, 学会の有志の援助の下に昭和 22年

5月23日文部大臣の認可をえて, 財田法人遺伝学研究所の設立をみた.

その後昭和 24年 6月1El国立遺伝学研究所が設立されたので研究部門を閉じ, もっぱ

ら遺伝学普及事業を行うこととなり, 各事業部委員の協力によりその実施につとめつつ現

在に至っている.

役 員

理事 木原均,篠遠吾人,和田文書,竹中要,松村清二,lTl島弥太郎

監事 酒井寛一,辻田光雄,大島昆造

会長 木原 均

常務理事 竹中要,田島弥太郎

行 事

昭和 32年 4月 15日 第 13回理事会

第 12巨鳩平議員会

昭和 32年 5月 23日 第 14回理事会

第 13回評議員会

昭和 32年 6月 3 日 財田法人遺伝学普及会設立 10周年記念学術講演会を 静岡県立

沼津西高等学校講堂において開催した.



156 社団法人全国種鶏遺伝研究会

事業概況

1. 遺伝学に関するプレパラーtの頒布

2. 遺伝学実習用生物の頒布

3. 講演会の開催

4. 遺伝学用幻灯スライドの作成および頒布

5. 雑誌 ｢遺伝｣の編集

C. 社団法人全国種鶏遺伝研究全

港 董

弟の経済能力は年間連産鶏の続出により著しく向上したかに見えるが,一般の水準は末

だ低く産卵指数ではその進歩が著しく遅れている. 本会は弟の遺伝育種的研究を目的とし

て昭和25年 9月24日発会式を挙げ,昭和27年 4月23日社団法人の認可を得て登記を了し,

国立遺伝学研究所内に種難遺伝研究所を設置して事業を開始し, 昭和29年 7月国立遺伝学

研究所に応周遺伝部の新設されるに及び人件費,飼料費などの一部は国費の所管に移り,

また知合ならびに管理人宿舎を国庫に寄附する手続をとり, 昭和29年12月文部大Eiの認可

を得て現在に至っている.

組 織

a. 会員 :昭和 32年 12月 31日現在正会員 186名,準会員 27名,賛助会員3名,

特別会員 50名である.

b.役員 :会長木原均,副会長酒井寛一,(研究担当者),米野与七郎 (正会員),高橋広

治 (正会員),常務理事酒井寛一 (兼),理事上記 4名の外 15名,監事 2名,参与

11名.

C. 顧問 :5名.

行事および会議

昭和 32年 6月 21日 理事会

昭和 32年 6月 22 日 第 6回通常総会

講演会および研究会

昭和 32年 6月 22日 第 1回講浦会

総当り育種法の理論とその実績

-テローVスと品種の改良

一代雑種の性能について

庸

一

忠

義

寛

孝

中

井

原

田

酒

河

研究経過 (担当者,酒井寛一)

前担当者田中義磨士により育種された荒島群を用いて,集団遺伝学的選抜法による弟種

改良を進めている.

事業概況

1. 種雛の配付

2. 研究会の開催
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